








































こんな青春ゲームでマジになれなくてどーすんの？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幼い頃から存在感がないと言われていた。

　どこにいるのか分かりづらくて目が離せない子だったと聞いている。別に俺は普通に過ごしていただけなのに、どうも他人には認識が難しいらしかった。

『影が薄い』

　それを本格的に自覚したのは小学一年生の頃。確か、入学して数カ月経たった時期だった気がする。あの時、俺には気になる女の子がいた。本名は覚えてないが「るーちゃん」と呼ばれていたと思う。彼女はとても明るくて無邪気な子で、隣の席だった。

　るーちゃんと仲良くなりたかった当時の俺は、勇気を振り絞って話しかけたのだが──彼女は俺を見て『誰？』と首を傾かしげた。入学してからずっと隣の席だったのに、その子は俺のことを覚えてなかったのである。

　一応、彼女に振り向いてもらえるように努力はしてみた。勉強ができれば、運動ができれば、もしかしたらるーちゃんに好きになってもらえるかもしれないと、子供ながらに頑張った。しかし影が薄い俺の努力は誰にも認識されず、結局るーちゃんが俺の名前を覚えることは最後までなかったのだ。

　ああ、自分は影が薄いんだ──そう気付いた俺は、あれからぼんやりと生きるようになった。努力したところで誰にも認識してもらえないので、諦めてしまったのである。

　影が薄いせいで友達もできず、一人遊びが好きな子供になってしまった。そんな時に出会ったのが、俺の唯一の趣味となる『ゲーム』だった。

　ディスプレイ越しに広がる架空の世界に心を奪われた。退屈で面白くない現実世界を忘れて、俺はゲームにのめり込んだのである。

　そして、中学校三年生になって──俺は運命の出会いを果たした。

『マートリップ』

　近年普及しているＶＲ技術を利用したシューティングゲームである。簡単に説明すると、人魚になったプレイヤーが水中を泳ぎながら銃弾を撃ち合うゲームだ。四人対四人のチームに分かれて対戦したり、一対一でタイマンしたり、ＮＰＣと戦うこともできる。

　マートリップは対人ＦＰＳに分類されるのだが、人魚という可愛かわいらしいキャラクターと、水中の生物を模しているファンシーな武器がＦＰＳの殺伐としたイメージを消しており、幅広い世代の男女から受け入れられている大人気ゲームだ。

　そのゲームにおいて、俺の『影が薄い』という特性は武器となった。どうしてかゲーム内でも認識されにくい俺は、対人ゲームで『不意打ち』を決めやすかったのである。

「なんだよこれ……神ゲーだ！」

　敵の背後から一方的に銃弾を撃ち込む快感を覚えた俺は、マートリップにドハマりした。

　影が薄いことは現実世界においてデメリットにしかならない。だが、マートリップでは敵の不意を突けたり、それから気付かれにくいので仲間のサポートがやりやすかったりと、メリットが大きかった。

　影に生きてきた俺でも、活躍できる手段がある。それが嬉うれしくて、俺はマートリップが大好きになったのである。

　こんな神ゲー、マジにならないわけがない。

　マートリップと出会ってから一年が経過しても、その熱はまったく冷めなかった。

　そしていつしか、俺はこんなことさえも思うようになった。

「はぁ……ゲームだけして生きていけたらいいのに」

　きっとゲーム好きなら一度は考えたことのある妄想だと思う。

　だって、現実という世界はどこまで『クソゲー』だからだ。

　クリア条件も攻略方法も不定、イベントの発生はいつだって唐突、乱数が大きくて安定したプレイも望めない。いつ何が起きるか分からない。だから何を対策していいかも分からない。この現実世界では、レベルを上げる方法が確立されていない。

　そんな不確定要素の多い現実世界に俺は情熱を持つことはできなかった。現実よりもゲームが好きになってしまったのである。

　人の手によって作られた、あらゆる事象が数値化されたゲームは分かりやすくて明快だ。

　レベルを上げる方法だって単純である。ＲＰＧなら経験値を稼げばいいし、音ゲーなら譜面を覚えたりリズム感を鍛えたりすればいい。シューティングゲームなら銃弾を当てる技術を身につければいい。

　こんな現実と比べると、ゲームはとてもシンプルで楽しいのだ。だから俺は『ゲームだけをして生きていけたらいいのに』と思っていたのである。

　一年間も同じゲームばっかりしていると、次第にレベルも上がっていった。プレイヤーランキングも高くなり、トップランカーの常連にも名を連ねるようになった。

　ゲームの腕前が上達してからは、以前から興味があった配信も始めた。最初はコミュ障な一面を隠せず、敬語口調で拙いゲーム実況を配信していたのだが、それが逆に丁寧で良かったらしく、それなりの視聴者を集められるようになった。

　現実生活は本当に退屈だったけど、ゲームをしている時だけは本当に充実していたのだ。

　そんなある日──俺の願いが実現する日が訪れた。

「修しゆうちゃん！　聞いて聞いてっ。実はね、うちの会社でマートリップのプロゲーミングチームを結成したんだよ！　お姉さんが強制的に作ったぜ☆」

「マジで!?　と、とうとう姉さんの会社でもプロチームを結成するんだ……！」

「うん、そうだよっ。修ちゃんのために、加か奈な子こお姉さんいっぱい頑張っちゃった♪」

「お、俺のため？」

「そう！　可愛かわいい可愛い甥おいっ子の夢がプロゲーマーだということを、この美人で聡そう明めいな加奈子お姉さんは気付いていたのだよっ。その夢、叶かなえてあげるぞ☆　エレクトロニクス社マートリップ部門の責任者として、中なか平ひら修ちゃんをリーダーに任命する！」

「っ!?　い、いいの？　俺がプロゲーマーになっても、いいの!?」

「もちろんだよ！　メンバーや活動内容など、全てリーダーの君が決めていいからね！」

　叔母である中平加奈子姉さんが運営する企業『エレクトロニクス』。主にｅスポーツの振興、事業展開のビジネスを手掛けており、多くのプロゲーミングチームを保有している企業だ。簡単に言うとプロゲーマーのスポンサーとなっている会社である。

　加奈子姉さんはそのエレクトロニクス社で、俺が現在進行形ではまっているシューティングゲーム『マートリップ』のプロゲーミングチームを発足してくれたみたいだ。

「やった！　叔母さん大好き！」

「叔母さんじゃない、お姉さんだぞ☆　次叔母さんって言ったら修ちゃんのお母さんにエロ本の隠し場所教えるからな♪」

　とうとう願いが叶う！　俺はようやく、現実に邪魔されることなく、ゲームに没頭できる！　そう考えると、嬉うれしくて仕方なかった。

　そしてこの日──俺、中平修はリアルを捨てることを決意する。存在感の薄い影属性の少年が、現実世界というクソゲーの攻略を諦めた瞬間だった──。
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　六月の初旬。衣替えも終わり、暑さを覚えるようになってきた今日この頃。

（……眠い）

　昨日、プロゲーマーになることにした俺は、嬉うれしさのあまり徹夜でマートリップをプレイしてしまった。今日が平日であると分かっていた上でやめられなかった。

　俺は高校一年生なので学校に通わなければいけない身である。徹夜したとはいえサボるわけにはいかず、寝不足で重い頭を懸命に持ち上げながら授業に臨んでいたのだが。

「ん？　中なか平ひらは休みか？」

　出席確認でクラス全員の名前を呼び終えた後、教壇に立つ先生が不思議そうに首を傾かしげた。どうやら俺がいないと思っているらしい。最初から席についていたんだけどなぁ。

「はい、います」

「……いたのか？　返事はきちんとしろ」

　そもそも名前すら呼ばなかったくせに何言ってるんだか……まぁ、　出席確認のたびに順番を飛ばされるのにはもう慣れている。影が薄い弊害だった。

「すいません」

　一応謝ると、先生は何事もなかったように授業を始める。それをぼんやりと聞きながら、ふと頑張ってまで起きている理由がないことに気付いた。俺のことを認識できないのだから、眠ったところでどうせバレないだろう。

　本当に現実は退屈なイベントの連続である。楽しくもない学校で時間を持て余す今がもったいなく感じた。こんなことしてるくらいならゲームがやりたいなぁ。

　そんなことを思いながら、俺は夢の世界に意識を旅立たせた。




「……起きて。中平くん、起きてっ」

　夢を見た。誰かに起こされる夢である。

　机に伏せて眠る俺に女子生徒が声をかけていた。こんなことありえないので、俺は即座に夢だと理解できたのである。

　だって、中平修しゆうには声をかけてくれる女子どころか、会話を交わせる男子の友達すらいないので、こんなことありえない。だからそのまま眠り続けようと思ったのだが。

「起きてってば！　中平くん、もうお昼休みだよっ」

　頭をペシペシと叩たたかれて、夢にしてはおかしいと気付いた。痛くはないけど衝撃がある。つまりこれは……夢じゃない？

「あ、やっと起きたしっ。ダメだよ、居眠りなんかしたら！」

　顔を上げると、そこにはなんと女子生徒がいた。彼女は頬ほおを膨らませて寝起きの俺をペシペシと叩たたき続けている。

「……秋あき月づき？」

「うん、あなたのクラスメイトの秋月さんだけど？　いつも中なか平ひら君がスカートを覗のぞこうとしてるなぎさちゃんでもあるね！」

「え？　嘘うそ、バレてた？」

「いやいや冗談だよ!?　場を和ませる秋月さん流のちょっとエッチなジョークだったのに、まさか肯定されるとは思わなくてびっくりだしっ」

　朗ほがらかに笑う彼女の名前は、秋月なぎさ。明るい髪の毛とクリっとした目が印象的な女子生徒である。体は高校一年生にしては小さくて細いので中学生みたいな体格をしていた。着崩された制服がゆるゆるしているせいもあってか、本当に小さく見える。

「あー！　今、胸のところ見てたでしょっ。中平君のエッチ！　でも残念でした、そこには何もありませ～ん……ぐすっ。ないんだよぉ」

「別に見てなかったんだけど……」

「胸がないから見る価値もないって言いたいのかー！」

「冤えん罪ざいで逆切れされてもっ」

　小粋なジョークのつもりだったのだろうが、盛大に自爆する秋月に俺は思わず苦笑した。そういえば教室で俺にも話しかけてくれる人が一人だけいたっけ。












「そこまでリアクション取れるなら大丈夫そうだね。良かった、午前中ずっと寝てたから体調悪いのかなって心配してたんだぁ」

　秋あき月づきなぎさはとても優しくて気遣いのできる女の子である。周囲のことをよく見ているからなのか、彼女は俺のことを認識できているのだ。だからたびたび話しかけてくれる。

　でも、別に俺と秋月は特別に仲が良いというわけではなかった。

「なぎさ～。そろそろお昼食べようよ～」

　教室の後ろの方から声が上がる。振り返ると、そこには上位カーストの方々が集まっていた。今から昼食をお召し上がりになるようだ。その上位カーストグループの中に秋月は所属している。底辺で影の薄い俺とはそもそも住んでいる世界が違う人間なのだ。

　彼女は誰とでも仲が良いタイプの女の子である。俺だけに特別というわけじゃない。秋月はクラスのみんなと仲が良くて、そのうちの一人に俺がいるというだけなのだ。

「はーい！　今から行くー！」

　秋月は上位カーストメンバーに返事をしてから、再びこちらに視線を向ける。

「とりあえずお昼休みだから何か食べておかないと午後がたいへんだよ？　秋月さんのパンツを覗のぞこうとしてもいいから、元気出してね！」

「の、覗かないからっ」

「にゃははっ」

　からかうように笑ってから秋月は遠のいていく。その後ろ姿を無意識に追いかけてしまった。ひらひらと丈の短いスカートが揺れている……パンツは見えそうで見えなかった。

「昼食、食べるか」

　そういえばもうお昼休みなんだな。一限目からずっと寝ていたみたいだ。出席確認の時だけ返事をした記憶があるので、まぁ授業は欠席扱いにはなっていないだろう。

　せっかく起きてしまったし、妹が作ってくれた弁当を食べることにした。

「……相変わらず、美う味まいな」

　愛妻弁当ならぬ『愛妹』弁当。愛情は重いが味は良い。冷凍食品を使わずに全て手作りのお弁当はとても手がかかっていた。

　そうやってぼんやりと弁当を味わっていたところで、ふと秋月の声が耳に入ってきた。

「そ、そっかー。たいへんだねー」

　さっき話しかけてくれたからか、雑音の多い教室でも彼女の声が意識に引っかかったのだろう。暇なのでぼっちスキル『盗み聞き』を発動させると、上位カーストメンバーによる優雅な昼食会で繰り広げられている会話が耳に入ってきた。

「マジたいへんっしょ？　てめぇ何いきなり告ってきてんだよって感じじゃん」

「二組の田辺たなべって帰宅部のあいつ？　アハハ、良かったじゃん。モテモテでｗ」

「あんなのにモテたところで意味ないしっ」

　話の流れから察するに、恐らく彼女たちの内の一人が二組の田辺氏に告白されたようだ。

　詳しい背景は知らないし、田辺氏がどういう人間かも俺には分からない。ただ、第三者として客観的な意見を言うのであれば、田辺たなべ氏が可哀かわい想そうだなぁと思った。

　告白という行為は勇気の要る行動だ。それを断られた上にネタとして利用されるなんて、俺が田辺氏だったら死にたくなるようなことだった。

　これが上位カーストのやんごとなき昼食会か……クソだな。うん。

「そもそも顔がタイプじゃなかったって言うかー、あのレベルはあーしに不釣り合いじゃね？　ってか、付き合えると思われてたことに腹立つんですけど」

「それな！　マジわかるー」

　俺はぼっちだし影が薄いしゲームしかできないし、立派な人間ではないけど……やっぱりああいうのは、なんか嫌だ。そしてその気持ちは、あの子の方も同じみたいである。

「だよね？　なぎさもそう思うっしょ？」

「え？　あ、うん。そうだねー」

　上位カーストメンバーとご一緒に昼食を食べている秋あき月づきなぎさは、話を振られてリアクションに困っているように感じた。

　秋月はとても優しくていい子である。彼女が他人の悪口を言っているところを俺は聞いたことがない。あいつはたぶん他人のことを悪く言うのが嫌いなタイプの人間なのだ。

「で、でも……あたしは、告白するってすごいことだと思うなぁ」

　やっぱり秋月はさりげなく田辺氏を尊重するようなことを口にしている。しかし上位カーストグループの方々は止まらない。

「でもさぁ、告白される人のことも考えろって話じゃん？」

「それってさ、もしかしてギャグだったんじゃない？　ウケ狙ってただけじゃん!?」

「……そうなのかなぁ」

　教室中に響き渡る声で彼女たちは笑っている。秋月としては色々と思うところがありそうだが、場の空気を乱さないためにこれ以上は何も言わないことにしたみたいである。

　そんな秋月を見ていると、無意識にため息がこぼれてくる。この現実がいかに退屈でくだらないか、改めて思い知らされた気分だった。

　秋月みたいなとても優しい子ですら、学校生活が窮屈そうな時がある。俺から見ると太陽みたいに眩まぶしいあの子にすら、影が差す時がある。

　本当に、現実世界はくだらない。学校という場所も、くだらない。

　こんな場所にいる意味が俺にはよく分からなかった。

　……ってか、あれ？　俺、別に無理して学校に行く意味ないのでは？

「あ、そうか」

　ふと、気付く。俺は昨日プロゲーマーになった。つまり、ゲームだけしてお金を稼げるようになったのである……だから、決めた！

「学校、やめるか」

　ほんの少しだけ、秋月と会えなくなることを寂しく思ったが……その感情は無視して、俺はこんな退屈でくだらない場所からおさらばすることを決意するのだった。




　ようやく学校が終わると、俺は即座に帰宅した。

「げ、げぇむ……ゲーム！」

　学校のせいでプレイできなくてもどかしかったのだ。

「ただいま！」

「あ、お帰りお兄ちゃん！　今日も学校お疲れ様っ」

　家に帰ると、妹のまなが玄関で俺の帰りを待っていた。

　まなは黒髪ツインテールの小柄な女の子だ。兄妹なのに俺にはまったく似ておらず、とても愛らしい顔立ちをしている。成長したら秋あき月づきと並ぶくらいの美女になるだろう。

「えへへ～。やっとお兄ちゃんと会えたよ～」

　家に入ると同時にまなは俺に飛びついてくる。小学六年生なのにまだまだ甘えたがりなのか、妹は兄離れできていない。好かれているのは嬉うれしいのだが、まなの愛はちょっと重かった。自分で言うのもなんだが、まなは俺のことが大好きなのである。

「おかえりの『なでなで』をするのがお兄ちゃんの義務だと思いますっ」

「はいはい」

　頭を撫なでてあげると、まなは幸せそうに破顔した。この笑顔を見ていると、まぁ、まだまだ甘やかすのもいいかなって思ってしまう。

　仕事人間の親父おやじとお袋は海外で働いているため、まなが甘えられる相手は兄である俺だけだ。そういうわけで、まなを大切にしようと俺も思っている。

「えへへ～。お兄ちゃん大好きっ」

　ギュッと抱き着いてくるまなを引きずりながら、俺は部屋へと進む。

　さて、頭も撫でたことだし、妹も満足してくれたことだろう。

「じゃあ、俺はゲームするから」

　部屋に到着すると、しがみつくまなをぽいっと捨てた。そのまま部屋に入ろうとしたが、捨てたはずのまなが俺の足首を掴つかむ。

「なんでそういうこと言うの!?　まなはもっとイチャイチャしたいのにっ」

　ああ、まずい。まなが拗すねていた。ほっぺたがぷっくりと膨らんでいる。これは無視するともっと面倒になるパターンだ。

「お兄ちゃんはこんなにかわいい妹よりゲームを選ぶの!?」

「うん。そうだ」

「即答しないでっ。パパにもママにも甘えられないまなを可哀かわい想そうとは思わないの!?」

「……お前、親父とお袋が海外行くって言った時喜んでたじゃん。俺は覚えてるぞ？」

「むぅ……じゃあ、遊んでくれないと今日は家事しないからねっ。お料理もお掃除も何もできないお兄ちゃん？　本当にまなの機嫌を悪くしてもいいの？」

「そ、それは卑ひ怯きようだぞ……！」

　現在、中なか平ひら家の家事は全てまなが担当している。この子は俺のお世話が大好きなので、率先してこなしてくれるのだ。そのせいで俺は家事が何もできない人間になってしまっている。朝すらまなに起こされないと起きられないくらいだ。

　ここでまなの機嫌を損ねるのはまずい。しかし俺はゲームがやりたい。こうなったら……手段は一つ。

「まな……じゃあ、一緒にゲームするか？」

　遊びたいまなとゲームがしたい俺。二人の欲求を満たすためにはもうこれしかなかった。

「ゲームより、まなはイチャイチャしたいのっ」

　しかしまなは乗り気じゃないようだ。今までだったらここで折れて、結局まなとイチャイチャすることになっただろう。だが、今の俺には方便がある。

「ほら、俺はプロゲーマーになったんだぞ？　ゲームが仕事だからやらないとダメなんだ」

「お仕事なんてしなくてもいいのにぃ……お兄ちゃんの面倒はまなが見てあげるんだもんっ。働くなんて反対だよ！」

「お前……だから俺がゲームするの邪魔しようとしてたのかっ」

　昨日、まなにはプロゲーマーになったことを報告していたのだが、そういえばあの時からこいつは不満そうだった。我が妹はダメ人間が好きな女の子なのである。

「まな、頼む。俺はゲームだけして生きていたいんだ。そのためにはプロゲーマーという職業が都合がいいんだよ。俺がもっとダメ人間になるためにも、協力してくれ」

「はうぅ……も、もっとダメダメなお兄ちゃんが、見られるの？　そ、それだったら……仕方ないよねっ。うん、まなもゲームやってあげるっ。お兄ちゃんをもっとダメ人間にするために協力してあげるー！」

　とりあえず適当なことを言ってると、まなは仕方なさそうに部屋に入ってきた。よし、どうにか機嫌を損なわずに済んだか……良かった。

　さて、まなと一緒にプレイするのは、もちろん俺が一番はまっているゲーム。

「プレイするのは『マートリップ』っていうシューティングゲームだよ」

　今、最も人気のあるゲームと言っても過言ではないくらいの大人気ゲームである『マートリップ』。俺がプロになったのもこのゲームだ。

「えー？　まな、けんじゅーとか嫌いだよ？　パンパンしたら痛そうだもん」

「……まぁ、そういう人も多いよな。実際、俺も対人ゲームには抵抗あったし」

　まなの言いたいことは分かる。人に向けて銃を撃つというのは、ゲームといえども抵抗感のある行為だ。でも、その心配は必要ない。

「大丈夫だよ。このゲームを一番プレイしているのは十代の女子だからな」

「……え？　まなと同じくらいの子たちが一番たくさんプレイしてるの!?」

　マートリップはＦＰＳだというのに若い女性に大人気だ。もちろん俺みたいな十代の男子にも人気だが、ユーザーの数で言うと女子層の方が少し多いくらいである。

「ふ、ふーん？　じゃあ、少しは期待してあげてもいいかなっ」

「何で上から目線なんだよ……ほら、これつけろ」

「ほぇ？　なにこれ？　ゴーグル？」

「『ヘッドマウントディスプレイ』な。これに映像が映るんだよ」

　まなに手渡したのは『ＶＲサキュラス』というゴーグル型のディスプレイ。目元付近を覆う形状だが軽いので装着の違和感はほとんどない。とてもゲームのやりやすいヘッドマウントディスプレイで、最近はこれがかなり普及していた。

　従来のＶＲゲームはゴーグルと別に高性能なＰＣやゲーム機を用意する必要があったのだが、ＶＲサキュラスは一体型スタンドアロンのデバイスなので、他の機材を必要としない。ゲーム機が内蔵されているＶＲゴーグルなのである。

　このデバイスには『通話ツール』『ＳＮＳツール』『配信ツール』『網膜による生体認証機能』など、様々な機能が搭載されていた。とても便利なゲーム機である。

「あ！　まな知ってる！　『のーは』でゲームできるやつだよねっ。アニメで見たよ!!」

「残念だったな。フルダイブ技術はまだ実用段階に至ってない……普通にコントローラーでキャラクターを動かさないといけないよ。ＶＲなのは映像だけだ」

　パッド型のコントローラーもしっかり手渡すと、まなはぶーぶーと文句を言う。

「何それしょぼーい。まなの方が絶対魅力的だよ！」

「はいはい、いいから早くつけろ……生体認証機能でスキャンして──と」

　ＶＲサキュラスにまなの情報を認証させて、機器を利用できるように設定する。昨今のゲーム機はパスワードではなく生体情報でログインを行えるからすごいと思う。

「よし、電源入れるけど、腰抜かすなよ？」

「ぷぷっ。こんなゲームごときでまながビックリするとでも？　そんなわけないよ～」

　ニヤニヤと笑っているが、果たしてその余裕が持つかな？　まなのリアクションを楽しみにしつつ、マートリップを起動した。

「ふぉおおおおお!?　すごい、海だ！　お兄ちゃん、まなは今海の中にいるよ！　に、人魚さんが泳いでる……変なけんじゅー持ってる！」

　ディプレイに流れているであろうオープニング映像を見て、まなは興奮したように声を上げた。リアルで臨場感あふれる映像にビックリしてもいるようで、腰が抜けている。

　フラグ回収するの早いなぁ。我が妹ながらこういう素直なところは可愛かわいいと思う。

　まなの反応を見ながら、俺もマートリップを起動する。そうすると周囲が見えなくなり、ヘッドマウントディスプレイに映像が映し出された。

　オープニング映像で、海の中で銃を持つマーメイドが現れる。まるで本当にそこにいるかのような現実感だ。マートリップのグラフィックはとても美麗である。俺も初めて見た時はまなと同じようなリアクションを取ったなぁ。

　このゲームは『人魚になって海中を泳ぎながら銃を撃ち合う』ゲームである。まるで本当に水中にいるような感覚でプレイすることができるのだ。

　その導入として、オープニングでは水中で激しい銃撃戦をしているシーンが流れる。それをＶＲで見せられるとあまりの迫力に一瞬で魅了されてしまうのだ。












「お、お兄ちゃんっ。まなも泳ぎたい！」

　話しかけられたので、ヘッドマウントディスプレイを透過モードにして現実のまなを見てみると、彼女は手をブンブンと振っていた。めちゃくちゃ興奮しているらしい。

「おう、ちょっと待ってろ……フレンド設定して、と」

　ゲームの設定を調節して、まなと一緒にプレイできるようにした。ＶＲサキュラスに搭載されている通話ツールも起動して、ヘッドマウントディスプレイ越しに通話できるようにする。これでプレイの環境は整ったので、後はマートリップを楽しむだけだ。

「まなは新規プレイヤーだから、まずはキャラクター設定からだな。指示通り進めろ」

「はーい！　どうせだからお兄ちゃんをのーさつするくらいの超絶美少女にしないとっ」

「ガールでいいのか？　ボーイでも設定可能だぞ？」

「ふぇ？　まなは女の子だからガールにするよ？」

「そうか……いや、ゲームの中では性別を偽る人も多いからな。俺もガールにしてる」

　このゲームは自分が操作するマーメイドの外見を設定できる。このデフォルメされたキャラがＦＰＳ特有の殺伐とした印象を薄めているのだ。

「よーし、できたー！」

「お、じゃあホームに入って来い。俺とフレンド登録されてるから、合流しよう」

　まながキャラクター設定を終えると、ホームと呼ばれるキャラの待合室に呼び寄せる。サザエをモチーフにした家で、中は家具などが設置できる建物だ。

「ホーム……こっちかな？」

　初めての操作でたどたどしいが、まなはどうにかホームにやって来た。どれどれ、俺を悩殺するほどの美少女とは、どんな感じかな？

　ふむふむ、黒髪ツインテールで体と胸は小さめ……って、なんだよこれ。

「俺を悩殺する美少女が、なんでお前にそっくりなんだ？」

「えへへ～。お兄ちゃんをのーさつできる女の子はまなしかいないに決まってるよ～」

「……その胸でか？」

「おっぱいのことは言わないで！　なんでそんなこと言うの!?」

　いや、別に胸が小さくても色気がないとは思わないが……まなはなんというか、可愛かわいいだけでエロくはない。まぁ、妹だからそれは当たり前か。

「うぅ、お兄ちゃんの人魚さんは黒髪の巨乳さんだね。やっぱり巨乳好きなんだ……」

「そ、そんなこともないけどなっ」

　まぁ、うん。別にこだわっているつもりではないが、大きいのはいいと思います。

「まなもおっぱい大きくしないとっ」

「……そんなどうでもいいことはさておき」

「どうでも良くない！　まなのおっぱい問題は大切なことだよ!?」

　なんか言ってるまなは無視。ディスプレイを非透過モードに戻してゲームを再開する。

「まずはステージを散歩でもしよう。ルールとかプレイング方法も一緒に説明してやるから、とりあえず武器を持て」

「武器？　ああ、このけんじゅーみたいなやつ？」

　まなにとって銃器とは全て『けんじゅー』のようだ。

「どれがいいのかな？　お兄ちゃんのオススメはなぁに？」

　聞かれたので、まなに合いそうな武器を考えてみる。マーメイドのレベルが上がるにつれて使用できる武器も増えるが、初期装備は次の五個だけだ。

・『マグロガン』……連射性能に優れているフルオートの中距離銃。

・『タチウオスナイパーライフル』……射程は長いが装そう填てん数と連射性能が低い単発式の遠距離銃。いわゆる狙撃銃のこと。

・『フグフグバスター』……連射速度こそ遅いが爆風による範囲攻撃が可能。銃弾ではなく爆風を放射するので攻撃を当てやすい。

・『イワシガトリング』……射程が長く連射性能も高いが銃弾の装填に時間がかかる。

・『クラブソードガン』……射程はほぼゼロだが当たれば一撃確殺。

　などなど。色々あるが、初心者にオススメなのはやっぱりあれかな。

「まぁ、使いやすいのはガンタイプの武器だな。お前が持ってる中だと『マグロガン』がいいと思う。俺もよく使ってるし、いい武器だぞ」

「分かった、それにするー！」

　即決したまなはマグロをモチーフにした銃を担いだ。

「現在解放されているステージは……『サンゴツリー』だな。でかい一個のサンゴが大木みたいにそびえたってる場所だ」

「ねぇねぇ、早く行こう！　まなも泳いでみたい！」

　まなも待てないようなので、早速ステージに移動する。少しのローディング時間を経た後、ヘッドマウントディスプレイに映し出された映像が変わった。

「わーい！　綺き麗れいなサンゴだ！」

　目の前に直立する巨大なサンゴ。無数に枝分かれした先端は見上げないと視認できないくらいのサイズである。

　本来ならここで対戦バトルを行うのだが、俺が今選択しているのは散歩モード──敵がおらず、ステージを遊泳するだけのモードなので、バトルのことを考える必要はない。

　シャコ貝をモチーフにした形状のリスポーン地点から移動しながら、サンゴツリーを散歩する俺とまな。

「お兄ちゃん、泳いでいい？」

「ああ。アナログスティックで方向をコントロールできる。あと、ボタンでジャンプしたり加速したりもできるから、色々試してみよう。首の傾きに連動してゲーム内の視界も動くから、上う手まく利用していけ」

「はーい！」

　まなは元気良く返事をした後、はしゃいだようにその場をぐるぐると動き出す。初めてということもあって操作も覚おぼ束つかないようだが、本人はとても楽しそうだった。

「なんか本当に泳いでるみたーい!!　最近のゲームってすごいねっ」

「そうだろ？　ほら、ついでだしマグロガンも撃ってみろ。結構面白いぞ？」

「えー？　本当にー？　まな、けんじゅーとか苦手なんだけどなぁ」

　俺が促してようやくまなは武器を構える。グラフィックやキャラクターは気に入ってるようだが、やっぱりシューティングゲームという部分にはまだ抵抗感があるみたいだ。

「まぁまぁ、とりあえず撃ってみろ。普通のＦＰＳとは違うっていうのが分かるから」

「ふーん？　お兄ちゃんがそう言うなら、やるけど……てやっ」

　気の抜けた声と同時に、まながマグロガンのトリガーを引く。すると、マグロの頭部分から『タタタタタッ』という発砲音と一緒に銃弾が発射された。

「はにゃ？　なんかこれ、けんじゅーっていうか……水鉄砲っぽい？」

　そう。マートリップの武器は、リアルの銃というよりも水鉄砲のような設計がされている。それがまたユニークで、一般層の心を掴つかんだ要因だ。

「あははははっ！　とりゃー！」

　まなが笑いながらマグロガンを撃ちまくっていると、すぐに銃弾は出なくなった。

「ありゃりゃ？　壊れちゃった？」

「弾切れだよ。ほら、使え」

　俺の分の銃弾を半分ほど渡して、まなに銃弾を装そう填てんさせる。実銃なら銃器の種類によって銃弾の種類を変える必要があるが、マートリップでは銃器の種類に関係なく銃弾を装そう填てんできるので、分かりやすかった。

　ちなみに、マーメイドは右利きで固定されている。まなのマーメイドも右側に銃を構えながら銃弾を撃っていた。

「よーし！　いい感じだぁ……って、ふにゃ!?」

　しばらく撃ってると、いきなりマグロガンが発光してよりごついマグロに変形した。

「それは武器の『クリティカル』状態だよ。一定数銃弾を撃つと発動できる、威力が大きい攻撃方法だ。撃ってみていいぞ？」

「はーい！」

　まながマグロガンのクリティカル『ミーティア』を発動させる。直後、ジェットのようなものがマグロガンから噴き出してまなは上方向に浮遊した。

「おほぉ。これはいいかも！」

　ジェットで素早く動きながら、まなは高威力になった銃弾を流れ星のように撃ちまくる。発動時間は少ないが、クリティカルは戦局を変えることのできる攻撃方法だ。

「楽しかった！」

　クリティカルを終えて、まなは満足そうに声を上げる。楽しんでくれてるみたいだ。

「ちなみにマートリップはファーストパーソン、つまり一人称視点のシューティングゲームだからＦＰＳに分類される。サードパーソン、三人称視点だとＴＰＳって言うんだぞ」

「なるほど、分かんない！」

　分かんないかぁ……まぁいいか。理解する気もないようなので説明は諦めることに。

「じゃあ今度は俺に撃ってみろ。面白いことが起きるぞ？」

「だ、ダメだよー！　お兄ちゃんが死んじゃうっ」

「死なないし、そもそもゲームだし……いいから撃て。武器を構えるとサークルみたいのが出てくるだろ？　それは『レティクル』っていって、銃弾の照準になる。そこを狙え」

「分かった、死ねー！」

「ノリノリかよ!?」

　小気味よい発砲音と一緒に銃弾が迫る。水泡に近い形状をしているそれは、俺の操作する黒髪巨乳マーメイドに被弾した。

　そして──

「はわわっ。お、お兄ちゃん!?　巨乳さんの水着が……水着が、破けてるよ！」

　被弾した俺のマーメイドは傷つかず、代わりに水着の布面積が減少する。そしてダメージが耐久値を超えると同時に素っ裸になった。

「ダメー！　お兄ちゃんにはまだ早いですっ」

「お前より年上なんだが……大丈夫だよ。これは一応全年齢向けのゲームだからな。そのあたりはきちんと配慮されてる」

　水着の布面積がゼロになると同時に、俺のマーメイドが謎の光に包まれる。同時に俺の視界も真っ白になって、次の瞬間には自分をキルした敵プレイヤーを映すキルカメラに視点が変更になっていた。

「お、お兄ちゃんが消えたっ。ど、どどどどうしようっ」

　まなからの視点でも俺は消えているらしい。これはデスと言って、つまりはプレイヤーのヒットポイントがゼロになっている状態だ。

「心配するな……すぐに戻って来るから安心しろ」

　それから数秒、一定時間経過すると、リスポーン地点に俺のマーメイドが復活する。

　すぐにまなのいる位置に戻って、ゲームの説明を続けた。

「分かったか？　マートリップはこんな感じのゲームだよ。従来の一般的なＦＰＳみたいに、お互いを殺し合う銃撃戦というよりは、水鉄砲でお互いの水着を脱がし合うゲームだ。楽しそうだろ？」

「うぅ……確かに、水着を脱がすの、面白いかも」

　ゲームをあまりしないまなもマートリップに魅力を感じている。このゲームはまなみたいな普段ゲームをしない人も楽しめる仕様になっているのだ。

「もし人と戦うのが嫌いなら『レイド戦モード』っていうのがある。対プレイヤーじゃなくて、他のプレイヤーと協力しながらＮＰＣと戦うっていうモードもあるんだ」

　マートリップはあらゆる層をトリコにするようなゲームシステムが構築されている。このゲームはまさしく神ゲーなのだ。

「まぁ、大多数のプレイヤーは『バチバチバトルモード』をプレイしてるから、そっちの方を俺はオススメしたいけどな」

「バチバチバトル？　なにそれ？　バチバチするのはまなと叔母さんだけでいいよ？」

「加か奈な子こ叔母さん……もとい姉さんにはお世話になってるんだから、もう少し気を遣ってやれよ……ってか、それよりもバチバチバトルモードの説明させろ」

　まなと加奈子姉さんの確執は置いといて。

「バチバチバトルモードではな、四人対四人の即席チームを組まされてプレイヤー同士がバトルする。サンゴツリーの頂上にフラッグあるだろ？　チームで協力してあのフラッグを奪い合うんだ」

「そうなんだー。フラッグ持っておにごっするんだね！」

「いや、違う。フラッグは固定されてるから持ち運べない。触れることでそのチームが所有してるって認識されるんだ。百カウント確保するとそのチームの勝利になる。百カウント確保できずに奪われたらペナルティカウントが付与されちゃうから注意が必要だ」

「な、なるほど！　つまり楽しいってことだね!!」

「……おう、そういうことだ」

　まなは俺の説明がよく分からなくて考えることをやめたみたいだ。まぁ、ルールに関してはゲームをプレイしていたら自然と覚えるだろう。

「ほらほら、お兄ちゃん。もっといっぱいゲームしよっ？」

　今までゲームを毛嫌いしていたくせに、まだまだ物足りないと言わんばかりのまなに苦笑しつつ、プレイを続行するためにディスプレイに意識を戻す。

　しかしそこで、邪魔が入った。

「……ん？　インターホン鳴ってないか？」

　来客を知らせる音を耳にして、俺とまなはヘッドマウントディスプレイを外す。

「あ、本当だ！　ちょっと見てくるねっ」

　まなはパタパタと走って玄関の方に向かった。新聞の勧誘かな？　俺もちょっと玄関を覗のぞいてみよう。立ち上がって部屋を出ると、話し声が聞こえてきた。

「いません！　お兄ちゃんは死にました！　だから入ってこないでください!!」

「イヤだよ～ん。修しゆうちゃんの匂いがするので中にいるのは分かってます～。まなちゃんには用事がないので、あっち行ってなさい？」

「またお兄ちゃんにちょっかい出そうとしてるんでしょ!?　叔母さん！」

「叔母さんって言うな♪　小娘、泣かすぞ☆」

　険悪な雰囲気。二人のやり取りを耳にして瞬時に誰が来たのか理解した。

「加か奈な子こ姉さん？」

「あ、修ちゃん発見！　おっすおっす☆」

　玄関を覗くと、そこにはスーツを着た三十三歳の美女がいた。俺とまなの叔母さんである中なか平ひら加奈子姉さんである。

「ちょっとプロチームについて用事があるから、一緒に来てくれないかな？」

　加奈子姉さんは俺が所属してるプロゲーミングチームのスポンサー企業『エレクトロニクス』の取締役である。それに関連した話があるようだ。

「了解。そういうことだから、遊ぶのは帰って来てからな？　まな、いい子でお留守番してるんだぞ？」

「えー！　やだやだっ。叔母さんにお兄ちゃんを取られたくないっ」

「叔母さんじゃないぞ？　お姉さんだぞ☆　じゃあね、小娘！」

　駄だ々だをこねるまなに姉さんはあっかんべーと舌を出す。そのまま俺をぐいぐいと引っ張ってきた。子供かよ……。

「おにーちゃーん！　いかないでー！」

「おう、いってきまーす」

　手を伸ばして引き留めようとするまなに手を振ってから、俺と姉さんは家を出ていった。




　さて、プロチームについての用事とは一体何だろう？

「姉さん、何の話があるんだ？」

　移動中、黒塗りのリムジンで移動しながら用事について聞いてみることにした。

「そんなに気構えなくていいのよん？　別に大した用事じゃないけど、ほら……やっぱり、最初くらい顔合わせした方がいいかなって、お姉さんは思ったの！」

「……顔合わせ？　誰と？」

「それはもちろん、チームメンバーとだよ」

「──っ!?　も、もしかして……昨日の今日でもうみんなオッケーしてくれたのか!?」

「うん！　みんな快くオファーを受けてくれたね☆」

「マジかよっ……やった」

　姉さんの話を聞いて、俺は思わずガッツポーズをしてしまった。俺が望んでいたメンバーがチームに入ってくれると聞いて、とても嬉うれしかったのである。

　姉さんの運営するエレクトロニクス社は『シャドウムーン』という名前のプロゲーミングチームを保有している。パズルゲームの部門やカードゲームの部門など、あらゆる部門のゲーミングチームがあるのだが、そこに『マートリップ』部門が新設されたのだ。

　俺はマートリップ部門のリーダーに任命されたので、他のメンバーを三人選んで姉さんに推薦していた。

　一人目は狂戦士の異名を持つ前線アタッカー『黒くろ騎き士し』。二人目はあらゆる武器を器用に使いこなす万能のマルチウェポナー『川合かわい桜さくら』。三人目はマートリップ内で最も有名なスナイパー『うさぎ』。どのプレイヤーネームもマートリップ界かい隈わいでは有名である。

　今まで即席のチームで大会などに参加していたようだが、固定のプロチームなどには所属していなかったこの三人に、姉さんはオファーを送ってくれていた。

「良かったね？　三人とも、他にもたくさんのオファーをもらってたみたいだけど、うちを選んでくれたみたい」

「黒騎士とうさぎはよくゲーム配信してるし、色んな企業から声もかかっているだろ……二人は知名度も人気も凄すさまじいからなぁ」

　ぼっちな俺は学校の休み時間など暇なタイミングがたびたびある。そういう時、配信サイトのタイムシフト機能を利用してうさぎや黒騎士の配信をよく見ていた。あの二人のプレイングは俺と違って派手で華があって、とても楽しい。

「川合桜は配信とかしてないけど、プレイングが巧みってだけで一躍有名になった実力者だし……まさか俺の望んでいた三人全員がメンバーになってくれるなんて、本当に嬉しいよ。姉さん、ありがとう！」

「三人とも割と即決だったわよん？　昨日、修しゆうちゃんにメンバー選んでもらった後、メール出したらすぐに返信きたくらい。電話してみたら三人ともいい子そうで、住んでるところも近かったの。だからせっかくだし顔合わせしようかなって思ったわけ」

　加か奈な子こ姉さんが『いい子』と表現するということは、もしかしたら俺と同じくらいの年代なのかもしれない。

「そうなんだ。会うの楽しみかも」

「大好きな修ちゃんの役に立てたことも嬉しいけど、ｅスポーツ事業に携わる者として、人格と実力が伴ったプレイヤーを発見できたことは喜ばしいことだね♪」

　俺の推薦した三人は姉さんのお眼鏡にかなったらしい。この人、ふざけているように見えてかなりのやり手だ。特に人を見抜く能力には長たけており、それを活いかして会社の規模を大きくしたと親父おやじから聞いている。

「そして、ゲームプレイヤー『しゅー』にも期待してるよ？　勘違いしないでほしいんだけど、姉さんは修しゆうちゃんのことが大好きだからという理由だけでプロにしてあげたわけじゃない。君の実力も評価してプロチームに誘ったんだぜ☆」

「……うん。頑張るよ」

　地味だし影が薄いしまったく華がない。現実世界ではそのせいで見る影もないほどつまらない人生を歩んでいる俺だが、ゲーム内だけは別だ。

　影が薄いという特徴を活かしてかなり腕前を上げている。自分で言うのもなんだが、俺もまたマートリップのトッププレイヤーの一人であると自負している。

　こんなに素晴らしいメンバーが揃そろっているのだ。きっと、最強のチームになるだろう。

「プロになったら、もちろんお給料が出るね。これから修ちゃんたちは我が社に所属する社員ということになります。毎月、一般的なサラリーマン程度の金額が振り込まれるけど、だからこそ自覚を持つようにしなさいな♪」

「もちろん。加か奈な子こ姉さんには迷惑かけないよ」

「ちょっと息苦しく感じたりするかもしれないけど、その分メリットは提供するよ！　ハード機器やコントローラーが必要だったら提供するし、大会で実績を残したらプラス成果で手当てを出します☆　我が社は君たちがゲームに集中できるように全力でサポートするので、君たちはしっかり頑張ってくれよっ」

　プロになったことで生じるメリットは大きい。特に俺のようにゲームだけして生きていきたい人間にとって、給料がもらえるというのはとても嬉うれしいメリットだった。

　これから、しっかり頑張っていこう。

「みんなと会うの、楽しみだなぁ……どうせみんな男だろうけど、わいわい騒ぎながら楽しくやりたい」

「修ちゃんはみんな男だと思ってるの？　川合かわい桜さくらちゃんとか、女の子の名前なのに」

「いやいや『川合桜』って有名なセクシー女優の名前だろ？　よくいるんだよ、ゲームの名前に好きなセクシー女優とかの名前つけるやつ。ゲーム内のアバターはガールだけど、あれは間違いなく男だ。黒くろ騎き士しとうさぎは配信見ててもいかにも男！って感じするしな」

「そう言う修ちゃんは配信だと女の子っぽいよねん？　配信サイトでもボイスチェンジャーが導入されてから性別がより分かりづらい世の中になったなぁ」

「うん。声もまたリアルの情報の一つだし、個人情報は晒さらさないように気を付けてるから」

　俺もよくゲーム配信しているが、性別は不詳ということにしてある。そうした方が男性層からの人気も取れたりするので、結構楽しい。

「大好きな甥おいっ子がネカマになってお姉さんはちょっと複雑だぞっ♪」

「ネカマって言うな。叔母さん」

「叔母さんって言うな☆　ころすぞ」

　そうやって談笑しながら移動することしばらく。都会のど真ん中にドカンとそびえたつ高層ビルに到着して、俺と加か奈な子こ姉さんはリムジンを降りた。

「相変わらずでかい……姉さん、どんな悪どいことしたらこんなに会社大きくできるの？」

「おいおい☆　お姉さんは敏腕キャリアウーマンだよ？　悪どいことなんてしてませーん」

　エレクトロニクス社はｅスポーツの事業振興やビジネスを行っている会社である。やってることは芸能事務所みたいな感じだと俺は認識している。

　ＶＲ技術が幅広く普及した昨今、ゲームの注目度は世間から見てもかなり高くなっている。そこで、プロゲーマーを広告塔として活用したりイベントに呼びたいという企業も増えているのだ。そういったマネジメント業務を姉さんの会社では行っていた。

「大きいけど、本社として利用してるのは三フロアだけだからね？　残りは子会社に使ってもらってるのよん♪」

「へー。そういえば配信サイトの運営もしてるよな？　開発もここで行ってるの？」

「もちろん！　お姉さんは外注したくない派だから、ビジネスに関わる事業を全てここに集約させてるんだぜ☆」

　どうせなので会社についても説明してもらいながら中を歩いていく。

　少し歩いて、到着したのは一番上のフロアにある応接室だった。

　普段は商談とかで利用している部屋なのだろう。部屋の真ん中にはいかにも高級そうな四角いテーブルが一つ。その上にはお菓子やら飲み物やらが用意されていた。机の周囲に一人がけのソファが四つ並んでいる。

「ここにみんな呼んでるから、ちょっと待ってて？」

　そう言って姉さんは応接室を出て行った。どうやら俺が一番早く到着していたらしい。

（ドキドキするなぁ）

　他のメンバーと会うのは楽しみだけど……やっぱり緊張する。三人とも俺が尊敬しているプレイヤーでもあるのだ。

　特に、強く憧れているプレイヤーの『うさぎ』に会えると思うと、なんだか気分が落ち着かなかった。

　うさぎはマートリップにおいて最も扱いが難しいとされる武器『スナイパーライフル』を持ち武器としている。これは現実世界で言うところの狙撃銃で、かなりのＡＩＭエイム（銃弾で敵を狙う技術のこと）を必要とするプレイヤー泣かせの武器だ。

　スナイパーライフルのメリットは、遠くにいる相手でも一発銃弾を当てれば必ず倒せるところだろう。敵の射程外から一方的に銃撃できるというのはかなりの強みだ。

　一方で、デメリットも大きい。『一発撃つたびに装そう填てんが必要』『射線が常に見える』『体が発光しているので敵にばれやすい』と、散々である。距離を詰められると簡単にキルされてしまうので、誰にでも扱える武器ではなかった。

　しかし、スナイパーライフルの使用者はプレイに華があってかっこいい。俺みたいな地味な立ち回りしかできないプレイヤーからすると、本当に憧れるのだ。

　いったいどんな人なんだろう？　緊張しながらもわくわくしつつ、みんなの到着を待つ。それから数分くらいすると、部屋の外から二つの声が聞こえてきた。

「わざわざ来てくれてありがとうね☆」

「いえいえ、こちらこそありがとうございますっ。お誘いをいただけて嬉うれしかったです」

　一つは無駄にキャピキャピしている加か奈な子こ姉さんの声である。そしてもう一つは、とてもハキハキとしていて聞き心地の良い女の子の声で……そして、聞き覚えがあった。

「……ぇ？」

　今しがた耳に入った声はふと脳裏に浮かんだ彼女の声とそっくりだったのである。まさかそんなこと、ありえない……勘違いだよな──と、そう思い込みたかったのに。

「遅ればせながら、エレクトロニクスの中なか平ひら加奈子です。これからよろしくね？」

「あ、はい！　あたしは『うさぎ』というプレイヤーネームでマートリップをプレイしています、秋あき月づきなぎさですっ。これからよろしくお願いします」

　マジかよ!?　なんということだ……扉の外にいたのは俺が憧れている『うさぎ』で、しかもそいつの正体は──クラスメイトの『秋月なぎさ』!?。

　うさぎが男じゃなかったことにも驚きだが、そいつがまた知り合いとか……しかも、いかにもリア充って感じのギャル風な秋月なぎさだったとか、信じられない。

　びっくりしすぎて頭が真っ白になっていた。

「こちらの応接室へどうぞ？　まだみんな揃そろってないから、もう少しだけ待っててね？」

「分かりましたっ。どんな人たちか楽しみだな～」

　声と一緒に足音も聞こえてくる。ヤバい、来る……来ちゃう！

「ちょ、まっ」

　予想外の事態に俺はかなりてんぱっていた。果たして俺は彼女と顔を合わせてもいいのだろうか？　学校で彼女はゲームの話を一切していないはずである。

　彼女の所属する上位カーストの方々はゲームやアニメといったコンテンツを毛嫌いする傾向のある生物なのだから、秋月も恐らくはゲームをしていることを隠しているだろう。

　それなのに、俺なんかに秘密がばれてしまうと彼女はショックを受けないだろうか……底辺カーストの俺にさえ笑顔で話しかけてくる秋月を傷つけたくなかった。

　だから、俺がとっさに取った行動は──隠れることだった。

「失礼しますっ。おやおや、一番乗りだったのかー」

　秋月が部屋に入ってくる寸前に、俺は慌ててテーブルの下に身を潜めた。そのおかげで秋月には気付かれずに済んだみたいである。

「ん？　ありゃりゃ？　うーん……あ、なるほど。そういうことか」

　遅れて入ってきた加奈子姉さんは俺の姿が見えなくて首を傾かしげていたが、机の下にいる俺を見つけると何やら納得したように頷うなずいていた。流石さすが姉さんだ。少しでいいから秋月を部屋から連れ出してほしい。そうすれば俺は部屋から逃げられる……頼んだぞ！

　机の下から、加か奈な子こ姉さんに救難信号を送る。姉さんは分かっていると言わんばかりにウィンクしてから、こんなことを言った。

「じゃあ、残りのメンバーもそろそろ来ると思うから、私はお出迎えしてくるね？　なぎさちゃんはお留守番しててちょーだい☆」

　こ、このアラサーババア……もしかして、俺の状況を楽しんでやがるな!?

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　視線で強く訴えかけるのだが、加奈子姉さんは飄ひよう々ひようと無視して部屋から出ていった……どうしよう。俺はこの状況をいかに乗り切ればいいんだ？

「ふぅ」

　加奈子姉さんがいなくなってから秋あき月づきは一人がけのソファに腰を下ろす。同時に机の下にいる俺に近寄ることになって、心臓が跳ねた。ば、ばれるか？　気付かれちゃうか!?

「ふんふんふ～ん♪」

　ドキドキしながらしばらく様子を見てみる。秋月は鼻歌交じりに手鏡で髪型を整えており、俺に気付いた素振りはまったく見せなかった。

　良かった……そう思ったのもつかの間。すぐに俺は、この状況がとてもまずいことを知った。

（って、ふともも!?　ちょ、待てよ……これってまるで、女子高生のパンツを覗のぞこうとしてる変態じゃねぇか！）

　机の下にいるので秋月の下半身を覗き込むような態勢になっていたのである。

　これはまずい。非常にまずい。ばれたら変態認定されても否定できない。秋月に嫌われるのは少し嫌だった。逃げられる隙があれば逃げないと……！

「……おっと。来たかな？」

　それから数分後。外から物音がしたのと同時に秋月が立ち上がった。

　直後、扉が開く。どうやら残りのメンバーもやって来たようだ。

「なぎさちゃん、待たせちゃってごめんね～。残りの子たちも連れて来たよーん」

「はい！　初めまして、うさぎですっ。現実世界の名前は秋月なぎさ、高校一年生です。よろしくお願いします！」

　初対面ということで秋月は丁寧に頭を下げている。ギャルっぽい見た目のくせに礼儀正しい女の子で、そのギャップが可愛かわいいと思った。

　さて、残りの二人はどんな人なのか。そちらも気になったので、扉の方を覗き込んだ。

　そして俺は、またしても驚くことになる。

「初めまして、日ひ根ね野の彩あやよ。うさぎさんと同じ高校一年生。プレイヤーネームは……く、黒くろ騎き士し。できれば本名の方を呼んでくれると嬉うれしいわ。よろしく」

　艶つややかな長い金髪と、透き通るような碧へき眼がんに目が奪われた。冷たい雰囲気の少女だが、その美貌は苛烈なまでの魅力を醸し出している。そして胸が大きかった。

　着ている制服は確か近くのお嬢様学校のものだったと思う。清せい楚そなデザインなのだが胸が大きすぎて逆にエッチだった。こいつ本当に俺と同い年かよ。

　夏間近なのに長袖なのは、やっぱり女子だからクーラーの効いた冷房が寒いせいだろうか。そのおかげで露出が減っているが、服越しに見える体つきはムッチリしていて男子高校生にとって刺激が強い気がする……なんとなく直視できないなぁ。

　思わず目をそらすと、彼女の隣には癒いやしがあった。

「さっちゃんはね、川合かわい桜さくらですっ。じゅうにさい！　よろしくおねがいしますっ」

　舌足らずな声で、体いっぱいを使って自己紹介をする小さな女の子がいる。ランドセルを背負う彼女は日ひ根ね野のと比較してとても癒される存在だった。

　ショートカットの色素が薄い髪の毛。目じりの下がった目元。体格もミニサイズで、小動物のような可愛かわいさのある子供である。

「あはっ。可愛い子だぁ……でも、小学生をプロにして大丈夫なんですか？」

「もちろんだぜ☆　ちゃんとご両親の許可を頂いてるよん？　ねー、桜ちゃん？」

「うん！　ママがいっしょならいいよっていってた！」

「お母様には別室で待機してもらってるのっ。同級生でびっくりしちゃった♪　……うん、本当にびっくりした」

　なるほどな……この子の名前は川合桜らしい。へー、ゲームプレイヤー『川合桜』と一緒の名前……って、マジで!?

　匿名とか、個人情報とか、そういうのは大丈夫なのだろうか？　というか、川合桜ってマジで女の子だったのか。もちろん『川合かわい桜さくら』だけじゃなくて『うさぎ』も『黒くろ騎き士し』も男性だと思っていたのに……どうやら違っていたようだ。












　まぁ、確かに配信サイトでも活動しているうさぎと黒騎士は女の子の声を使っているし、二人のマーメイドはガールに設定されている。でもそれは俺も同じだから性別を判断できる要素とはならない。

　そして何より、二人の配信は女性っぽくないというか……はっきり言うと、荒いのだ。黒騎士はお嬢様とは思えないくらいに味方をぼろくそに叩たたくし、うさぎは現実世界の優しい彼女から想像できないくらい楽しそうに敵をキルしまくる。

　俺も二人の実況放送をよく見るが、絶対ヤバい男だなと確信していたくらいだ。

「これでみんな揃そろったね！　チーム『シャドウムーン』はこれより本格的な活動に入りますけど、みんな仲良くしながら頑張ってね☆」

　日ひ根ね野のと桜ちゃんの自己紹介が終わったのを見計らってから、加か奈な子こ姉さんが口を開く。しかし他の三人が一斉に姉さんの言葉を否定した。

「まだみんな揃ってませんよ？」「あと一人いると思うわ」「しゅーはいないのー？」

　そう。三人は『しゅー』がいないと思っているのだ。

「あ、そっか。そうだね～……うん、そうなんだよねぇ」

　加奈子姉さんは俺がいることを知っている。しかし隠れているのでいないことになっていることを忘れていたようだ。そろそろ、逃げる時間がほしいんだけど……！

「まぁいいや☆」

　姉さんは俺のことを気にしないことにしたみたいだ。た、助けてくれてもいいのにっ！

「さて、ゲームプレイヤー『しゅー』ちゃんはまだみたいだけど、先に三人に大切な話をしておくね。これはみんなが所属するチーム『シャドウムーン』の責任者としての言葉だから、きちんと心に留とどめておいてください」

　そして姉さんは、持って来ていたカバンから書類の入っている封筒を取り出した。

「こちらにプロ契約の同意書などが入っています。この書類を保護者の方と改めて確認してから、署名と捺なつ印いんをお願いします。あ、桜ちゃんはお母様に渡してあるからね」

　書類を受け取った日根野と秋あき月づきは、興味深そうな顔で書類を確認していた。

「やっぱり保護者の同意は必要なんだ……了解、きちんとお母さんに印鑑もらいます！」

「……これは絶対かしら？　保護者の同意がなければダメということ？」

「みんなは未成年だから、ご両親の許可は絶対に必要です。私からは事前に連絡しているけど、あなたたちからもきちんと話をしてください。これはとても大事なことですから」

　姉さんにしては珍しく、まじめな表情で言葉を続ける。

「もしご同意いただけたなら、弊社から協会に登録の申請をするので、みんなはプロのプレイヤーになります。つまり、ゲームをしているだけでお金が手に入ります。でも、だからこそ、プロとしての『義務』と『責任』が生じることを、しっかり自覚しておくように」

　趣味でやるゲームではなく、お金をもらってやるゲームは、つまり『仕事』である。姉さんはそのことを強く意識してほしいみたいだ。

　姉さんの言う協会『ジャパン・プロｅスポーツリーグ』でプロゲーマーとして登録されると、主催団体への誓約や、講習会への参加も義務として課せられる。プロになると、今までと同じように好き勝手にゲームをしているだけではダメなのだ。

「視聴者やファンの目を常に意識すること。私から言いたいのはそれだけです。プロらしい振る舞いをみんなには求めるので、よろしくお願いします……特に日ひ根ね野の彩あやちゃん？　あなたはＳＮＳの立ち回りがへたくそだから、気を付けるように。プロになった以上、普段の言動も意識しなさい？」

「……ええ、気を付けるわ」

　ＳＮＳで炎上しがちな黒くろ騎き士しはしっかり釘くぎを刺されていた。俺はあまり過激なことを言わないタイプだが、一応気を付けておこう……。

「ではでは、ゲームプレイヤー『しゅー』ちゃんが来たら連れてくるから、とりあえず三人で談笑でもしておいて？　机にあるおかしは好きに食べちゃっていいから！」

　一通り言いたいことは言ったのだろう。姉さんは机の下に逃げ隠れている俺のことを見捨ててさっさと出て行ってしまった。

「あーあ……しゅーさん、まだなんだ」

　姉さんが出て行った後、秋あき月づきは残念そうな声でそう呟つぶやいて腰を下ろした。またしてもパンツが見えそうになったので慌てて視線を反対にずらす俺。

「……うさぎさんはあの人と会うの楽しみにしてたのね」

　次いで、巨乳お嬢様の日根野彩が秋月の向かい側に腰を下ろした。秋月と違ってむっちりしたふとももに体温が熱くなった俺は、その隣に視線をずらす。

「さっちゃんも……しゅーに、あいたかった」

　最後に女子小学生の川合かわい桜さくらちゃんが日根野の隣にちょこんと腰掛けた。こっちもふとももが見えたのだが、妹のまなと似たような感じなのでドキドキすることはない。よし、他の二人のふとももは鼻血出そうだからこの子のふとももを見ていよう。

「皆さん、女の子だったんですね……しかも年齢も近いのでびっくりしました」

「私もびっくりよ。あ、敬語は要らないわ。堅苦しいのは苦手なの」

「そう？　じゃあ普段通り話すねっ。黒騎士さん！」

「その名前はやめてっ。中二病の時につけちゃった黒歴史なのよ……普通に名前の方で呼んでくれると嬉うれしいわ」

「了解！　日根野さん、あたしのことも名前で呼んでいいよ？　桜ちゃんもそうしてね？」

「わかった……あや、なぎさ。さっちゃんのこと、よろしくおねがいします」

　三人の会話は初対面なせいか少しぎこちない。しかし成人のトッププレイヤーも多い界かい隈わいなので、メンバーの年齢が近いということに安心してもいるようだった。

「……まさか、あの『うさぎ』とチームを組むことになるとは思わなかったわ」

　次第に緊張も解けてきたようである。

「そうだねぇ……あたしも、あなたと同じチームになるなんて思わなかったし。『狂戦士』さんはスナイパーが嫌いじゃなかったの？」

　日ひ根ね野のの一言に、秋あき月づきが言葉を返す……って、おい。会話が弾んできたかと思ったら、話すことがそんな内容かよっ。

「ええ、スナイパーは嫌いよ。後方で芋虫みたいにジッとしている卑ひ怯きよう者ものなんて絶対に好きになれないわ」

『狂戦士』なんて異名がつくほどの前衛アタッカーである『黒くろ騎き士し』のスナイパー嫌いは有名な話だ。でも、それは仕方ないことだと俺は思っている。

　前衛は姿をさらしながら体を張って敵のヘイトを集める、後衛は前衛がヘイトを集めた敵を安全圏の後方から攻撃する。どちらに負担がかかっているかと問われれば、間違いなく前者だ。最前線で戦うプレイヤーの日根野がスナイパーを嫌うのは当然である。

　面白いことに現実の戦争でも、前線で戦う歩兵からスナイパーは嫌われていたらしい。マートリップでも同じような認識がされているのだが、しかし彼女はスナイパーの『うさぎ』がチームメンバーとして誘われていることを知った上で、チームに加わった。

「スナイパーなんてみんな嫌いよ。でもね、あなただけは別格だと思ってるわ」

　あの黒騎士が同じチームで活動してもいいと認めるほど、うさぎというスナイパーは異常な腕を持っているということなのである。

「もちろんスナイパーのアンチであることは変わらないわ。あなたが不ふ甲が斐いないと思ったら、私は容赦なく文句を言わせてもらうけれど、それでもいいかしら？」

「あはっ。望むところだし。そっちこそ、猪いのししみたいに突撃して死なないようにしてね？」

「へぇ……言うじゃない」

　日根野の言葉に対して、秋月はとても好戦的な態度をとっていた。きっとその顔はニヤリと笑っているだろう……あれ？　秋月ってこんな性格だっけ？

　教室で見る彼女は場の雰囲気を大切にする優しくて穏やかな子である。そんな秋月が今、日根野を挑発するような言葉を発した。

　猪というのは前衛アタッカーを揶や揄ゆする表現である。戦況を考えずに敵を見つけたら猪みたいに突進しかできない前衛は、ともすれば敵以上に害悪な存在となる。

　日根野がスナイパーを嫌っているように、秋月もまた猪プレイヤーを嫌っている。そのことをはっきり口にしていた。秋月にもこんな一面があったんだなぁ……意外だ。

「ねぇねぇ、あや？　なぎさ？」

　と、ここで純じゆん真しん無む垢くな癒いやしの存在が声を上げた。日根野と秋月がバチバチしているなんて気付いてすらいないのであろう川合かわい桜さくらちゃんが、空気を読まずに声をあげる。

「しゅーはまだ？　さっちゃんね、しゅーにあいたい」

　その言葉が場の空気を一変させた。

「……そうね。あの人は、一体いつになったら現れるのかしら。私も、会いたいのに」

　ポツリと日根野が呟つぶやく。さっきより声がほんのりと弾んでいた。

「あ、あたしも！　昨日から会うの楽しみにしてたのっ」

　秋あき月づきも日ひ根ね野のに同意している。二人ともお互いが嫌いなくせになんか同調していた。

　どうやら三人は、『しゅー』である俺に会いたいらしい……え？　なんで？

　俺は確かにマートリップのトッププレイヤーの一人だ。配信サイトでも活動しており、知名度もそこそこある。しかしこの三人と比べると明らかに華がなくて地味だ。

　少なくとも三人が会いたいと思うような存在ではないはずなのだが。

「さっちゃんね、しゅーとあいたくてここにきたんだよ？　しゅーはね、さっちゃんのあこがれだから！」

　あらゆる武器を万能に使いこなすことで有名な『川合かわい桜さくら』が、俺に憧れを持っていると言っていた。

「分かるわ……私も、あの人を尊敬してるの。的確な状況判断、冷静な立ち回り、完璧なサポート、惚ほれ惚ぼれするような不意打ちキル……私、プレイしていると熱くなりがちだから、あんなプレイができる人を尊敬しちゃうのよね」

　狂ったように前線を駆け巡りながら次々と敵を蹴散らすことで有名な『黒くろ騎き士し』が、俺のプレイを尊敬していると言っていた。

「そうだよね……しゅーさんみたいに、常に仲間のことを考えながらプレイできる人ってめったにいない。ああいうプレイ、大好きなんだぁ……あたしも、しゅーさんと一緒にプレイがしたくてこのチームに入ったんだよっ」

　圧倒的なＡＩＭエイム力を誇る最強のスナイパー『うさぎ』が、地味で影の薄い俺のプレイを大好きだと言ってくれていた。

「────っ」

　机の下で、思わず息を漏らしてしまった。やっぱり、ゲームの世界は素晴らしい。地味で目立たない『影』のプレイヤーである俺でも、見てくれている人がいるのだ。

　あー、嬉うれしい！　今すぐありがとうと伝えたい。ふとそんなことを思ってしまったせいだろう……思わず身じろぎしてしまい、微かすかに音を立ててしまった。普通の人なら気にも留めないくらいの小さな音だったが、彼女はその異音に気付いたようで。

「ん？　…………ぁ」

　不意に、碧あおい瞳が見えた。ふわりと揺れた金髪がとても綺き麗れいだなと思った後──日根野彩あやが机の下を覗のぞき込んでいることに気付いた。完璧に、目が合っていた……！

（ち、違う！　別にパンツを覗こうとしていたとかそういうわけじゃない！　本当だ、信じてくれ……別にやましい気持ちなんてなかったから!!）

　心の中で叫ぶ。しかし声はあげられないので、俺は必死に首を振ることで意思を示した。これには深いわけがあって、とにかく変態じゃないんだ──と、日根野に訴えかける。

　ここで彼女に俺の存在がばらされたら終わりだ。秋月に正体がばれるだけでなく、変態だと思われて、最悪彼女たちがチームから抜けてしまうことになるかもしれない。

　せっかくオファーを受けてくれたのだから、それは嫌だった。

（頼む！　俺のことは、何も言わないでくれっ）

　祈るように日ひ根ね野のを凝視する。彼女は何か思案するようにしばらく俺を見つめていた。

「……ふふっ」

　そして、彼女は微笑ほほえんだ。男なら誰でも目を奪われるような笑顔に俺が息を詰まらせるのと同時に、日根野は俺の顔をわしづかみにする。

　次いで、桜さくらちゃんのふともも近くに待機していた俺は、日根野によって強引に引き寄せられて──そのまま彼女のふとももに挟まれた。

　ほっぺたに触れるむっちりとした感触が、俺の思考をかき乱す。

　おい、何してんの!?　な、何か見えそうなんだけど……薄暗くてはっきり見えないけど、パンツっぽいものが目の前にあるような気がするんだけど!?

「日根野さん、どうかしたの？」

「いえ……おかしを落としてしまったから拾っていたの。大したことではないわ」

　日根野の意図は分からない。だが、彼女は俺の存在をばらすつもりはないみたいだ。色々と思うことはあるが、とりあえずばれずにすみそうだ。

　それからしばらく三人は談笑していた。話題は『しゅー』がいかにすごいかという、俺が悶もん絶ぜつするような話で何度か暴れそうになったが、そのたびに日根野に押さえつけられた。

　だいたい一時間くらいだろうか。それくらい経たってようやく加か奈な子こ姉さんがやって来て、顔合わせの時間は終了となる。

「ごめんねー☆　『しゅー』ちゃんは急用で来れなかったみたい！　残念だけど、会うのはまた今度ということで」

　姉さんの無駄にキャピキャピした声に、秋あき月づきがとても残念そうにしていた。

「うぅ……しゅーさんに会いたかったしっ。色々と、お話してみたかったなぁ……うにゃぁああ！　もういいっ。ねぇ、今日の夜、対抗戦やるでしょ？　初めてのチーム練習だからあの人もきっと来るよねっ。その時にいっぱいおしゃべりしてやるんだから！」

　ぷりぷりと可愛かわいらしく怒りながら秋月は帰っていく。俺としてはそう言ってくれてものすごく嬉うれしかった。まぁ、直接会うつもりはないので彼女の期待には応えられないけど。

　そうして秋月が帰った後のこと。

「それで？　あなたはどうしてそんなところにいるの……『しゅー』君？」

　すぐに日根野が俺を机の下から引っ張り出した。

「あ、あのさ……なんでふとももで挟んだんだよっ」

「だってあなた、桜さんのふともも凝視してたじゃない。ロリコンは犯罪だから、私のふとももで我慢してもらってたのよ」

「そんなんじゃないけど!?」

　誤解である。俺は決してロリコンじゃない。ただ、妹のまなといつもべたべたしているので、このくらいの女の子の方が緊張しないのだ。別に他意はない！

「ふーん……『しゅー』は男の子だったのね。喋しやべり方とか雰囲気もゲームとは違うわ」

　確かに俺は配信で敬語だし、一人称も『自分』にして性別をあやふやにしている。だから彼女は俺が男だと知って驚いているみたいだ。

「男に苦手意識とかあるのか？　そうだったら、ごめんとしか言えないけど……」

「いえ、別にそういうことではないわ。少しびっくりしただけよ」

　そうやって俺と日ひ根ね野のが会話を交わしていると、不意にシャツの袖口が引っ張られた。

「……しゅー？　ねぇねぇ、しゅーなのー？」

　つられて振り向くと、ちっちゃな女の子が俺を見て目を輝かせていた。

「ああ……俺がしゅーだよ。現実世界の名前は中なか平ひら修しゆう、高校一年生だ。よろしくな」

「うん！　あのね、さっちゃんはね、桜さくらってよんでいいよっ」

　幼い桜ちゃんが擦り寄ってくる。やはり妹と同じ年齢なので接しやすかった。

「分かった。桜ちゃん、これからがんばろうな」

「がんばる！　よろしくおねがいしますっ」

　擦り寄ってくる桜ちゃんの頭を撫なでる。彼女は嬉うれしそうに笑っていた。

「やっぱりロリコンなのかしら」

「違うって言ってるだろ……桜ちゃんと同い年の妹がいてさ、このくらいの年齢の女の子だったら普通に接することができるんだよ。お前とか秋あき月づきとか、同世代の可愛かわいい女子は見てるだけで緊張する。だから机の下でもお前らじゃなくて桜ちゃんを見てたんだよ」

「可愛いって……口説いてるつもりなの？」

「俺なんかに口説かれるようなちょろい女子はちょっと嫌だなぁ」

「あら、自己評価が低いのね」

「妥当な判断だろ。自分のことは誰よりも俺が知ってるよ」

「客観的な判断をしているようで主観的になりすぎてる分析が非常に滑稽で面白いわ」

　日根野は上品に小さく笑う。彼女は別に俺をロリコンだとか変態だとか糾弾するつもりはないみたいだった。たぶん分かってくれたのだろう。

「それで、どうして机の下なんかにいたのかしら。まさか私たちのパンツを覗のぞきたかったわけではないのでしょう？」

「しゅー、さっちゃんのパンツみたいの？　はい、みてもいいよっ？」

「ちょ、見せなくていいから……実はさ、秋月と同じ学校でしかも同じクラスなんだよ」

　スカートをたくし上げようとする桜ちゃんを制止しつつ、日根野に俺の事情を話す。

「つまり、あなたは秋月さんにゲーマーである自分を隠したかったということかしら？」

「いや、俺は別にばれてもいいんだけど……秋月はさ、学校ではゲームと縁のなさそうな、いかにも『リア充』って感じのキャラなんだよ。ゲームをしてるって周囲にも言ってないみたいだし、たぶん隠してるんだと思う」

「確かに彼女、見た目だけならゲーマーって感じはしないわ」

「お前もそうなんだけどな……まぁ、とにかく、隠してる秘密を俺なんかに知られたら、秋月は嫌じゃないかな？って思ったから、とっさに隠れちゃったんだ」

「……そうね。ゲームと現実でキャラクターを切り替えているプレイヤーは多い……確かに、ゲームの世界の自分を知られるのは嫌って人もいると思うわ」

　日ひ根ね野のはやけに深く頷うなずいて俺の言葉を肯定していた。もしかしたら彼女は秋あき月づきみたいにゲームと現実で違う自分を振る舞っているのかもしれない。でもそれは当たり前のことで、詮索するべきことではなかった。何も聞かないでおこう。

「そんなわけだから、別にパンツを覗のぞこうとしてないし、見てもないからな？」

「パンツ？　ねぇねぇ、しゅーはパンツみたいのっ？」

「桜さくらちゃんはどうしてそんなに見せたそうにしてんの？」

　俺にくっつきながら桜ちゃんは幸せそうに笑っていた。たぶん俺の話は聞いてただろうけどよく分かってないみたいである……なんというか、独特なペースの子だなぁ。

　そんな俺たちを見ながら、日根野は優しく微笑ほほえんでいた。

「桜さんは嬉うれしそうね。私もあなたに会えて嬉しいわ……秋月さんも会うのを楽しみにしていたようだから、とても残念そうだったわよ」

「……それは申し訳ないと思ってるけどさ、あいつ俺のこと美化してないか？　そのせいで余計に顔を出せなくなったんだよ。現実の俺を見たら幻滅させちゃうと思って」

「幻滅するかしら？　私はイメージ通りだったけれど……もしかしたら彼女は、あなたのことを美化していたかもしれないわね」

「しゅーはかっこいいよ？　さっちゃんはそーおもいますっ」

「そうか？　ありがとう。桜ちゃんも可愛かわいいぞ」

「きゃーっ。しゅーのえっち！」

　初対面だが、思ったより話しやすい二人のおかげで俺も緊張が解ける。ちょうどその時に、今までニコニコと俺たちの会話を見守っていた加か奈な子こ姉さんが口を挟んできた。

「みんな仲良くなってくれて、お姉さんは嬉しいぞ☆　さて、もう暗くなるからそろそろお開きにしましょうかっ」

　時間も遅いのでもう帰らないといけない。特に桜ちゃんは小学生なので早めに帰宅させないとダメだろう。

「しゅー君？　秋月さんも言ってたけれど、今日の夜に練習しても大丈夫よね？」

「もちろん。ＳＮＳ経由で時間とかメッセージ送るよ……桜ちゃんも、また後でな」

「うん！　ばいばいっ」

　日根野と桜ちゃんに手を振ってから、俺もまた帰宅の準備を行う。

　色々と予想外の事態は起きたが、ともあれチーム『シャドウムーン』が始動した。

　これから、俺のプロゲーマー生活が始まる──。
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　対抗戦──それは、マートリップのチーム同士で繰り広げられる『練習試合』のようなものである。

　マートリップのモードの一つである『プライベートゲーム』モードを利用して行われる対抗戦は、配信していても見ごたえがあって楽しいらしく視聴者から人気だ。

　俺はプロゲーマーになる前から配信者──いわゆるストリーマーとしても活動していた。大手というほどではないが、一定数の視聴者を集められる程度にはそこそこ人気である。

　俺がプロチームに参加したことはＳＮＳで告知済みなので、視聴者さんはほとんど知っているだろう。『対抗戦楽しみにしてます！』というメッセージも何件かもらっていた。

　なので、もちろん配信をする予定である。今までは個人でのゲームプレイを実況配信していたが、これからはチームでの活動が配信のメインとなりそうだ。

　ただ、みんなには少し話したいことがあったので、まだ配信を始めてはいなかった。

　さてさて……まなは自分の部屋で宿題をしている頃だろう。重度のブラコンだが学校では優等生の妹は予習復習を惜しまない。しばらくは俺の部屋に来ないだろう。邪魔されることもないはずなので、気兼ねなくチームとしての活動ができそうだ。

　よし……ＶＲサキュラスを装着。生体情報をスキャンしてログインした後、搭載されている通話ツールを起動する。三人とはすぐに通話が繋つながった。

「もしもーし、もうみんないますか？　自分はしゅーです」

　ボイスチェンジャーを利用しているので、機械越しに聞こえる俺の声は女性のものだ。喋しやべり方も敬語にしており、一人称も『自分』に変えているので、俺の正体が秋あき月づきにばれることはないだろう。

　ちなみに、ボイスチェンジャーもＶＲサキュラスに搭載されているツールである。ＶＲサキュラスは機能が豊富で、なんとゲーム配信ツールまであるのだからすごい。本来ならゲーム配信するのにキャプチャーボードやマイクなどの機器が必要で、複雑な設定も行わなければならないのだが、ＶＲサキュラスはボタン一つで配信も可能だ。

　このハード機器一つで色々なことができるのも、多く普及している理由の一つだろう。

「あ、しゅーさん！　もういるよっ」

　俺の呼びかけにいち早く反応したのは、うさぎというプレイヤーネームの秋月なぎさだった。マイク越しの声はリアルと少しだけ変わっているが、よくよく聞いてみると秋月の声である。綺き麗れいな声なので以前までは俺と同じようにボイスチェンジャーを利用していると思っていた……彼女は地声だったらしい。

「こんばんは。私もいるわよ」

　次に聞こえてきたのはいかにもお嬢様っぽい上品な声だった。黒くろ騎き士しさんこと日ひ根ね野の彩あやも秋あき月づきと同じく、ボイスチェンジャーを使ってなかったようである。ただ、配信中の黒騎士はとても口が悪いので、声は同じなのに同一人物とは思えなかった。

「桜さくらちゃんは？　元気ですか？」

「うん！　いっぱいげんきー」

　この子の声は相変わらず桜ちゃんっていう感じである。舌足らずでゆっくりだが、聞いていてほんわかする声である。

　現在時刻は夜の八時。ＳＮＳで連絡した通りの時間にみんな集合してくれたみたいだ。

「とりあえず、初めまして。今まであまり接点がなかった自分たちですけど、これからはチームとして一緒に頑張っていきましょう。よろしくお願いします」

　一応俺がリーダーなので、まずは挨拶のようなことを言っておいた。

「……なるほど。しゅー君はそういう体裁でやるのね」

　日根野が苦笑交じりの声を発する。実際には初めましてではないのだから、彼女が呆あきれるのも無理はない。

「え？　しゅー『君』って何？　もしかしてしゅーさんって男の子なの!?」

　と、ここで秋月がびっくりしたように声を上げた。日根野の俺に対する呼び方に疑念を抱いたらしい。まずい……日根野、誤魔化してくれっ。

「……いえ、私はただ『しゅー』が男の子だったらいいなと思ってるだけよ。実際の性別は関係ないわ」

　俺の願いが通じたのか、日根野はいい感じにはぐらかしてくれた。た、助かった……。

「なんだ、そういうことかぁ……あ、しゅーさん、あたしはあきづき……じゃなかった。うさぎです！　ちょっと質問いいですかっ？」

　そして秋月は、興奮したような声で俺に話しかけてくる。

「しゅーさんは男の子ですか？　女の子ですか？　どうしてボイスチェンジャーを使ってるんですか？　なんで今日ミーティングに来てくれなかったんですか？」

　初しよっ端ぱなから怒ど涛とうの質問攻めである。秋月は俺と会えなくてふてくされているみたいだ。

「ごめんなさい。その、事情があるので……声も、まだ自分の声を晒さらす勇気が出なくて。だから、性別とか顔とか、リアルの情報はもう少し時間をくれると嬉うれしいです」

　本当は顔合わせの場にいたし、うさぎの正体が秋月でなければ何も問題はなかったと思う。しかし彼女が俺のクラスメイトであり、ゲーマーであることを隠している以上、俺の存在を知られるわけにはいかなかった。

「むぅ……残念です。でも、しゅーさんと一緒のチームなれてあたしが喜んでいるってことは、知っておいてくださいね？　いつかお会いすることを楽しみにしてます」

　秋月はまだ不満そうではあったが、どうにか納得してくれたみたいだ。

「敬語は要らないですよ？　自分のはクセみたいなものなので、普通に話してください」

「そう？　じゃあ、普通に話すねっ。よろしく、しゅーさん！」

　ハキハキしていて明るい声に頬ほおが緩む。やっぱり彼女は秋あき月づきだなぁ……とても優しくていい子だと思った。

「さっちゃんも、よろしくおねがいしますっ」

　最後に桜さくらちゃんが元気のいい返事をしてくれた。さて、挨拶も終わったところで──本題に入るとしよう。

「今日は対抗戦を行う予定なんですけど……その様子を配信しても大丈夫ですか？」

　勝手に配信するのはやはり失礼だと思うので、許可を取っておこうと考えたのである。

「ええ、もちろんいいわよ。私も配信する予定だし」

「あたしもだよっ。あ、でも、配信中は本名じゃなくてプレイヤーネームの方で呼びかけてほしいかも。日ひ根ね野のさんと桜ちゃん、よろしくね？」

「そうね……私も、残念ながらプレイヤーネームの方で呼んでもらうことになりそうだわ。流石さすがにゲーム内で本名は晒さらせないし」

　呼び方について、秋月と日根野の方からこんなリクエストもあった。

「桜ちゃんも、インターネット越しに会話が聞かれることになるけど大丈夫ですか？」

「んー、だいじょーぶ！　ママといっしょだからっ」

　どうやら桜ちゃんの隣には母親がいてくれているみたいだ。それなら、色々と気を付けるところは気を付けてくれるだろう。なんだか安心である。

　きっと加か奈な子こ姉さんがご両親にはしっかり説明しているはずだ。あの人はふざけているように見えてとてもできる人である……そういうところは本当に頼りになるな。

「あと、今後の活動についてなのですが、練習時間はこっちで自由に決めていいみたいです。基本的に練習は毎日、時間は十九時～二十一時までの間で、一時間半程度やれたらいいですね。まぁ、絶対というわけじゃないので、用事があったら気軽に言ってください」

　よし、事前に話しておきたかったのはこれくらいか。

「桜ちゃんがいるし、対抗戦は二十一時以降はできないので……早速ですけど、始めてもいいですか？　ＳＮＳで相手を募集しようと思うんですけど」

　小学生の桜ちゃんに配慮して、遅くまでの練習は加奈子姉さんに禁止されていた。

「構わないわよ。私が募集しましょうか？」

「黒くろ騎き士しがやったらアンチに茶ちや化かされて炎上しちゃうからいいです」

「…………否定できないのが残念なところよね」

　黒騎士様は熱くなりがちなのでアンチさんにも反応する優しいところがおありである。無駄に炎上しないためにこういうことはリーダーの俺がやる方針である。

「自分が募集するので、任せてください」

「ええ。頼んだわよ、リーダー」

　ＶＲサキュラスに搭載されている連携ツールでＳＮＳを起動。連動して文字入力用の画面がディスプレイに現れた。コントローラーで入力しないといけないので少し時間はかかるが、短文程度であれば問題ない。

「『対抗戦募集。三本先取。強いところ』……よし、これで来るでしょう」

　このチームには界かい隈わいでも有名なメンバーが揃そろっているので注目度も高いだろう。たぶんすぐに来るような気がする。それまで少し時間があるので配信を開始することにした。

「配信始めます……『皆さん、こんばんは』」

　ヘッドマウントディスプレイを操作して配信用のツールを起動する。ＶＲ画面越しにコメントチャット欄が現れて、そこに視聴者からのコメントが流れ始めた。

　ちなみに視聴者は『ＶＲ観覧席』と呼ばれる、試合を上空から眺められる機能を利用して俺たちのプレイを見ることができる。イメージとしては、プロ野球の球場に近いだろうか。観覧席からみんなと一緒に応援することができるのである。

　上空から見ているので戦況が分かりやすいし、カメラを操作すれば特定のプレイヤーをピックアップして見ることもできる機能だ。

『来てくれてありがとうございます。今日はチーム『シャドウムーン』の結成初日です。これから対抗戦をやるので、いつもと違って皆さんのコメントに反応はできませんが、楽しんでくれると嬉うれしいです。どうぞよろしくお願いします』

『よろしくおねがいしますっ！』

　続いて、桜さくらちゃんも可愛かわいらしく挨拶する。彼女の一言でコメント欄が一気に賑にぎわった。

『ちょ、今の誰!?』『うさぎと黒くろ騎き士しじゃないよな？』『川合かわい桜じゃね？』『よ、幼女キター!?』『バカ、現実見ろよ……あれは幼女プレイしているおっさんだろ』

　などと好き勝手に騒いでいた。そして桜ちゃんがリアル幼女であることは信じられていなかった。まぁ、うん……それが普通だよな。俺も視聴者の立場だったら絶対信じない。

　配信サイトでもボイスチェンジャーが流は行やっている昨今、配信者の正体はより一層分かりにくい時代となっている。俺だって性別は不詳にしている。

『うさぎだよー。しゅーさんの放送見てる人もよろしくねー』

『……く、黒騎士よ。よろしく』

　そして、二人が言葉を発すると、コメント欄が更に騒がしくなる。

『うさぎさん！』『今日もいっぱいヌいてくれよー』『この二人がしゅーとチーム一緒になるとか、最高かよ』『くｗろｗきｗしｗ』『黒騎士が喋しやべったら荒れるから嫌なんだよなぁ』『黒騎士４ねよ』『黒騎士帰れ』

　特に黒騎士への風当たりが強かった。うさぎには好意的なコメントが多いのに……これが普段の言動の差なんだろうなぁ。

「何よ、しゅー君の視聴者むかつくわね」

「そうやって反応するから炎上するんですよ……スルーしてください、スルー」

　俺のコメント欄を見て日ひ根ね野のはふてくされているみたいだった。あのエロいお嬢様が唇を尖とがらせていると思うと、なんか可愛いな。

　さて、と……対戦相手募集のコメントに対する反応はあったかな？

「やっぱりたくさんの申し込みありましたよ。どれにします？」

「……あ、本当だ！　すごーいっ」

　秋あき月づきも俺のＳＮＳを見てるのか、興奮したように声を上げていた。

「それだけ注目されていたということよね」

　まさしく日ひ根ね野のの言った通りだ。これだけ申し込みがあるということは、みんな俺たちのチーム『シャドウムーン』を気にしているということである。

「とりあえず、最初の試合なので……一番早く申し込んでくれたチームにしますか？」

　せっかくなので最初に申し込んでくれたチームと対抗戦を行うことにする。相手のチーム名は『うどんうどんうどん』。どんだけうどんが好きなんだよ。

「『よろしくお願いします。ルームはこちらで建てますので、入ってきてください。フレンドコードはダイレクトメッセージで送ります』──と」

　ルームというのは、プライベートゲームを行う部屋のことだ。フレンド経由でのみ入ることができて、特定の人間同士で試合が行える。

「みんなはどんな武器を持つんですか？」

「あたしはいつも通り『タチウオスナイパーライフル』にする！」

「とりあえず私はバスター系の武器を持つわ。『フグフグバスター』で良さそうね」

「……やっぱりスナイパーライフルとバスターの編成ってちょっと重くなりそうですね。自分は機動力のあるガン系の武器を持ちます。『カツオガン』でいきますね」

「さっちゃんはどーしますかっ？」

「そうですね……自分と黒くろ騎き士しが前衛武器を持ってて、うさぎが後衛武器を持ってるから、中衛として動ける武器でお願いします。『マンボウガン』なんてどうですか？　クリティカルも『シャボンランチャー』で強いと思うんですけど」

「わかった！　そーするっ」

　相手チームが部屋に入って来るのを待つ間、編成を話し合っておく。いい感じにまとまったところで、ルームにメンバーが揃そろった。相手のチームも準備完了みたいである。

「さて、選択されたマップは……『ロックタートルプラザ』ですね」

　ここは大きな亀の甲羅をモチーフにしたマップである。中央が広場のようになっており、その周囲には小さな岩がいくつか並んでいる。フラッグは広場の中央に設置されていた。

「今日はとりあえず、負けてもいいからチームとして慣れることを優先しましょう」

「オッケー、了解！　でも、あたしがヌきまくるから負けることなんてありえないしっ」

　秋月が強気な言葉を口にする。ちなみに『ヌきまくる』というのはエロい意味ではなく、スナイパーライフルで『撃ち抜く』という意味なのだが、秋月が言うと生々しいな……。

「この私がいるのに、負けるなんてありえないじゃない。みんなぶっ殺すわよ」

　日根野も勝つ気満々だった。負けず嫌いだなぁ……俺も、負けるつもりはないのだが。

「桜さくらちゃん、頑張りましょうね」

「うん！　さっちゃんはがんばりますっ」

　殺意満々の二人とは対照的に桜ちゃんはとても落ち着いていた。良かった、緊張などはないようである。

「じゃあ、チーム『シャドウムーン』の初戦、楽しんでいきましょう！」

　そして、俺たちの対抗戦が始まった。




　マートリップのバチバチバトルモードでは『フラッグ』を奪い合う。このフラッグを百カウント確保し続ければ勝利となるが、逆に奪われた場合は、確保した秒数分のカウントがペナルティカウントとして付与されてしまうので注意が必要だ。

　ただ確保するだけでなく、確保のタイミングも考えなければならないのである。

「初動は取らせます」

　試合開始直後、俺はみんなにそう指示を出した。

「こっちはスナイパー武器を編成に組み込んでいるから、はっきり言って重いです。まずはしっかりと態勢を整えましょう」

　スナイパー系武器はいわゆる狙撃銃である。遠距離一撃確殺の武器だが機動力はない。

　相手の編成は『イワシガトリング』『マグロガン』『カツオガン』『マンボウガン』と、機動力があるガン系の武器が多い。そのため、初動から前に詰めたら返り討ちにあうと予測していたのである。

　しかし──そんな俺の予想を、彼女は覆した。

「しゅー君、知らないの？　私の辞書には『前進』の文字しかないのよ！」

　試合が始まった瞬間に、黒くろ騎き士しのテンションが一気に上がる。乱雑に言葉を吐き捨てる彼女は、自らのマーメイドを直進させていた。初動から突っ込む気満々である。

「ちょっ、一人で突っ込むのは……！」

　相手チームの編成にあるガトリング系武器は後方支援として優れている武器である。この状況で前に出たら四人から集中砲火を喰くらってコテンパンにされるだろう。俺は慌てて彼女のカバーに向かったのだが……そんな俺の心配は杞き憂ゆうだったようで。

「──まずは一人！」

　日ひ根ね野のこと黒騎士は、めちゃくちゃ強引にワンキルをもぎ取った。

　彼女の扱うバスター系武器は爆風を発射する範囲攻撃系の武器である。他の武器と比較してＡＩＭエイム力は必要ないが、爆風の反動で発射後に硬直が入るのでガン系の武器に比べると機動力はない。こういう人数不利状態だと、本来なら何もできないはずなのに……。

「そして二人目！　ふふっ、雑魚どもが……私に挑むなんて、いい度胸ね!!」

　日根野は力技で連続キルをもぎ取っていく。対面した敵を爆風で次々と葬る姿は、まるで狂戦士そのものだった。

「すごいなぁ……」

　思わず、感心する。俺にはできない立ち回りだった。ただ突っ込んでいるように見えるが、実はとても繊細な動きである。相手の呼吸を読んで銃弾を躱かわし、懐に潜り込んで爆風をねじ込む──銃を使ったインファイトじみた動きは、黒騎士にしかできない芸当だ。

「二人ぶっ殺したからフラッグ確保して！」

「でも、自分が行かないと黒くろ騎き士しが死ぬんじゃないですか？」

「死ぬわよっ。こんなにヘイト集めてるんだから当然じゃない……この隙に早くなさい！」

「りょ、了解！」

　日ひ根ね野のを助けるために俺も前に出ようとしていたが、それをやめてフラッグの確保を優先する。その間も日根野は敵に圧をかけてくれていたが、流石さすがに長射程のイワシガトリングには届かなかったみたいだ。

「ちっ。やられたわ……ガトリングってやっぱり強すぎよねっ。クソが！」

「お、落ち着いてください……ナイスです。うさぎ、桜さくらちゃん、『固め』に入りましょう！　敵は二人残ってるから、すぐに打開してきますよっ」

　初動は日根野のおかげで盤面を取れている。生き残った敵チームの二人も引いていた。これで相手はデスした二人の復帰を待ってからしか反撃してこないだろう。

　かなりの優位状況である。フラッグを確保したリターンとして、フラッグ近辺の距離内における俺たち四人の移動速度が百二十パーセントになった。つまり防衛が有利になったということである。

　この優位状況を維持することを、マートリップ界かい隈わいでは『固め』と表現する。

　逆に相手の優位態勢を覆すことを『打開』と表現する。敵は俺たちに初動をとられているので、すぐに打開態勢に入っていた。

「自分も前に出るので、援護頼みます。うさぎは後方から狙撃、桜ちゃんは敵に圧をかけつつ打開阻止のためにクリティカルを溜ためててください」

　ロックタートルプラザには遮蔽物となる岩がいくつか並んでいる。敵は打開がしやすいように銃弾の補給が可能な拠点近くの岩山に潜んでいるようだった。

　俺は相手に気付かれないよう、静かに岩から岩へと移動して敵との距離を詰める。相手チームは打開のために高攻撃力のクリティカルを発動する準備に入っていた。

　クリティカルを発動するためには銃弾を一定数撃たなければならない。敵は俺たちに圧をかけるという意味も兼ねて、射程ギリギリの位置から銃弾を撃ち込んでいた。

　うーん、近づいたのはいいんだけど、これ以上前には行けない……どうしよう？

　そうやって攻めあぐねていた時だった。

「にゃはっ。スナイパーからすると、ガトリング武器っておやつだよね」

　うさぎの無邪気な声が聞こえてくる。どうやら敵を射程圏内に収めたらしい。

「ヤれますか？」

「余裕。はい、お疲れさまでした──と」

　そして、敵が一人死んだ。あまりにも唐突に、呆あつ気けなくやられてしまっていた。

「……それをヌくのはえぐいなぁ」

　俺は見た。岩影から、わずかにしか体を出していない敵のガトリング使いを、うさぎはいとも簡単にキルした。相変わらず理不尽な存在である。












　とはいえ、狙撃したうさぎの位置は敵に把握された。スナイパー武器の最も有効的な対処法は接近戦である。故に──ガン使いの一人が、うさぎ目がけて特攻してきた。

「一人行きましたよ！　桜さくらちゃん、カバーを……」

「要らない。距離を詰めれば勝てるとでも思ってるのかなぁ……流石さすがに舐なめすぎ！」

　その特攻すらも、うさぎにとってはおやつだったようだ。上下左右にフェイントを入れながら泳いでくる敵を、うさぎは的確に撃ち抜く。

「二人目ヤったよ！　これで瞬間オールだねっ」

　現状、黒くろ騎き士しとうさぎだけで試合に勝てそうで怖かった。俺も仕事をしないと……！

「これで敵の打開は更に遅れて……って、ん？」

　マートリップでは打開にクリティカルを合わせるのが一般的な常識である。だが、敵チームは初動で次々と連キルされたこともあってか、慌てていたようだ。最初に黒騎士がキルした二人が復帰すると、後の二人を待たずに前に突っ込もうとしていたのである。

「これはかなりカウント取れますね……迎撃するだけでキルが取れそうです」

「は？　私を相手にそれでもなお前に出る勇気、素晴らしいわ！　上等よ!!」

　しかし、うちの黒騎士さんは血の気が盛んだった。

「あ、死んだわ」

　突っ込んできた二人に対してむしろ突っ込んでいき、思いっきり返り討ちにあっていた。

（今の動きは良くないなぁ……後で修正してもらわないと）

　これが打開の起点になりそうである。日ひ根ね野のをキルした二人は既にクリティカルが発動できる状態になっており、残りの二人も復帰していた。

「『ミーティア』と『ウォーターガード』が発動されると思います」

　ジェット噴射で水中を素早く動きながら流れ星のように銃弾を撃ちまくるミーティアと、敵の銃弾をほんの少しの時間無効化できるウォーターガード。

　この二つのクリティカルが合わせられると厄介である。特にウォーターガードは難儀で、確殺攻撃だろうと一発の攻撃なら確実に防がれてしまうのだ。つまりキルに必要な確定攻撃数が多くなるので、シューティングゲームにおいてかなり強いのである。

「自分はもうちょっとこっちで潜伏して後ろから来る二人を仕留めたいので……桜さくらちゃん、任せてもいいですか？」

「うん！　さっちゃんにおまかせっ」

　相手がクリティカルで打開しようとしているなら、こちらもまたクリティカルで応戦するのが手っ取り早い。桜ちゃんは指示通りクリティカルをしっかり溜ためていたようだ。

「──今です！」

　敵がミーティアとウォーターガードを発動させたタイミングで、桜ちゃんに指示を出す。

「『シャボンランチャー』、はつどー」

　それに対して、こちらもクリティカルを返した。

　シャボンランチャーとは、簡単に言うと泡の爆弾である。一定のダメージを与えると割れて広範囲に爆風が広がるというクリティカルだ。

「うさぎも割るの手伝ってください」

「あいよー！」

　スナイパーライフルは一発のダメージ数が大きい。桜ちゃんと協力することで、ほとんど一瞬でシャボンランチャーが弾はじけた。

　ポチャン！という音と同時に泡が弾け飛ぶ。しかしウォーターガードでダメージを軽減されてしまって、敵をキルすることはできなかった。

　とはいえ、ウォーターガードは爆風までは軽減できない。二人の敵は爆風を浴びて動きに硬直が入り、そこを桜ちゃんがすかさず狙い撃った。ウォーターガードが発動していることをしっかり把握していたのだろう。よどみない動きだ。

「ん、ふたりしんだ」

「いいですね、完璧な打開潰しでした」

　最高のタイミングで完璧な手段を投じる──これが川合かわい桜の強さである。彼女のプレイングはどこか俺と似ており、派手さこそないもののプレイが堅実である。

　さて、ここまで三人が状況を整えてくれたのだ。そろそろ俺も仕事をするとしよう。

「残り二十カウント。敵は明らかに焦ってます」

　岩陰で身をひそめながら敵の様子をうかがう。残りはイワシガトリング使いとマンボウガン使いの二人だ。

　ここまで来たらストレートに勝ちたい。だから俺は──二人をキルすることにした。

「──っ」

　マンボウガン使いのクリティカルが溜たまったのだろう。岩陰からイワシガトリング使いと一緒に飛び出してきたのを見計らって、俺も岩から身を出す。

　だが、ばれないように……影が薄いという能力をフルに発揮して、二人の背後を取った。

　そして、敵がクリティカルを発動すると同時に、俺はカツオガンをぶっ放す。

「よし！」

　不意打ち。俺が最も得意とするキル方法だ。敵は意識外からの攻撃に何もすることもできず、素っ裸になって消えていく。これで二度目のオール──全員キルだ。カウントも大分進んでいるので、敵はもう復帰してもこちらに辿たどり着けない。

　そのまま最後までカウントも進み、試合にはストレートで勝った。

「ナイス！　流石さすがしゅーさん！」「お疲れ様。最初にしては上出来だったんじゃないかしら」「さっちゃんはがんばりましたっ」

　各々がきっちりと仕事を果たした試合だった。敵は決して弱くなかったし、動きだって悪くなかった。それでもここまで圧倒できたということは、即すなわち──それだけ、俺たちが強かったということだ。

「流石、自分が選んだメンバーです。このチームは強い」

　自信満々にそう言い切ることができた。今の試合内容は文句の付けようがないだろう。

「しゅーさんも、適格な指示を出してくれてありがとっ」

「あなたのおかげでとても動きやすかった……本当に、状況判断が早いわね」

「しゅーはやっぱりすごい！」

　そして三人は、地味な俺の働きもきちんと評価してくれていた。普段は妹以外に褒められることがほとんどないので、思わず頬ほおが緩んでしまった。

「そのまま残り二本とも取って気持ち良く終わりましょう！」

　勝負は三本先取で勝利となる。マップを変えて続けたが、勢いに乗った俺たちは見事に三連勝できた。チーム『シャドウムーン』の初戦は華々しい勝利で飾れたようである。

　ふと、視聴者がどんなコメントをしているのか気になって、コメントチャット欄を開いてみる。そこには俺の期待するようなコメントが多数寄せられていた。

『強い！』『うさぎはやっぱりすごいな』『黒くろ騎き士しは言動があれだけどプレイは強い』『川合かわい桜さくら、なんか可愛かわいくね？』『地味だったけどしゅーもよく働いた！』

　などなど。嬉うれしいコメントばかりで頬が緩んだ。俺たちのプレイはみんなに楽しんでもらえてるみたいである。その中で、特に目についたコメントが幾つかあった。

『スナイパーライフルを編成に組み込んでここまで強いのはすごい！』『他のチームより見てて楽しいチームだな』『やっぱりスナイパーは華がある！』

　それは、最強のスナイパーであるうさぎを称賛するコメントである。扱いの難しいスナイパーライフルを使いこなして次々と敵をキルするうさぎは、視聴者から見ていても爽快感があるみたいだ。みんな、彼女の狙撃を見ることができて楽しんでいる。

　そっか……もちろんプロなんだから勝利にこだわるのも大切だろうけど『楽しんでもらう』ということも忘れないでおこう。加か奈な子こ姉さんも視聴者の目を意識しろと言っていたし、それもまたプロだと思った。

　さてさて、一試合目が終わったわけだが、時間はまだあるみたいだ。

「どうしますか？　このまま対抗戦を続けますか？」

「うん！　今日は調子いいし、今ならたっぷりヌけそうだから、ヤりたい！」

「私もまだまだ物足りないかしら。もっと興奮させてほしいわね」

　好戦的な二人の言葉はどことなくエロい気がした。どっちも現役女子高生なので発言には気を付けてほしいところである。

「桜さくらちゃん、まだもう少し時間あるし、対抗戦を続けても大丈夫ですか？」

「いいよっ。さっちゃんはまだまだおめめパッチリ！」

　やっぱりこの子の発言は癒いやされるなぁ。ほんわかしつつ、俺はＳＮＳで再び対抗戦相手を募集した。俺たちの放送には現在多くの視聴者がいる。その中にはマートリップのプレイヤーもかなりいたようで、すぐに募集ツイートに反応が来た。

　そして、一件──俺が一方的によく知るプレイヤーからもコメントがあった。

『初めまして、ＪＪガールズのベイビーです。良ければ対抗戦をしませんか？』

　簡素な一文である。だが、そのコメントを見て──俺は手が震えた。

「べ、ベイビーから対抗戦の申し込みが来ました……！」

　その一言に、秋あき月づきと日ひ根ね野のも驚きの声を上げる。

「ウソ!?　あのベイビーさんから来たのっ？　すごい！」

「ふふっ……上等じゃない。ぶっ潰してやるわ」

　戦意をたぎらせる二人。俺とは違って動揺はしておらず、むしろ高揚しているみたいだ。それだけ自分たちの実力に自信があるのだろう。

「べーびーってだぁれ？」

　桜ちゃんはよく分かってないらしいので、軽く説明してあげることにする。

「ベイビーはマートリップが最も上う手まいと言われてるプレイヤーですよ。マートリップの王とも呼ばれてる存在で、あの人が所属するチーム『ＪＪガールズ』は幾つもの大会で優勝しています。名実ともに最強のチームです」

「んー、わかった！　とってもすごいんだねっ！」

　桜ちゃんの言う通り、ベイビーはすごい。マートリップのプレイヤーならほとんどがこの人を知っているほどの知名度を誇るプレイヤーである。

　そしてＪＪガールズはスポンサー企業がついているプロのチームだ。つまり、ベイビーもまたプロゲーマーということになる。

　顔出しはしていないのでＪＪガールズメンバーの素性は明かされていないが、メンバー全員が女性かもしれないと噂うわさされていた。アバターも全員ガールだし、そもそも『ガールズ』って名前についているので本当に女性だけのチームなのかもしれない。

「まさかあの人から対抗戦を申し込まれるなんて……」

　コメントチャット欄を確認すると、かなり賑にぎわっていた。視聴者のほとんどがＪＪガールズとの対戦を望んでいるみたいである。

「もちろん、やりますよね」

　手は未いまだに震えている。だが、この申し出を断るという選択肢はなかった。

「最強のチームに、自分たちの力をぶつけてみたい」

　最強のスナイパー『うさぎ』。狂戦士の異名を持つアタッカー『黒くろ騎き士し』。万能のマルチウェポナー『川合かわい桜さくら』。この三人は俺が選んだ最強のメンバーである。うさぎと黒騎士と川合桜がいて、負けるはずがない。

　そう思って結成したチームは、やっぱり強かった……だから、俺たちならやれる。

「ＪＪガールズに……ベイビーに、勝ちましょう！」

　力強くそう発言すると、みんなも気合を入れてくれたようで。

「もちろんよっ。やつらの玉座をぶっ壊してやろうじゃない！」「しゅーさんがいるなら、あたし……負ける気がしないよ！」「かつぞー！」

　日ひ根ね野の、秋あき月づき、桜ちゃんの順で俺の言葉に同調してくれた。みんな俺についてきてくれている。それがとても嬉うれしかった。彼女たちと力を合わせれば、最強のチームだろうと負けるわけがない……そう思っていた。でも、俺たちはすぐに思い知らされることになる。

　マートリップとは『チームで戦うゲームである』ということを……。

　俺たちはまだチームではなく、ただ強いプレイヤーが四人集まっただけの『寄せ集め』でしかなかった、ということを……俺たちは、試合を通して実感させられた。

　結論から言おう。チーム『シャドウムーン』は、『ＪＪガールズ』に惨敗した。

「ああ……負けちゃった」「ぁぅ……」「ちっ！　何もできなかったわ……クソがっ」

　試合に負けた瞬間、秋月、桜ちゃん、日根野の順番で三人は声を漏らす。あまりにも何もできずに負けてしまい、みんなショックを受けているようだ。それも仕方ないと思う……俺も、何も言えなかった。










　どうしようもないほどの『完全完敗』だったのだ──。
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「ふぅ……」

　朝の登校時間。廊下を歩きながら、ため息を零こぼす。今日も今日とて寝不足の俺は、気け怠だるい体を必死に動かしていた。

　プロゲーマーになったので学校はやめようと思っているが、加か奈な子こ姉さんに相談できていないので、まだやめることはできずにいる。機会を見て話そうとは思っているのだが、プロチームが発足したばかりということもあってなかなか話を切り出せなかった。

「別に夜更かしするつもりなんてなかったのにさ……何やってんだか」

　寝不足のせいで体が重い。でも、眠れる気は全くしなかった。瞼まぶたを閉じると、ＪＪガールズとの対抗戦を嫌でも思い出してしまうのである。

「……くそっ」

　昨日の夜──俺たちのチーム『シャドウムーン』は負けた。『ＪＪガールズ』という最強のチームに完全敗北した……それがとても悔しかった。あまりにも悔しかったせいで、昨日の夜は眠れずにマートリップをプレイし続けてしまったくらいだ。

「なんで、勝てると思ったんだか」

　まだチームが発足して間もない今──最強のチームに挑むには準備が足りなかったのである。ＪＪガールズと戦う前にやるべきことがあったはずなのに……くそっ。

　そうやって、昨日の敗北に歯を食いしばっていた時だった。

「おやおや？　修しゆう太た朗ろう君じゃないか！　今日も朝から暗いね。見ているこっちまで陰キャになってしまいそうだよ」

　突然、何者かが肩を組んでくる。無駄に元気で騒々しい声に俺は眉をひそめてしまった。そして腕に当たるむっちりとした感触に気が動転しかけた。

「ちょ、おい……当たってる、当たってるからっ」

「は？　それくらい分かってるけど？　ぼくは自分が巨乳だと分かってない天然ちゃんじゃないからね。わざと当ててるんだよ」

　サバサバした巨乳な女子高生が俺に顔を近づけてニヤニヤ笑っていた。彼女の名前は姫ひめ路じ葵あおい……学校で俺を認識できる数少ない存在の一人である。

「どう？　嬉うれしいだろ？」

「う、嬉しくないけど!?　さっさと自分のクラスに行けよっ」

「なんだよ～。テンションが低いから話しかけてあげたんだぞ？　少しは喜べよっ。ぼくみたいな巨乳ＪＫと会話できるとか、お金が発生するレベルで価値があるのに」

「……俺、お前のこと苦手なんだよ」

「にひひっ。そう言うなよ～。このこのっ」

　俺があからさまに嫌そうな顔をしても、姫ひめ路じはまったく気にしない。ぐいぐいと胸を押し付けられて朝から頭が沸騰しそうだった。相変わらず距離感が近いやつである。

　こいつは顔も可愛かわいいので男子からかなり人気がある。本来なら俺とは縁のないような存在だが、実は彼女と俺には共通点があった。

「同じスポンサー企業を持つプロゲーマーになったんだろ？　仲良くやろう！」

　そう。彼女もまたプロゲーマーなのである。

　加か奈な子こ姉さんの経営するエレクトロニクス社は多くのプロチームを保有している。その中に、姫路が所属しているチームもあった。マートリップとは違う本格ＶＲＦＰＳで、そのゲームで姫路はとても有名なプレイヤーである。

　彼女とは加奈子姉さん経由で一年程前に知り合った。出会った当初は接点がなく関係も浅かったのだが、高校生になって同じ学校に通うようになると、彼女は俺にちょっかいをかけてくるようになったのである。クラスが違うことがせめてもの救いだった。

「修しゆう太た朗ろう君、今度一緒にゲームしよう！　そろそろ交友を深めようぜっ」

「……なんで俺なんだよ。お前なら他のイケメン男子が喜んで付き合ってくれるだろ」

「いやいや、ゲームは普通に楽しみたい派なんだよね！　でもさ、大抵の男子ってぼくに下心持つだろ？　そういうのがうざい」

　モテるが故の悩みみたいなものが姫路にはあるらしい……正直どうでも良かった。












「俺も下心持つかもしれないぞ？　一応、男だし」

「え？　修しゆう太た朗ろう君、ゲームよりぼくに魅力を感じるのか！　素直じゃないやつだなぁ」

「は？　お前ごときがゲームに勝てるわけないだろ。謝れ」

「……ほ、ほらね？　修太朗君ってゲームに関してはガチだろ？　ぼくもガチ寄りのガチだからさ、しっかり楽しめそうってことだよ」

　なるほど、確かにゲームは出会いのツールとして利用されることもあると聞いたことがある。俺も姫ひめ路じもゲームはガチ勢なので、そういうのが好きじゃない。だから俺なら安心ということで、誘っているみたいだ。

「ということだから、今度一緒に遊ぼう？　なんならぼくの家に来てもいいよ？」

　ふむふむ、そういうことだったら……うん。

「断る。俺、忙しいし」

「ここまで言わせておいて断るのかよっ。君、本当におちんちんついてるのか!?」

「お前女子だろ!?　おちんちんって言うな！」

　ストレートすぎる発言にびっくりした。どれだけ俺とゲームしたいんだよっ。

「とにかく！　俺はプロゲーマーになったから、お前と遊ぶ暇があったらマートリップをプレイしたいんだよっ。分かってくれ」

「じゃあぼくもマートリップやる！　それならいいだろっ？　あんまりプレイしたことないけど、とにかく君とゲームしてやるんだ！」

　姫路は意地になってるみたいだった。普段以上にぐいぐいと詰め寄ってくる。

「いいだろう？　修太朗君、お願いだから！　ちょっとだけ、ほんの少しだけ!!」

「そ、そんなにくっつくな……当たってる、めっちゃ当たってる！」

　そうやって、俺にしては珍しく騒いでいた時だった。

「はいはい、離れて。中なか平ひら君が困ってるからっ」

　不意に、ぐいっと隣から引っ張られた。姫路とは反対側の手を掴つかまれている。

　思わずそちらを振り向くと、秋あき月づきがいた。

「中平君、大丈夫だよ……今、助けてあげるからね」

　彼女は俺に向かって優しく微笑ほほえんでいる。なんか心配してくれてるみたいだ。

「あのっ。人が嫌がることをやったらダメだと思うよっ」

「え？　修太朗君……彼女いたの!?　いくら払って援交してもらってるのかな!?」

　一方の姫路は、俺と同じく動揺しているみたいだった……おい、援交ってなんだよ。

「そんなんじゃねぇよ！　ってか、秋月は彼女じゃないからっ」

「ふーん？　そっか。だったらぼくが修太朗君にくっついてても問題ないかな？」

　しかし姫路は秋月に注意されてもなお俺を放そうとしない。むしろ、もっとからかうようにくっついてきた。そんな態度が秋月は気に入らなかったようである。

「こらっ。中平君の名前は『修しゆう』だよ！　名前を間違えるなんてありえないしっ」

　恐らく、優しい彼女は俺が困っているのを見過ごせなかったのだろう。だからこうして俺を助けようとしてくれているのだ。

「にひひっ。秋あき月づきちゃんは修しゆう太た朗ろう君の彼女でも何でもないんだろ？　だったら、離れろと言われても離れるつもりにならないなぁ」

「中なか平ひら君が困ってるのに？」

「いやいや、彼は困ってないさ。むしろ、ぼくの大きなおっぱいに密着できて喜んでるくらいだと思うぜ？　男性とはそういう生き物なんだ……貧乳の秋月ちゃん？　おっぱいを大きくしてから出直してくれ」

「そ、そんなことないもん！　中平君は大きいおっぱいなんて嫌いだし！　喜んでなんか絶対にないの！　そうだよね、中平君!?」

　そしてなんかこっちに飛び火した。秋月はどこか縋すがりつくような目で俺を見ている。

「中平君は小さい方がいいよねっ」

　……秋月なぎさという女の子には、いつもお世話になっている。本当は小さいより大きい方が好きと思わないこともないが、別に小さいのが嫌いというわけじゃない。そういうことなので、俺は彼女の言葉にうなずくことにするのだった。

「う、うん……そういう考えもなきにしもあらずだな」

「ほら！　大きいからいいとは限らないし！　小さくても別にいいんだからね！」

　ここぞとばかりに秋月は言葉をまくしたてる。その様子があまりにも必死だったので、見ていてなんだかおかしかった。

「そっかそっか。そういうことなら、仕方ないから離れてあげようかな。ごめんね？　貧乳ってからかって。貧乳は悪いことじゃないよ。胸を張って生きてくれたまえ」

「張る胸なんてないって言いたいの!?　バカにするなしっ」

「そこまで言ってないよ。面白い子だなぁ……うん、満足した。またお喋しやべりしようね、秋月ちゃん。修太朗君」

　俺と秋月をたっぷりからかって姫ひめ路じは満足したみたいだ。ひらひらと手を振って彼女はこっちに背を向ける。その後ろ姿に秋月はあっかんべーと舌を出していた。

「……珍しいな。秋月が他人に嫌そうな顔してるところ、初めて見たかも」

「だって、あたしのこと貧乳って言った……！　ちょっと小さいだけなのに！」

　俺が思う以上に秋月の貧乳コンプレックスは強いようだ。

「えっと、とりあえず助けてくれてありがとう」

「いえいえ。秋月さんは気配りのできる優しい子なので、これくらい朝飯前なのですっ」

　感謝を伝えると、彼女は気にしないでいいと頬ほおを緩める。さっきまで拗すねたような顔をしていたので、笑ってくれてよかった。

「じゃあ、教室行こっか？　授業始まっちゃうから」

「そうだな」

　いつまでも立ち止まってはいられない。頷うなずいて歩き出すと、当たり前のように秋月が半歩後ろからついてきた。クラスカースト底辺の俺と一緒に教室に行こうとしているらしい。

　なんというか、うん……姫ひめ路じほどではないが、秋あき月づきも人との距離感が結構近い。

「あれれ？　中なか平ひら君はなぎさちゃんと一緒に歩くのが恥ずかしいのかにゃ？　顔が真っ赤に見えますな～」

「うるさい、ほっとけ。分かってるなら先に行ってくれてもいいだろっ」

「嫌でーす。たまにはいいでしょっ？　中平君、学校では寝てばっかりだから歩いてる姿を見るのが新鮮だね」

　からかうように秋月が喋しやべりかけてくる。普段から何かあれば話しかけてくれた彼女だが、今日はちょっと口数が多いような気がした。

「やっぱり中平君には気を遣わないでもいいから楽だなぁ……なんか元気出てきたかも」

　なんとなくだが、秋月の様子はいつもと違うように見える。

「……元気、なかったのか？」

「んー、どうだろ？　分かんないけど、昨日ちょっと落ち込むことがありまして……って、なんだよもー！　相談事に乗ろうとするなんてナマケモノの中平君らしくないしっ」

「そ、そうか？　ごめん」

「中平君ごときがなぎさちゃんの悩みを聞くなんてことできると思わないでよね！」

「ちょ、叩たたくな……なんかイチャイチャしてるみたいで恥ずかしいから、やめろ」

　肩付近をぽかぽかと叩かれて、思わず苦笑する。やっぱり秋月はいつもと明らかに様子がおかしかった……その原因を俺は知っている。やっぱり彼女も、昨日の敗北を引きずっているのだろう。それを思うと、リーダーとして不ふ甲が斐いない思いが込み上げてきた。

　ごめんな、秋月……お前を勝たせてやれなくて。

　そう言いたかったが、もちろんゲームプレイヤーの『しゅー』が俺であることを秋月には知られたくないので、その言葉を口にすることはできなかった。

「んにゃ？　どーしたの？　なぎさちゃんの顔が可愛かわいいから見み惚とれてるの？」

「いや……なんでもない。今日も学校頑張ろうな」

　首を振って、前を向く。その時にはもう、教室に到着していた。

　そしてまた、くだらない一日が始まる。




　授業中、寝不足だというのに眠ることはできなかった。

　脳裏に浮かぶのは、昨日敗北した試合の光景。チーム『シャドウムーン』が『ＪＪガールズ』に完敗したあの瞬間を思い出すたびに、悔しくて眠気が吹き飛んでしまうのだ。

　だから俺は、何が悪かったのかをずっと考えていた。

（初動から失敗してたよな……）

　ステージは、まなと散歩したあの『サンゴツリー』だ。

　試合開始直後、俺たちは初手から失敗の一手を選択してしまった。第一試合の『うどんうどんうどん』と同じように、日ひ根ね野のが勢いよく突っ込んでいったのである。

　初戦ではたまたまその特攻が上う手まくいって優勢を取れたが、ＪＪガールズには通用しなかった。『ベイビー』という最強のアタッカーに、日ひ根ね野のの突撃が迎撃されたのである。

（リカバリーもまったくできてなかった）

　前衛アタッカーである日根野が敵の前線を崩そうとトライして失敗することは仕方ないことである。ただ、その後の俺たちがリカバリーしてあげられなかった。日根野をキルして勢いに乗ったベイビーを止められずに、連続で桜さくらちゃんがキルされたのである。

（ただ、桜ちゃんがベイビーのヘイトを買ってくれたおかげで、秋あき月づきがベイビーをヌけたところは良かった。俺も、不意打ちで一枚持っていけたのは、良かったことだよな）

　俺の憧れるスナイパー、うさぎこと秋月なぎさは劣勢状態の中でも仕事をしてくれた。最も厄介なベイビーさえいなければ、状況を覆すことは十分に可能なはずだった。

　俺も、持ち前の影の薄さのおかげで敵の中衛を一人キルすることに成功した。これで二人対二人となり、人数的な不利はなくなったはずだった。

　だが、やっぱりＪＪガールズはチームとして一枚も二枚も上手で。

（俺たちと違って、リカバリーが早かったなぁ……噂うわさ通り、『タイホーン』のバズーカがどうしようもなかった）

　ベイビーと並ぶトッププレイヤー『タイホーン』。扱いの難しいバズーカ系武器を巧みに使いこなす後衛で、その能力は高い。バズーカ使いのくせにタイホーンはほとんどゼロ距離というところまで詰めてきた。

　至近距離からバズーカをぶっ放された俺と秋月は、バズーカの爆風をもらってキルされることになったのである。

　結局初動はオールキルされてしまい、それ以降は盤面を取ったＪＪガールズを崩すことはできずに一ゲーム落とすことになる。その後の二戦で巻き返そうとしたが、結局三戦連続で完膚なきまでに叩たたき潰されて敗北することになった。

　初めて味わったストレート負けに、ショックを受けないわけがなかった。

『ＪＪガールズに……ベイビーに、勝ちましょう！』

　試合前にはそんな威勢の良いことを言っていたというのに……試合終了後は、何も言うことができなかった。みんなとの通話も暗いまま終わってしまうこととなり、シャドウムーンの初日は苦い思い出となったのである。

　ベイビーやタイホーンが所属するＪＪガールズはチームとして強かった。俺たちはまだ結成初日で、チームとしてまだまだ完成していない。まったく連携が取れていなかった。一試合目、『うどんうどんうどん』に勝てたのはたまたまだっただけだろう。

（次は絶対に勝つ……ベイビーにも、負けない）

　雪辱を決意しつつも、ともあれいつまでもうじうじしてはいられない。

　敗北したことでチームの問題点を洗い出すことができた。負けを引きずらず、これを今後に活いかすことが重要である。スポーツと同じように、気持ちを切り替えることが大切だ。それを率先してやらなければならないのは、リーダーである俺だろう。

　リーダーとはチームを導く存在でなければならない。技術的にもそうだが、メンタル的にもリーダーはチームの支柱となる必要があると思った。

　今後、俺もリーダーとして成長していかないと……最高のメンバーが揃そろっているのだから、リーダーの俺がしっかりしていれば、このチームは絶対に最強になれるはずだ。

　だからこそ、今……みんなが落ち込んでいる中で、リーダーの俺は前を向かなければならない。一体どこがダメだったのか。具体的に、今後何をすれば良いのか──授業の間、俺はずっとそのことばかりを考えていた。

　まずはチームの連携が取れない一番の原因である彼女を何とかする必要があるだろう。

（問題は日ひ根ね野のの立ち位置だよなぁ）

　狂戦士の異名を持つアタッカー、黒くろ騎き士し──もとい日根野彩あやは、チームにおいて常に前のめりだった。彼女はずっと敵に突撃していた。

　マートリップ界かい隈わいで『猪いのしし』と揶や揄ゆされるようなムーブになりがちだったのだ。

　チーム全体として、俺たちはどちらかというと『カウンタータイプ』のプレイヤーが多い。スナイパーライフルを使う秋あき月づきはもちろん、桜さくらちゃんも敵の動きに合わせて自分の動きを決めるタイプだ。俺も敵の動きの裏を狙って動くプレイヤーである。

　つまり、めったに自分からアクションを起こさないメンバーが多い。その中で一人だけ特攻タイプのアタッカーである日根野が前に詰めてしまうと、距離感が開くのだ。

　そうなったら、お互いのカバーができなくなって孤立し、連携がとれなくなる。

　日根野は前にぐいぐいと詰めるプレイングが好きと言っていた。しかし、チームにそのプレイスタイルは合わない。彼女には申し訳ないが、やっぱりチームとして強くなるには彼女のプレイスタイルを見直してもらわなければならないだろう。

（……リーダーである俺が、しっかりと伝えないとダメだ）

　正直なところ、日根野はアタッカーとして申し分のない存在である。彼女に非があるわけじゃない。ただ、チームのプレイスタイルと噛かみ合ってないだけだ。それなのにプレイスタイルを変えろと言ったら、もしかしたら彼女は怒るかもしれない。

　その怒りを受け止めるのもまた、リーダーである俺の役目だ。

　もう、秋月に……いや、日根野にも桜ちゃんにも、悔しい思いをさせないように。

　俺の憧れるプレイヤーたちを、悲しませないように──リーダーである俺が、もっと頑張らないといけない──そう、強く思っていた。




　そして、学校が終わる。ずっと昨日の試合について考えていたせいか、いつの間にか授業時間が終わっていてびっくりした。

（帰ったら、すぐ日根野に通話して……夜の練習までには、色々話し合っておこう）

　授業中にある程度思考がまとまってくれて良かった。早速帰ってから通話しようと思って、俺は学校から出て行く。すると、校門近くでバイクにまたがっているメイドさんが目に入った。ヘルメットをかぶっているので顔は見えない。

（……なんか、ミスマッチだな）

　メイドさんとバイクの組み合わせは漫画やアニメなどでは見かけるが、実際に目の当たりにするとマッチングとして微妙な気がする。どうしてこんなところにメイドさんがいるのか気にはなるものの、俺とは関係ないだろうから隣を素通りして帰ろうとした。

　しかしここで予想外の出来事が起きた。

「あ、そちらの……いかにも影の薄いお方。少々お待ちください」

　不意にメイドさんがこちらの方向に向けて声をかけてきたのである。

　でも、俺は影が薄いので他人に認識されにくい。だから喋しやべりかけられたのは気のせいだと思っていたのだが。

「無視なさらないでいただけると嬉うれしいのですが？　中なか平ひら修しゆう様」

　彼女は俺の方を見て、俺の名前をがっつり口にしていた。本気で俺のことを認識できているみたいだ……たまにいるんだよなぁ。能力が人間離れしてて、影が薄い俺だろうと認識できるやつ。このメイドさんも、秋あき月づきや姫ひめ路じと同種の天才っぽい人間みたいだ。

「……何か用でも？」

「はい。わたくしはあなたに用事があります。もちろん逆ナンではありません。だからわたくしでエロいことをする妄想はおやめください。エッチなのはいけません」

「妄想なんてしてませんよ！」

　少し会話しただけだが、なんとなく分かる。この人は接するだけで疲れるタイプの人間だ。まなや加か奈な子こ姉さんに近い存在な気がする。

「少々お待ちください。今、お嬢様にご連絡しますので」

「お嬢様？　え、どういうこと？」

「うるさいです。えっと、携帯端末はどちらに……」

　メイドさんはとてもマイペースである。俺の質問はばっさり無視して自分の体をゴソゴソとまさぐっていた。

「あったあった。わたくしの大きめなおっぱいに挟まれておりましたね」

「……なんでそこに入れてるんですか」

「趣味でございます。修様、興奮しましたか？」

「こんな公の場でするかよっ」

　胸の谷間からスマホを取り出したメイドさんは、電話をするためにヘルメットを外す。

　そして見えた彼女の顔立ちに、俺は頬ほおを引きつらせた。

「しょうもない下ネタばっかり言ってる人間がなんでこんなに美人なんだ……」

　日本人形を連想させるような艶つややかな黒髪と凛り々りしい瞳。愛あい嬌きようがあるわけではないが、近寄りがたい美貌を持つ女性だった。これで中身がもう少しお淑しとやかだったらドストライクな外見である。俺の理想に近いのに、なんで発言が残念なんだろう。

　そんなことを考えていると、メイドさんはどこかに電話をかけた。

「あ、もしもし。わたくしでございます。はい、ご命令通り彼を捕らえました。え？　別に余計なことは言ってませんが？　喧けん嘩か売ってるんですか、お嬢様？　は？　電話を代われ？　仕方ないですね、まったく」

　そしてメイドさんは俺に携帯端末を放ほうり投げた。

「お嬢様から直々にお話があるみたいです。とても可哀かわい想そうなお嬢様のお話を聞いてあげてくださると嬉うれしいです」

「……うん、分かった」

　お嬢様とやらも苦労してるんだろうなぁ。そんなことを他ひ人と事ごとに思いながら携帯端末を耳に触れさせると、疲れたような声が聞こえてきた。

「もしもし？　しゅー君？　うちのメイドがごめんなさいね……」

　この声は、俺が話をしたかった彼女のものだった。

「く、黒くろ騎き士しか？　え？　黒騎士なのか？」

「その名前はやめてっ。日ひ根ね野の彩あやよ……」

　どうやらメイドさんの言っていたお嬢様とは日根野彩のことだったらしい。

「あなたに用事があって人を向かわせたのだけれど……まさかあの子が行くとは思ってなかったわ。普段は面倒がってこういうお使いは絶対しないくせに、何のつもりなのかしら」

「それを俺に聞かれても困るんだけど」

「いえ、ごめんなさい。ただの愚痴よ……はぁ。あの子をクビにできる方法知らない？」

「お前がお嬢様なんだろ？　問答無用で追い出せばいいんじゃないか？」

「あの子、お母様のお気に入りだから無理なのよ」

　普段から相当困らされているのかもしれない。電話の初しよっ端ぱなから愚痴が零こぼれていた。

「……まぁいいわ。とにかく、あなたに用事があるのよ」

　ここでようやく日根野は本題に入った。

「話があるから、私の家に来てくれないかしら。あの子はバイクでそこに来ているでしょう？　一緒に乗せてきてもらいなさい」

「……え、今から？」

「あら？　何か用事でもあったのかしら」

「いや、用事があるってわけじゃないんだけど……お前と会うの、怖い」

　シャドウムーンのリーダーとして、話し合う覚悟は決めている。だが、顔を合わせる勇気はあまりなかった。なぜなら俺は、日根野が怖い！

　そもそも同い年の女子に苦手意識がある上に、彼女は直視できないくらい体つきがエロい。加えて性格もお淑しとやかなようで実は荒々しいと分かっているので、できれば現実世界で会うのは勘弁してほしかった……へたれでごめんなさい。

「私は怖くないわよ。殺すわよ」

「そういうところだよ！　冷静に話し合うためにも、通話の方が俺はいいと思うっ」

「嫌よ。私はあなたの顔を見ながら話し合いがしたいのよ」

　俺の意思に反して日根野はものすごく会いたがっているみたいだ。

「来ないと秋あき月づきさんにしゅー君の正体をばらすわ」

「そ、それは卑ひ怯きようじゃないか？」

「リーダーなんだからわがまま言ったらダメよ？　ほら、うちのメイドに連れてきてもらいなさい……いいわね？　逃げたら許さないわ」

　それだけを言って日ひ根ね野のは電話を切った。俺に決定権はないみたいだ。

　秋あき月づきにばらすと脅迫されては、行かないわけにはいかないだろう。

　はぁ……憂鬱だ。いつもなら家に帰ってまなにお帰りのキスをされて癒いやされていたはずなのに。あいつも俺が帰って来なくて寂しがるだろうけど、仕方ないか。

　ここは腹をくくろう。まなには帰りが遅くなるとだけ連絡しておくことに。

「それでは、参りましょうか。わたくしの運転で連れて行って差し上げます。日根野家の倉庫から勝手に持ち出したので立派な単車だと思います。乗り心地はいいですよ？」

「メイドが主人の所有物を我が物顔で使うなよ……」

　メイドさんはバイクのホルダーに固定されていた予備のヘルメットを俺に投げ渡す。この人の運転は怖いなぁ……不安だ。まぁ、免許を持ってるだろうし、大丈夫だろう。ヘルメットをかぶってから、びくびくしつつ後ろの方にまたがった。

「しっかりとわたくしに掴つかまってくださいませ。転んだら冗談では済まないので」

「え？　ど、どこを？」

「どこでもご自由にどうぞ？　なんならほどよく育っているこの胸でも構いません」

「……おなかあたりにしときます」

　発言はあれだがメイドさんはとても美人である。しがみつくのはドキドキした。

「では、発進しますね……振り落とされないよう、ご注意ください」

　バイクが動き出す。風景を置き去りに、ぐんぐんと速度を上げて。

「ちょ、速い!?　怖い！　もっとゆっくり……マジでお願いしますから!!」

「はい？　速度が足りない？　分かりました、もっと飛ばしますね」

「そんなこと言ってないからぁあああ！」

　そして今度は違う意味でドキドキすることになるのだった。




　到着したのは、テレビでしか見たことがないほどの豪邸だった。

「ようこそ我が屋敷へ」

「メイドさんが所有者を名乗っていいんですか？」

　先導するメイドさんに案内されながら建物に入る。俺の家とは比べものにならないほど豪華な玄関を通り抜けると、そこには日根野彩あやがいた。

「こんにちは、しゅー君」

「お、おう。こんにちは」

　俺と同じように学校からの帰りなのだろう。日根野は制服姿である。確か、このあたりでは有名なお嬢様学校で……名前は白しら鳥とり第二女学校だったっけ。

「逃げないできちんと来れたのね。偉いじゃない」

「脅迫しておいてよく言うよ」

　日ひ根ね野のは口に手を当てて上品に笑っている。こうして見ると品のあるお淑しとやかなお嬢様なのだが、ゲーム内では荒々しいので人は見かけによらないと思う。

「お帰りなさいませ、お嬢様。ご命令通り中なか平ひら修しゆう様をお連れしたのですが、わたくしに何か言うことはないでしょうか」

「クビよ。荷物をまとめて私の前から消えなさい」

「嫌です。感謝の言葉も言えないのでしょうか。やれやれ、これだからお嬢様は……」

　そして、顔を合わせるなり口論を始めるメイドさんと日根野。遠慮のない言い争いは仲が良い証拠なのか、はたまた本気で悪いだけなのか。

「というか、どうしてあなたがお迎えに行ったの？　私は他の使用人に頼んだつもりだったのだけれど」

「お嬢様が男性を家に招くということで、好奇心を抑えきれずに愛車を飛ばしました」

「あのバイクはお父様のコレクションよ。あなたの愛車ではないわ」

「使わないバイクなどただの鉄塊です。日用品は使ってこそ価値が存在するのですよ？」

　すごいな、こんなふてぶてしいメイドさんを俺は初めて見た。そうやってびっくりしていると、不意にメイドさんが俺の方を見て口を開く。

「そういうことなので、修様も……ナニをとは言いませんが、しっかりとお使いできるように頑張ってください」

「何を？　今何のこと言ったんですか!?」

「これをどうぞ。使うとは言っても、やっぱりマナーは守ることが大切です」

　それから、いきなり胸辺りをごそごそとまさぐったかと思ったら、今度は四角い包装紙に包まれた丸いゴム状の何かを谷間から取り出して俺に手渡してきた。

　完璧にコンドームだった。

「お嬢様は性格こそゴミですが体は一級品。存分に楽しんでくださいませ」

「ちょ、勘違いしないでくださいよ！　そういうのじゃないんですけど!?」

「ねぇ、あなた……しゅー君のことを買いかぶりすぎよ。彼がＬサイズなわけないじゃない。せいぜいＭサイズよ」

「そんなこと分かんないだろ！　ってか、ツッコムところそこかよ！」

「いえ、突っ込むところはお嬢様の体ですから」

「突っ込めるほどのサイズであれば良いのだけれど」

「バカにするなよっ……もしかしたらすごいかもしれないだろ!?」

　日根野も何が面白いのか、メイドさんの冗談に悪ノリしてくる。こういうところを見たら、やっぱり仲が良いのかもしれないと思った。

「さて、修様の性欲もそろそろ限界でしょう？　お二人はどうぞお嬢様の部屋でおくつろぎくださいませ」

　立ち話も飽きてきたのだろう。メイドさんはそう言って屋敷の奥に歩き去っていった。

「だからそういうのじゃないって言ってるじゃないですか……」

「あの子に何を言っても無意味よ。彼女はね、地球出身の宇宙人なのよ。言葉は通じても意思の疎通は絶対にできないの。諦めるしかないわ」

　日ひ根ね野のは普段から困らされているのか、大きなため息を零こぼしていた。

「ちなみにメイドさんの名前って何？　最初から最後まで名乗らなかったんだけど」

「……メアリーよ。本人はメアリーを自称しているわ」

「『純日本人』とか『大和なでしこ』とか、そういう見た目なのに西洋風な名前なのか」

「あの子については深く考えたらダメよ。主人である私ですら、年齢とか学校とか出身地とか知らないもの。もしかしたら本当に宇宙から来た可能性もあるわよね」

　想像以上に破天荒な人物みたいだ。あまり関わらないように気を付けよう。

「じゃあ、私の部屋に行きましょうか。ゆっくりお話がしたいのよ」

「お、お手柔らかにお願いします。あんまり怒らないでくれると嬉うれしいです」

「そんなに私のことが怖いの？　びくびくしないでくれるかしら。殺すわよ」

　仕草はお上品だが発言は過激だった。まぁ、今のは日根野なりのジョークなのだろう。クスクスと悪戯いたずらっぽく笑いながら、彼女は歩き出す。その後ろをついて行った。

「どうぞ、遠慮なさらず」

「し、失礼します……」

　少し緊張しながら日根野の部屋に足を踏み入れる。

　彼女の部屋はなんというか、とてもシンプルだった。ベッドや机、棚など置いてある家具は高級そうだが、過剰な装飾品などはない。落ち着いた内装である。

「ごめんなさいね、色気がない部屋で」

「いや、逆に安心した……こういう雰囲気の方が落ち着く」

「あら、分かってるじゃない。やっぱりシンプルイズベストよね？　ゲームをするにあたって、過剰な装飾は邪魔だもの」

　なるほど。俺もゲーマーなので日根野の考えはよく分かった。

「普段は人を招くことなんてないから、来客用の椅子とかないのよね。ベッドに座ってくれないかしら」

「う、うん。分かった」

　言われた通り、綺き麗れいに整えられたベッドに腰を下ろす。ふかふかのベッドはとても寝心地が良さそうだった。高級品はやっぱり違うなぁ。

「私も失礼するわ」

　そして日根野もベッドに上ってくる。え、ちょっと待って。

「お前はそっちにあるめちゃくちゃ高そうなゲーミングチェアに座ればいいだろ？」

　わざわざ俺の隣に来る理由はないと思ったのだが、日根野は首を横に振る。

「私は疲れているのよ。学校ってとても堅苦しいじゃない？　部屋でくらいくつろがせてほしいものだわ」

　そう言って、日ひ根ね野のはベッドの上で横になる。制服がしわになるのもまったく気にしていないのだろう。スカートの裾とかがめくれあがってエロかった。おへそもチラリと見えるので、なんだか目のやり場に困る。

「無防備すぎるぞ……」

「もう気を張るのは面倒だわ。あなたの隣でくらい、楽にしてもいいでしょう？」

　力の抜けた笑顔が向けられる。普段は毅き然ぜんと振る舞う日根野がリラックスしている姿は、ギャップがあって可愛かわいく感じた。

「ほら、私の学校ってお嬢様ばっかりでしょう？　みんな大人しくて、お淑しとやかで、だからとっても息苦しいの」

　お金持ちで美人なお嬢様は、現実世界に少しだけ窮屈さを覚えているようだ。

「もちろん学校のみんなは悪い子じゃないわ。むしろとってもいい子で、だからちょっと遠慮しちゃうのよ……変なこと言ったらすぐに怯おびえるし、困っちゃうわ。しゅー君みたいに、『殺す』って言っても笑顔で聞き流すくらいの度量がほしいわよね」

「別に笑顔で流してないけどな。普通に怖がってたけどな」

　肩をすくめながら言葉を返す。彼女はクスクス笑いながら俺の方に身を寄せてきた。

「おい、それ以上密着するのはやめろ。扉の隙間から覗のぞいてるメイドさんに写真とか撮られたらどうするんだよ」

「わたくしのことはお気になさらず。続きをどうぞ」

　害虫みたいなのが堂々とこちらを見ていたが、まぁ飽きたらどこかに行くだろう。日根野もメイドさんことメアリーさんを無視することに決めたようだ。

「おい、なんで俺の膝を枕にしようとしてるんだよっ。膝枕するにしても普通逆だろ」

　不意に日根野が俺にくっついてくる。ふわりと漂ってきた品のある香りと、膝に触れる綺き麗れいな金髪にドキドキしてしまった。

「嫌よ。私は甘やかすより甘やかされたいのよ……はぁ。じゃあそろそろ、昨日の反省会をしましょうか、もともとそのつもりであなたを呼んだのよ」

「俺も、昨日のことで話があってここに来たんだけどさ……このまま反省会やるのか？」

「ええ。このままでやるわよ」

　膝枕状態のまま、日根野は口を開く。

「昨日はごめんなさい」

　そして零こぼれたひと言に、俺はびっくりしてしまった。ともすればいきなり密着してきた時よりも俺は驚いている。言動が荒々しくて、ＳＮＳで炎上しようと自らの主張を曲げない彼女が、どうして素直に謝っているのかが気になった。

「私、チームを組むのが初めてだったから……いつもみたいに何も考えずに突っ込んでばかりで、ＪＪガールズ相手に何もできなかったわ。頭に血が上って冷静なプレイができなかったのよね。だからあの敗北の責任は私にあるわ。本当に、ごめんなさい」

　どうやら彼女も──昨日の試合について、色々と反省していたみたいである。

「……お前でも謝ることってあるんだな」

「まぁ……はらわたが煮えくり返りそうだし、いつかしゅー君に仕返しをしようとは思ってるけど、今はとりあえず私が悪いから謝ろうと思ったの」

　日ひ根ね野のは顔を隠すように反対側を向いている。どこか拗すねたような態度がなんとなく可愛かわいいと思った。そんな彼女を責めたくない……が、そうはいかないわけで。

「言いたいことがありそうね……どうぞ遠慮なく言いなさい。あなたはね、リーダーなのよ。言わなくてはならないことが、あるでしょう？」

　日根野も、俺の甘い考えを許さなかった。リーダーとして、俺には言うべきことをしっかり言わなければならない義務がある──と、そう彼女は伝えていた。

　その通りだ。俺はリーダー……遠慮していてはダメである。

「うん。じゃあ、言わせてもらうぞ。確かに、日根野のムーブはチームに合ってなかった。前のめりになりすぎてて、俺や桜さくらちゃんがカバーできなかった。厳しいことを言うようで悪いけど、今のままだとチームがチームとして機能しない──って、痛い！　やめろっ」

　そう伝えると、彼女はいきなり俺の膝付近をつねってきた。

「正論だわ。私から言い返せる言葉はないけれど、なんかむかつくのよ。しゅー君のくせに生意気ね……でもリーダーとしては正しい発言だわ。よく言えたじゃない」

「怒るのか褒めるのかどっちかにしてくれ」

　何はともあれ、彼女に自覚があるのなら話が早い。












「次からは、もう少し俺たちの動きに合わせてくれると助かるよ。前に出てくれるのはとてもありがたいけど、俺たちが手の届く範囲で暴れてくれ」

「ええ。努力するわ。リーダーのあなたがそう言うのであれば、大人しく従っておこうかしら。これからもしっかり頼むわよ、リーダー」

「うん、任せろ……お前らが信頼できる最高のリーダーになれるよう、頑張るから」

　俺の言葉に日ひ根ね野のは頷うなずいてくれた。思っていたよりも素直な態度を見て、彼女がいかにチームのことを本気で考えているのかが理解できた。

　こいつは出来心や好奇心でプロゲーマーになったわけじゃないのだろう。プロとして、本気でゲームをプレイしているのだ。だからこそ、俺にリーダーであることを自覚させたり、自分の非をしっかり認めてくれたのだ。

「プロとして、勝たなければ意味がないものね」

　勝ちにこだわるその姿勢は、まさしくプロらしいと思った。

「私ね、この現実世界がとても息苦しいの。お嬢様であることを押し付けられた生き方が性に合わないのよね……本当はもっと、自由に生きたい。もっと、暴れたい」

「……現実世界が息苦しいのは、同意できるよ」

　容姿端麗で、恵まれた家に生まれて、何不自由なく育ってきたであろう日根野彩あやですら、現実世界に不満を持っているらしい。だとしたら、やっぱりこの現実はクソゲーだ。本当につまらないなと、改めて思い知らされた気分だった。

「だから、このゲームにはまっちゃったのよね。マートリップでなら、私は違う私でいられる。日根野家に生まれたお嬢様ではなく、黒くろ騎き士しという一人のプレイヤーとして、暴れることができる。それがとても、心地良かったわ」

「うん。そうだな……ゲームの中でなら、理想の自分でいられるもんな」

「ええ。でも、プロになった以上、自己満足なプレイだけをしていてはダメよね。それはプロとして不適切だわ。もっとチームのことを考えて、今後はプレイする」

　決意に満みち溢あふれた言葉に、俺は深く頷いた。やっぱり『黒くろ騎き士し』というプレイヤーをチームに誘って良かったと、強く思わされる言葉だった。

「それで、プロだからこそ……あえて言わせてもらうけれど──やっぱり、スナイパーはこのチームに要らないわ」

　そして、彼女はこんなことを言う。プロとして勝利に拘こだわっている日根野が下した判断は、単なるわがままとして聞き流してもいいものではなかった。

「ＪＪガールズとの試合は、私が前に出過ぎたことが敗北の原因だけど……秋あき月づきさんが後ろにいすぎたのもまた、敗因の一つよ」

　試合を振り返ってみると、日根野の言う通り秋月は前に出てこようとしなかった。

「でも、キルは誰よりも取ってたぞ？」

「いいえ、キルを取るだけじゃダメよ。もっと味方をカバーできる位置にいてくれないと、あのＪＪガールズには絶対に勝てないわ」

　勝てない。そうはっきり言われても、俺は否定できなかった。

「今のままじゃ無理よ。私の立ち回りを変えてもたかが知れてるわ……スナイパーを編成に組み込むのなら、私一人にヘイトを集めても無意味なの。もう一人……前衛のしゅー君が、敵のヘイトを引っ張るアタッカーにならないとスナイパーは機能しない」

　スナイパーライフルとは、敵の意識外から攻撃してこそ真価を発揮する武器だ。そのためには、敵のヘイトをスナイパー以外に向けさせなければならない。

「現状、しゅー君は敵の裏ばかりを狙ってヘイトを集めきれてないわ……不意打ちがあなたの良さなのは、分かってる。でも、スナイパーを編成に組み込むのなら、あなたの動きはダメなのよ」

「……そうかも、しれない」

　反論はできなかった。確かに日ひ根ね野のの言う通り俺は裏ばかり狙っていた気がする。

「チームのお誘いを受けた時点では、私一人が前衛でも試合が成り立つと思ってたわ……だけど、それは無理だったわ。しゅー君にも前衛を張ってもらわないと厳しい」

「でも、俺は対面苦手だから、みんなの負担になりそうだな……」

「それでも、やるしかないわ。アタッカーに必要なのはね、『デスする勇気』よ。キルする実力は二の次で、敵のヘイトをいかに引っ張るかがアタッカーの役目なの」

　今のチーム構成を維持するのなら、俺も前衛として動かなければならない。いわゆる囮おとり役として、敵に身体を曝さらけ出だす必要があると日根野は言っていた。

「私はね、正直なところ、あなたの良さを消すのがもったいないと思ってるわ。潜伏キルの技術だけなら、マートリップ界かい隈わいでもあなたより上手な人はいない。だからスナイパーはこのチームに不要だと思ってる」

　それはつまり、秋あき月づきに別武器を持たせろということになるのだろうか。日根野は俺やチームのことを考えた上で、そう提案しているのだ。

　でも、やっぱり……。

「秋月の力は必要だよ。最強のチームになるためには、秋月がスナイパーライフルを持たなければならないと思ってる。だって、あいつ以上のスナイパーはいない……スナイパー嫌いの黒くろ騎き士しさんも、あいつの実力は認めてるだろ？」

　俺が理想に思うチームに、秋月なぎさという存在は必要不可欠だ。だから変えるべきは俺なのだろう。

「……だとしたら、しゅー君には頑張ってもらうしかないわね。前衛のアタッカーとして敵のヘイトを引っ張りつつ、キルを取らなければならないわよ？　あなたの弱点である対面力の低さも改善しなければならないわ。そうじゃないと、このチームは強くならない」

「ああ。分かった……前衛として、お前のパートナーとして、もっと頑張るよ」

　──強くなる。そう覚悟して、膝の上に頭をのせる日根野に宣言した。

　そうすると、彼女は笑ってくれた。

「ふふっ……一緒に頑張りましょう？　プロとして、勝つチームを作りましょうよ」

　日ひ根ね野の彩あやにとって、プロゲーマーとは常勝しなければならない存在なのだろう。先程から彼女は勝利を強く意識していた。それは間違っていないと思う。でも、俺は『プロ』という存在について、少し違った考え方を持っていた。

「その意識は尊敬できるけど、勝つだけがプロとは思わないけどな」

「あら、そうかしら？　視聴者は強いシャドウムーンを見たがっているだろうから、勝ってこそプロとしての役目を果たせると思うのだけれど」

　加か奈な子こ姉さんは『視聴者やファンの目を意識しろ』と言っていた。日根野はそれの解答として『勝つこと』にこだわることを決めたようだ。

「うん、その通りだと思うよ。勝つことも大切だ。だけどそれだけじゃなくて、ファンを楽しませるのもプロとしての役目だと思ってる」

　勝つだけじゃ足りない。プロになったのだから、それ以上のことを俺は意識したかった。

「昨日の配信でさ、視聴者が『スナイパーライフルを編成に組み込んでここまで強いのはすごい！』ってコメントがあったんだ……やっぱり、プロなんだからそうやって視聴者を『魅了』することも大切だなって、昨日の試合で感じたんだよ」

　俺が考える『視聴者やファンの目を意識しろ』の解答は、『視聴者を楽しませること』である。

「もちろん、勝利は絶対条件なんだけどな。『スナイパー入り編成なのに勝つなんて、さすがプロだ！』『不可能を可能にするなんてすごい！』ってみんなに思わせたい。そして、それだけのメンバーが集まっていると、俺は信じてる」

　そんな俺の考えに対して、日根野は悪戯いたずらっぽく舌を出した。

「べー。そんなの知らないわよ……意見の相違ね。私は自分の考えを曲げないわよ。これからも勝ちにこだわるし、不満があれば遠慮なく言わせてもらうわ」

　とても日根野らしい言葉に、頬ほおが緩んだ。

「そうしてくれ。意見をぶつけ合うのも、チームの成長には必要だからな」

「仲良しこよしは肌に合わないのよね……まぁ、あなたの考えには同調できないけれど、尊重はするわ。リーダーの言うことなんだから、きちんと聞かないとダメよね」

「そうだぞ。俺はリーダーなんだから言うことを聞け……あと、不ふ甲が斐いないところがあったら、しっかり叱ってくれ。そうしてくれると嬉うれしいよ」

「とても立派な姿勢だわ。やっぱりあなたは、とても素敵だと思う」

　日根野は俺の目をまっすぐに見つめながら、優しい声を紡ぐ。

「あなたと一緒のチームになれて、良かった。ずっと、私の大好きなゲームを本気でプレイしてくれる仲間がほしかったの。あなたと出会えて、嬉しいわ」

　冷たい印象のある日根野が浮かべたその優しい笑顔は、普段とギャップがあってなんだかずるいと思ってしまった。

「勘弁してくれ……女子に耐性がないんだよ。そんな可愛かわいい顔を向けてくるな」

「あら？　そのまま襲いかかってもいいのよ？」

「そんなことできるかっ」

　軽く日ひ根ね野ののほっぺたをつつくと、彼女は照れたようにはにかむ。どこかはがゆい雰囲気だったが、ここで邪魔が入った。

「ちっ、へたれ野郎ですね。いい感じなのですから、そこは流れに身を任せるのが普通でしょうに。お嬢様もその気なのですから、最後までいってもよろしいかと思うのですが？」

　ずっと扉の隙間から見てたらしいメイドさんが、盛大に舌打ちしたのである。色々と台無しになった気分だった。

「あの人、ずっと見てたんだな……」

「今ほどあの子をクビにしたいと思ったことはないわ」

　俺と日根野は同時にため息をついて笑い合う。

　日根野の家に来て良かったなと思った。通話で会話するだけなら、こうして日根野と打ち解けることもできなかっただろう。

「とにかく！　今日の夜、また対抗戦をやる予定だ。頑張ろうな」

「ええ。一緒に、頑張りましょうか」

　もっともっと、チームが強くなるために……俺たちは、お互いに頑張ろうと誓い合う。




　そして、夜──チームの対抗戦が始まって。

　一試合目ですぐに、日根野の動きが改善されていたことが見て取れた。

「しゅー君、前に出るわよ！　ついてきてっ」

　昨日は言葉よりも先行しがちだった動きが、今日は抑制できていた。前に出るにしても俺に一声かけた後に動いてくれている。おかげでカバーがとても入れやすかった。

「ここで枚数をかけましょう。桜さくらちゃんも前寄りに出つつ、自分と黒くろ騎き士しが漏らした敵からうさぎを守ってください。うさぎは自分たちがヘイトを集めた敵を狙ってくださいっ」

「りょーかい！　うさぎさんがぴょんぴょこヌいちゃうぜっ」

　うさぎこと秋あき月づきは昨日以上に動きやすそうだった。俺と日根野が前衛としてしっかりヘイトを集めているからだろう。

「ナイスよ、しゅー君。隣にいてくれるだけで助かるわ……でも、まだまだ勇気が足りないわよ。もっと前に出てきなさい。あなたが下がったら、私が孤立するのよ？」

「だったらもう少し引いてくださいっ。ついていくのがやっとなんですよ！」

　日根野も俺が隣にいるおかげか、昨日よりも周りが見えているみたいだ。時々俺の動きに修正を入れてくれる。でも、詰められるタイミングがあれば一気に前に出ようとするので、動きに合わせるのが大変だった。

　アタッカーとして、俺はまだまだ未熟である。今の体を張った立ち回りにまったく慣れていないのだ。ヘイトを集めても踏ん張ることができずにデスも多くなった。

　そうなると、負担がかかるのは『彼女』になるわけで。

「ごめん、やられそう！　桜ちゃん、カバーお願いしますっ」

「……ぁ。ご、ごめんなさい……」

　そして彼女は、俺の負担を背負いきれていなかった。

「いや、ドンマイです。桜さくらちゃん、気にせず切り替えましょう」

　前衛と後衛を繋つなぐポジションにいる桜ちゃんは、昨日より動きが悪かった。

「…………」

　今日は明らかに口数が少なく、立ち位置も中途半端だったのである。試合のキルデス数が表示されるリザルト画面でも、桜ちゃんの数字は良くなかった。昨日に比べて明らかに様子がおかしくて、そのことがとても引っかかっている。

「大丈夫ですか、桜ちゃん？」

「……だいじょーぶ」

　聞いてみても、彼女は言葉少なにそれだけしか言ってくれない。この日は結局、最後まで桜ちゃんの動きが悪いままだった。一応、対抗戦には勝てたものの……今日は有名な強いチームと試合をしていないので、勝利とはいえ素直に喜べるものではなかった。

　一つの問題が解決しても、また新たな問題が発生する。

　まだまだ、リーダーとしてのやるべきことは多そうだった──。
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　もともと、ゲームプレイヤーの『しゅー』は中衛よりのポジションが得意である。影が薄いという特徴は中衛というポジションにとても適しているのだ。

　だけど俺は、『シャドウムーン』で中衛をやるつもりがなかった。

　何な故ぜなら、うちのチームには万能のマルチウェポナーである川合かわい桜がいる。ステージごとに武器を変えることができて、状況ごとに的確な判断ができる万能の彼女は、はっきり言って俺の上位互換に近い存在だ。

　でも、中衛はとても難しいポジションである。前衛と後衛の動きを常に把握していなければならず、シビアな状況判断を強いられるのだ。

　桜ちゃんは前回の試合でそれができていなかった。立ち位置が中途半端で、前衛と後衛を繋ぐようなポジションを取れていなかったのだ。

　それをどう改善していくのかが新たな悩みである。

（どうしようかなぁ）

　昼休み。天気も良かったので屋上に来た俺は、昨日の対抗戦の動画を眺めながら弁当を食べていた。見たい時に動画が見られるタイムシフト機能はとても便利である。

（桜さくらちゃん、小学生だし……あんまり強く言うのはダメな気がするんだよ）

　画面に映る桜ちゃんのマーメイドは動きがおろおろしているように見えた。このままだとチームが上う手まく連携を取れないので、桜ちゃんとも話し合う必要があるだろう。

　でも、彼女は小学生だ……あまり強く言うと委縮させてしまいそうである。別に怒っているわけじゃないので、怖がらせたくなかった。だからこそ、彼女とのコミュニケーション手段に俺は悩んでいたのである。

（対人関係クソ雑魚の俺にはちょっと荷が重いぞ……）

　ゲームのことなのに現実世界の俺が足を引っ張るとは……皮肉である。リーダーとして不ふ甲が斐いないが、懸命に足あ掻がかなければならないだろう。

　そうやって、ぼんやり悩みながら弁当を食べている時だった。

「後輩ちゃん、その美お味いしそうなタコさんウィンナーをいただきですよぉ～」

　箸で持ち上げていたタコさんウィンナーがいきなり食べられてしまった。

　がっつり俺の箸に口をつけていたのは、一学年上の先輩だった。相変わらず神出鬼没である……いつの間にか隣に来てたみたいだ。

「ちょっと、間接キスになるから横から食べるのはやめてくれません？」

　スマートフォンをしまって、近くにある先輩の顔を押しのけようと試みる。しかし先輩は更に近づくばかりで離れようとしなかった。

「へ？　間接キスくらい、大したことないと思いますけどぉ？」

　おっとりした口調が特徴的な女性が猫のようにすり寄ってくる。小さな体と眼鏡が印象的なこの人の名前は穂ほ波なみ穂ほ乃の果かという。俺の通う黒くろ場ば第一高校の二年生だ。

「くっついてこないでくださいよ……先輩いつも長袖だから暑苦しいんです。もう六月ですよ？　衣替え終わってるのになんでまだ冬服なんですか」

「寒がりなんですよぉ～。ちゃんと先生に許可もらってるのでいいじゃないですかぁ～」

「あの……今、考え事するのに忙しくて先輩に構ってる暇はないんですけど」

「そう言わないでくださいよぉ～」

　先輩は俺が迷惑そうな顔をしても気にせずにほんわか笑う。俺の意思なんていつものように無視していた。

「後輩ちゃんの弁当はいつも美味しいですぅ。妹ちゃんが作ってるんでしたよねぇ～？」

「まぁ、そんな感じですけど……あの、そろそろ返してくれませんか？　なんで当たり前のように俺の弁当食べてるんですか」

「んふふ～。先輩はぁ、お腹なかが空すいているのですぅ……あ、怒ったらダメですよぉ？　お詫わびに食べさせてあげるので、許してくださいねぇ～。はい、あ～ん」

　穂波先輩はとても自由な人だ。おっとりと笑いながら俺にあーんしようとしていた。

「どうしましたかぁ？　もしかして恥ずかしいのですかぁ～？」

「……先輩は不思議ですよね。まったく恥ずかしくならないので逆に戸惑います」

　女子との間接キスは、先輩以外が相手ならとても恥ずかしかっただろう。だが、穂ほ波なみ先輩相手だと全然そういう気分にならなかった。

　なんというか、この人……妹のまなに似てるんだよなぁ。自由で俺の話をまったく聞かない上に、構ってほしそうに付きまとってくるところがそっくりなのだ。

　だからこの人を異性として認識していないのだと思った。

「いただきます」

　先輩が突き出してきたお箸にそのまま口をつける。これで自分から間接キスしたことになるのだが、やっぱりなんとも思わなかった。

「なんか餌付けしてるみたいで楽しいですぅ。いっぱい食べてくださいねぇ～」

　何が楽しいのか、先輩は俺にご飯を食べさせようとしてくる。ここで断ろうと先輩は俺の話を聞いてくれないので、好きにさせておくことにした。

　そのまま、先輩の手でご飯を食べさせてもらう。

「やっぱり後輩ちゃんの隣は落ち着きますぅ。あなたは人を嫌いにならない人間ですからぁ、多少わがままを言っても聞き入れてくれて大好きですよぉ～」

　ニコニコ笑いながらいきなり告白されたけど、思わず鼻で笑ってしまった。

「はいはい、ありがとうございます」

「むむぅ。愛の告白だったのにぃ……聞き流すとは、やりますねぇ～。他の子だったら泣いて喜ぶくらいに光栄なことなのですよぉ～？」

「はぁ……でも俺、先輩のことあんまり好きじゃないので」

「あはんっ。そうやって冷たくしてくれるのも学校では後輩ちゃんだけですぅ……そういうところが私は大好きですよぉ」

　俺が否定的なことを言っても先輩は笑い飛ばすだけだった。

「ほら、私ってとても完璧な人間じゃないですかぁ？　勉強ができてぇ、性格も良くてぇ、その上顔がとても良いのですぅ。何もしなくても人を集めてしまう人間なんですよねぇ～」

　穂波穂ほ乃の果か先輩はとても優秀な人だと聞いたことがある。確か、全国模試では一桁常連で、掛け持ちしている複数の運動部をことごとく優勝に導くほどの運動能力も持ってるとかなんとか。見た目はちっこいがなんでもできる人らしい。

　ほとんど友達がいないぼっちの俺ですら先輩の噂うわさを聞いたことがあるくらいだ。相当な有名人なのだが、だからこそ先輩には一人になりたい瞬間というものがあるとのこと。

「人気者としてちやほやされるのも悪くないですけどぉ、やっぱりたまには静かな時間がほしいのですよぉ～」

　そんな時、先輩は人がいない場所を訪れるらしい。俺と初めて会ったのも、本来なら人がいないはずのこの屋上だった。入学して間もない頃、教室が息苦しくて休み時間に屋上で気分転換していたら、たまたま居合わせた先輩が執しつ拗ように絡んできたのである。それから俺と先輩は顔を合わせた時には話をする関係になった。

「だったら俺がいないところに行くべきじゃないですか？　俺のせいで一人になれてないと思うんですけど」

「後輩ちゃんは気を遣わなくていい相手だから、私の中でカウントしてません～」

　とてもすごい人なのだが、実際に話をしてみたらかまってちゃんな一面が強くて呆あきれてしまったのも記憶に新しい。

「そういえば、後輩ちゃんはプロのゲーマーになったそうですねぇ～？」

　俺に弁当を食べさせながら、不意に先輩がそんな話を振ってくる。

「え？　なんで知ってるんですか？」

　素直にびっくりした。先輩には俺がゲームを趣味にしていると言ったことすらないのに。

「なんでかってぇ？　それは『私だから』という他ありませんねぇ。私は天才だから何でも知ってるんですぅ」

　とはいえ、先輩なら知っていてもおかしくないと思わされるから不思議だった。この人は人間をやめているタイプの人間なので、俺のことくらいなんでも知ってるか。

「流石さすがですね」

「今はネット社会ですからぁ。後輩ちゃんがネットでストリーマーとして活動している以上、あなたの情報は私に筒抜けですぅ～」

「え？　俺、一応正体を隠して配信してるんですけど……声とかも女性のものに変えているし、口調も敬語にしてるのに、そんなに分かりやすいですか？」

「いえいえ～。私以外に後輩ちゃんの正体は分からないと思いますよぉ？　普通の人間には気付かれないと思いますから安心してくださいねぇ～」

　俺の正体を勘付かれたのは、先輩がすごいだけだったようだ。それなら秋あき月づきに正体がばれることもなさそうなので良かった。

「俺の配信、見てるんですね」

「ついつい見ちゃいますねぇ。ゲームをしている時の後輩ちゃんは学校と違ってとても活いき活いきしてるからぁ、新鮮で見てて楽しいですぅ」

　先輩は俺を子供のように撫なでながら微笑ほほえんでいる。

「プロになったということは、相応に問題もいっぱい出てくるでしょうねぇ。でも、後輩ちゃんならきっと大丈夫ですよぉ～？　あなたには人を惹ひき付ける魅力があるから、頑張ってくださいねぇ～」

　まるでこちらの状況さえも見通しているような言葉を先輩はかけてくれる。

「はぁ……ありがとうございます」

「何かに熱中してる人間を、私は心から尊敬してますから」

　不意に、先輩は普段俺に話しかけるような間延びした声ではなく、立派な先輩のように丁寧な口調になった。不覚にも、少しだけドキッとした。

「俺の前でも、ずっとこうやって先輩らしかったら好きになってたかもしれませんね」

「あなたが人を好きになるなんて想像できませんねぇ。自分が好かれるはずないと思い込んでる内は、他人を好きになんてなれないと思いますよぉ～？」

「なんで俺以上に俺のこと知ってるんですか？　気持ち悪いです」

「なんですかそれぇ……そこは好感度上がるところだと思うのにぃ。本気で気持ち悪そうな顔しないでくださいよぉ……って、あれぇ～？」

　と、こんな感じで雑談していると、先輩がピクリと顔を上げた。

「私の第六感が反応してますねぇ……屋上に誰か来ますぅ。人数は二人、足音からして女子生徒ですねぇ。二人で屋上に来るということは、何かしら真剣な話をする可能性がありそうですぅ。そういう気配がしますよぉ～」

「なんで足音と感覚だけでそこまで分かるんですか……」

「さてさて、気分転換もできましたからぁ……私はここらでおさらばですぅ。後輩ちゃん、また一緒にお喋しやべりしてくださいねぇ？　あなたとのコミュニケーションは私にとって癒いやしですからぁ～。じゃあ、バイバイですぅ～」

　そして先輩は立ち上がり、俺に手を振る。

「え？　あ、はい。さようなら」

　反射的に手を振り返すと、先輩は俺に背を向けて屋上から飛び降りた。

　……って、ちょっと待て！

「先輩!?」

　慌てて屋上から下を覗のぞき込むが地上に先輩の姿はなかった。ふと右下方向を確認すると、先輩が一階下の壁際の出っ張りを伝って移動していた。やっぱりあの人は超人である……まぁ、うん。無事ならそれでいいや。

「というか、俺も逃げた方がいいのか……？」

　堂々とここにいてもいい気はするのだが、なんとなく気まずいので隠れることにした。

　屋上を見渡すと、扉の近くにちょうど良さそうな室外機があった。そこに身を隠すと同時に屋上の扉が開く。

　やって来たのは二人の女子生徒。一人は見覚えのない少し大人しそうな子で、もう一人は小柄で明るめの髪の毛が特徴的なギャルっぽい子だった。そして顔見知りだった。

（なんか最近、秋あき月づきと関わることが多いなぁ）

　クラスメイトでもあり、かつチームメイトの秋月なぎさがすぐそこにいた。

「ごめんね、急に呼び出したりしちゃって……」

「ううん、大丈夫だよっ。何か相談事でもある感じかな？」

　二人はさっきまで俺が座っていたベンチに腰をかけて話を始める。別に聞きたいわけではなかったのだが、室外機から結構距離が近いので会話が全て聞こえてしまっていた。

「ちょっと真面目な話だから、なぎさちゃん以外には話せなくて……」

「そうなんだ。あたしでよければ、ぜひぜひ聞かせて？」

　秋月は相変わらず優しい子である。申し訳なさそうにしている大人しい子、あっちゃんに気にしないでいいよと笑っていた。

「実はね、彼氏と最近上う手まくいってなくて……」

　相談の内容は──恋愛について。

　あ、これはあれだ。最も盗み聞きしたらダメなやつだ。そう気付いたが、もう遅い。逃げることはできないので、俺はバレないように息をひそめることしかできなかった。

「最近ね、かーくん部活ばっかりでさ……私がちょっと寂しいから、たまにはデートしたいって言ったら、怒っちゃって」

「そっかぁ。彼氏さんって、確かサッカー部だっけ？　そういえば大会近いみたいだね」

「うん、分かってる。だから、今はサッカーに集中させてくれって……でもさ、メールも返してくれないんだよ？　それって酷ひどいよねっ」

「それは酷いなぁ……あたしも、そうやって無視されると悲しいかもだし」

　あっちゃんの相談に秋あき月づきはとても親身である。茶ちや化かしたり、バカにしたり、そういうことは一切しなかった。まるで自分のことのように、真剣に相談に乗ってあげている。

「そうだよねっ。私、別にわがまま言ってるわけじゃないよね……他にもね──」

　それからしばらくは愚痴のような話が続いた。聞いていて割とどうでも良さそうな内容も多々含まれていたが、秋月は最後までしっかり聞いていた。

「あっちゃんの気持ち、分かるよ。不安なんだよね……でも、あっちゃんは可愛かわいいんだから自信持っていいと思うっ」

「そうかな？　私、かー君に嫌われていないかな？」

「そんなこと絶対にないし！　ただ、今の彼氏さんには余裕がないんじゃないかな？　大会が終わるまでは、むしろ応援してあげると彼氏さんも喜ぶと思う！」

「応援……そうだねっ！　今はかー君のこと、見守ることにする！　ありがとう！」

　……傍はたから聞いていた限り、秋月は大したアドバイスをしていないように思う。でも、拙いながらに一生懸命考えてくれていた。それがあっちゃんも嬉うれしいようで、秋月のアドバイスに感謝しているみたいだった。

（……そっか。別に、伝え方なんてどうでもいいんだな）

　秋月を見ていると、桜さくらちゃんとのコミュニケーション手段で悩んでいた自分が滑稽に思えた。気を遣って嘘うそをつく必要はない。しっかりと彼女と向き合って、本気の言葉をかけることが何よりも重要なのである。

　傷つけるかもしれないとか、そういうことを考えて遠慮する方がやっぱり失礼だ。

　桜ちゃんを小学生だと思って軽んじてはダメなのだ。あくまで一人のプレイヤーとして、今後は接していこうと思う。

「元気になった？」

「うん！　なぎさちゃんに相談して良かった」

　あっちゃんは秋月のおかげでスッキリしたみたいだった。屋上に来た当初は暗い顔をしていたが、今はとても明るい表情である。彼女の悩みは無事に解決したらしい。

「あっちゃん、まだ昼休みは終わってないよ？　彼氏さんのところに行って、仲直りしてきた方がいいんだしっ」

「そうだねっ。ちょっと行ってくる！」

　そしてあっちゃんは秋あき月づきを置いて屋上から出て行った。よし、これで俺が盗み聞きしていたことは彼女にばれないで済んだ。

　あとは秋月が出て行ってくれたら良かったのだが。

「……あはっ。やっぱりいた」

　彼女はまるで俺がいたことを分かっていたかのように、まっすぐ室外機のところに歩み寄ってきたのだ。姿を見られてしまったため、俺は仕方なく立ち上がることに。

「き、気付いてたのか？」

「うん。屋上に来た時から、中なか平ひら君っぽい気配がするなーって思ってたけど、あっちゃんにばれたらめんどくさそうだったからスルーしちゃった」

「い、いいのか？　あの話、俺に聞かれたらまずい内容だったと思うんだけど」

「それはもちろん、聞かれたらダメだったよ？　でも、中平君は言いふらしたりするような人じゃないって分かってるもん。大丈夫だよね？」

　彼女はニコニコと笑いかけてくれる。とても優しい笑顔で、俺の頬ほおも緩んでしまった。

「言いふらしたりなんかしない……というか、できないって言った方が正しいな。だって、俺にはそんなことを言い合えるような友達がいないからな！」

「うぅ、悲しいことを力強く言わないでっ。秋月さんはちゃんと中平君の友達だよ？」

　秋月は俺の肩をポンポンと叩たたく。相変わらず距離感が近くてドキッとした。もう少しスキンシップとか控えてくれると、緊張しなくて済むんだけどなぁ。

「まぁ……あれだ。今日聞いたことは忘れる。俺は何も聞いてないことにしておくから、誰かに言いふらす心配は要らないよ。お前にも、お前の友達にも迷惑はかけないから」

「そうしてくれると嬉うれしいなぁ……あっちゃんたち、付き合ってることを内緒にしてるから。周囲にからかわれるのが大嫌いだって」

「だからお前だけに相談してたのか」

「……でも、あたしは恋愛経験ないから、大したアドバイスできなかったなぁ」

　秋月は屋上の手すりにもたれかかりながら空を見上げていた。

「秋月は付き合ってる人、いないんだな。お前ならモテるだろうに……なんか意外だ」

「うーん……実はそこそこ告白されてるんだけど、お付き合いには至ってないのが現状ですな～。あたしも、彼氏がほしくないってわけじゃないんだけどね」

　そんなことを言う秋月はまるで誰かを思い出しているかのような表情をしていて、俺は思わずこんなことを聞いてしまった。

「もしかして好きな人でもいるのか？」

「うぇ!?　す、ストレートに聞いてくるにゃあ……秋月さんはびっくりだよぉ」

　その問いに、秋月は頬を赤く染める。

　恥ずかしそうにしていたが、それでもしっかりと答えてくれた。

「でも、中平君だったら教えてもいいかな……」

　照れたようにはにかみながら、秋あき月づきは小さく頷うなずいた。

「いるよ。大好きな人が、いる……誰かは教えられない、というか教えようがないんだけど……大好きな人だよ。このことは誰にも言ったことないから、内緒にしててね？」

　──可愛かわいい。

　ふと、彼女を見てそう思った。秋月の言葉、表情、態度が、大好きという感情を表現していて、とても魅力的に見えたのだ。

「友達もクラスのみんなも、もちろん中なか平ひら君も好きではあるけど……その人だけは本当に特別なの。だから『大好き』なんだぁ」

「……そうなんだな」

　こんな子に好かれている人はとても幸せ者だと思った。

「秋月なら、きっとうまくいくよ。お前より可愛いやつを妹以外で見たことがない」

「何それ、褒めてるのっ？　結局妹さんに負けてるしっ」

　軽やかに笑う秋月をなんだか見ていられなくなって、俺も空を見上げた。

　別に、彼女のことが好きだったわけではない。だから傷ついているとか、ショックを受けているとか、そういう感情はなかった。

　ただ、彼女の恋愛がうまくいけばいいのに──と、俺にしては珍しく素直に思っていただけである。ほんの少しだけ胸が痛い気がしないでもないが、秋月に幸せになってほしい気持ちは本物だった。クラスメイトとして……それから、チームメイトとして。彼女の恋が実ることを、陰ながら見守ろう。

「あ、そろそろお昼休み終わっちゃう！　急いで戻ろう、中平君？」

「分かった。めんどくさいけど、行くか……」

　時間も頃合いなので、俺と秋月は教室に戻ることにする。笑いながら前を歩く彼女を眺めながら、俺はグッと拳を握った。

　やっぱり秋月には笑顔が似合う。この笑顔を曇らせないためにも、俺にできることはしっかりやっていこう。まぁ、恋だの友情だの、青春関連の問題には何もできないが。

（青春なんて縁のない俺が、ゲームくらいマジになれなくてどうするんだよ）

　ゲームのことなら、俺にでもやれることがある。チームが勝てるように、しっかり桜さくらちゃんと向き合おうと思った。




　さて、学校も無事に終わって放課後になったわけだが。

（日ひ根ね野のは通話よりも顔を合わせて話した方がいいって言ってたし、桜ちゃんともできれば直接会った方がいいよな）

　帰路についた俺は、桜ちゃんとどうやったら会えるのか考えながら歩いていた。

　最も手っ取り早い方法は、連絡を取って待ち合わせをすればいいだろう。でも、小学生と待ち合わせするのは周囲からの目が気になるし、どうしようかな。

（……そういえば、桜ちゃんって小学校六年生だよな？　つまり、まなと同級生か）

　桜さくらちゃんと俺の家はそこまで遠くないと加か奈な子こ姉さんが言っていた。あの子が同じ区域内にいるとすれば、妹のまなと同じ学校に通っている可能性も低くない。

　いや、もしかしたら桜ちゃんとまなが友達である可能性もある。我が妹は兄と違って交友関係がとても広いのだ。

（とりあえず、まなに桜ちゃんのこと聞いてみて、ダメだったら連絡とってみるか）

　そんなことを考えていると、いつの間にか家に到着していた。小学校はもう終わっているはずなので、まなは帰ってきているだろう。

「ただいまー」

　我が家の扉を開ける。いつも通りまなが飛びついてくると思ったのだが、予想外にもまなはやってこなかった。

「まな？　帰って来たぞー」

　おかしい。俺のことが大好きすぎてしょうがない妹は、俺が帰ってきたら絶対に出迎えてくれる可愛かわいいところがあるのだ。もしかしてまだ帰って来てないのだろうか……首を傾かしげながら、俺は自分の部屋に向かおうとする。

　その道中、裸の幼女と遭遇した。

「────」

　あまりの出来事に、俺は言葉を失った。

　色素の薄い髪の毛。おっとりとした目元。まなと比較しても小さな体は、血管が浮き出て見えそうなほどに白かった。

「あ……しゅー、おかえりなさいっ」

　一方、裸の幼女は俺を見てもまったく動じなかった。ぺこりと頭を下げてから、なんとその子は俺にギュッと抱き着いてきた。

「しゅー、やっとみつけた！」

　そして俺は、ようやく彼女が誰かを理解する。俺のことを『しゅー』と呼び捨てにする人物は一人しかいない。

「……さ、桜ちゃん!?」

　そう。俺が最も会いたかった子がいたのだ。しかも裸でギュッとくっついている。

　ちょっと意味が分からなくて、大いに戸惑ってしまった。

「え？　何事？　もしかしてまながこの世から消えて桜ちゃんと入れ替わった!?　これから桜ちゃんが俺の妹になったのか！　なるほど、よろしくな」

「なるほどじゃないよ！　お兄ちゃんの妹は今現在未来過去関係なくいつだってまな一人なんだからねっ。いくらさっちゃんでも妹の座は譲らないもん！」

　と、ここでようやく妹のまなが姿を現す。まなも桜ちゃんと同様にすっぽんぽんだった。

「なんで裸なんだよっ」

「お風呂入ってただけです～。六時間目の授業が体育だったから汗かいちゃったんだよっ。だからさっちゃんと一緒にお風呂入ってたの！」

「うんっ。さっちゃんね、しゅーのおうちのおふろかりてた！」

　つまり二人はお風呂上がりで、だから裸だったようだ。

「服を着ろよ……」

「お着替え取るのわすれちゃったんだもーん。さっちゃん、お洋服とってくるから、ちょっと待っててね！」

「いや、俺が行く！　だから桜さくらちゃん、少し離れよう？　というか、裸で男の人にくっついたらダメだからな？」

「わかった！　しゅーだけにくっつく！」

「ずるーい！　まなもお兄ちゃんにくっつくー！」

　服を取りに行くことを口実に桜ちゃんと離れようとしたが、無意味だった。桜ちゃんは余計にくっついてくるし、何な故ぜかまなもくっついてくるしで、散々である。結局二人から離れることはできず、俺は裸の幼女二人を引きずって自分の部屋に向かうことになった。

「えへへっ。しゅーがいるっ」

　桜ちゃんは俺と一緒に居ることを喜んでるみたいで、嬉うれしそうな笑顔を浮かべながらくっついてくる。

　ベッドに座る俺の上に座ってきて、彼女はすりすりと擦り寄ってきた。

「ようこそ、俺の家に……突然来てびっくりしたよ。まなとは友達なのか？」

　頭を撫なでながら気になってたことを聞いてみると、彼女は元気よく頷うなずいた。












「うん！　まなとはおともだちっ」

「仲良しだよね～。同じクラスでずっと一緒なんだよ？」

　まなは後ろから俺にもたれかかりながら、補足するようにそんなことを言う。

　意外にもまなは桜さくらちゃんに嫉妬したりしていなかった。俺のことが大好きすぎる妹なら、てっきり俺が他の女の子とべたべたするのを嫌がると思ってたのだが、そんなこともないらしい。むしろ桜ちゃんと俺の橋渡しをするように間に入ってくれていた。

「珍しいな。いつもだったら『お兄ちゃんを取らないでっ』とか言いそうなのに」

「え～？　まなはそんなに心が狭くないよっ」

「でもお前、加か奈な子こ姉さんには敵意むき出しだっただろ？」

「叔母さんはダメ！　だってあの人、お兄ちゃんを独占するタイプの人間だもんっ」

　なるほど。加奈子姉さんだけが特別ダメだっただけで、まなは別に他の女子が俺とくっつくのは気にしないようだ。

「まなはわがままな女の子じゃないもんっ。お兄ちゃんの都合のいい妹でいるって決めてるんだよ？　こんなにお兄ちゃん思いの妹、かわいいと思うでしょ！」

「いや……そこまで考えてるとか、愛情が重くてちょっと引く」

「重くない！　普通の兄妹愛だよ！」

　絶対に普通ではないと思う。愛情は相変わらず重かったが、ともあれまなの意外な一面を見られて良かった。

　俺に恋人ができても、まなは純粋に祝福してくれそうである。

　まぁ、こいつはある意味で俺のことを信頼しているのだろう。俺に好かれていると絶対に信じているからこそ、恋人ができようと自分の立場が揺るがないと分かっているのだ。

　本当に可愛かわいい妹だ……俺はきっと、こいつに愛され続けるのだろうなぁ。まぁ恋人はできないだろうから、もしかしたら俺を愛してくれるのはこいつだけかもしれない。

「じゃあ、そろそろまなはさっちゃんのお洋服を乾かしてくるね？　ついでにお夕飯作ってくる！　さっちゃん、ごはんも一緒に食べようねっ」

「まなのごはん、たのしみ！」

　どうやらまなは部屋を出ていくようだった。

「お兄ちゃん、さっちゃんがおしゃべりしたいことあるって言ってたから、よろしくね？」

　……なるほど。どうして桜ちゃんが俺の家にいるのか気になっていたが、彼女が俺に会いたくてやって来たようだ。

「桜ちゃんは俺とまなが兄妹だって知ってたのか？」

「しってた！　まなからしゃしんみせてもらったことあるっ」

　桜ちゃんはまなから俺の写真を見せてもらったことがあって、顔を覚えていたらしい。もしかしたら初めての顔合わせの時に俺を見て『まなのお兄ちゃん』であることに気付いたのかもしれない。

　そして今日、俺に話があった桜ちゃんは、まなにお願いして俺のところに来たようだ。

「まなと仲良しなんだな」

「うん！　まなはね、いつもさっちゃんのことたすけてくれるのっ」

　……あ、どうしてまなと桜さくらちゃんが仲良しなのか、分かった。

　まなは俺のようなダメ人間が好きである。なんでも、手間がかかる人間にしか興味が持てないようだ。桜ちゃんはどちらかというとダメ人間寄りというか、放ほうっておけないタイプである。お世話しがいがあるのでまなと桜ちゃんの仲が良いのだと思った。

「それで、桜ちゃんは俺に何か用事でもあったのか？」

　膝の上に座る桜ちゃんに問いかける。俺に会いたがっていたということは、何か話があるということだろう。

「うんっ。さっちゃんは、しゅーにおはなしがあります」

　彼女はコクリと頷うなずいて俺の方をジッと見てきた。

「あのね……えっとねっ」

　しかし自分の考えを上う手まく言葉にできないみたいだ。

　恐らくだが、桜ちゃんは昨日のことについて何か言いたいことがあるのだと俺は思っていた。しかしこの子は話すことがあまり得意じゃないみたいなので、次の言葉に詰まっているのだろう。

「どうした？　もしかして、昨日の試合のことで何か言いたいことでもあるのか？」

　年上として、リーダーとして、桜ちゃんを助けるためにもあえて質問してみる。そうすると、彼女はコクコクと頷いた。

「うんっ。きのーのしあい！　さっちゃんはね、あんまりうまくできなかった……」

「うまくできなかったって、どんな感じで？」

「……わかんない」

　とはいえ、やっぱり説明するのが難しいみたいだ。シュンとしてしまう桜ちゃんを見ていると、彼女には申し訳ないが少し頬ほおが緩んだ。

　ああ、この子もチームのことを真剣に考えてるんだ──と思えたのだ。やっぱり俺は桜ちゃんを軽んじていたのだろう。

　もしかしたら桜ちゃんは、プロとしての責務を理解してはいないかもしれない。それでも桜ちゃんは、彼女なりに真剣にチームのことを考えてくれているみたいだ。

　それがなんだか、とても嬉うれしかった。

「じゃあ、昨日の試合の動画を見ながらお話してみるか」

「そーするっ。しゅー、ありがと」

　桜ちゃんも頷いてくれたので、俺は早速モニターに昨日の試合を映した。配信している動画は配信サイトにアーカイブとして残っているので、反省会で活用できる。

　他にも、『ＶＲ観覧席』という機能を使えば、実際の試合シーンをＶＲで見ることができるのだが、今は桜ちゃんの顔を見ながら話がしたかったので、あえて動画を利用して反省会をすることにした。

「桜さくらちゃんは、どんなところが『うまくできなかった』と思った？」

「えっとね……ここっ。ここでね、なぎさがしんじゃった」

　桜ちゃんが声を上げたシーンは、チームの最後衛である秋あき月づきがキルされた場面だった。ここは前衛を張っていた俺がデスした直後である。桜ちゃんは俺のデスをカバーしようと前に出たが、この判断が遅かった。前に詰めるより先に敵の方が前に出てきて、スナイパーの秋月がデスしたのである。

「さっちゃんは、なぎさをまもらないとダメでした」

　桜ちゃんも判断が遅かった自覚があったようだ。ここだけじゃなく、昨日はずっと桜ちゃんに迷いがあったように感じる。口数も少なかったし、あまり精神状態が良くなかったように思える。そのメンタルがプレイにも影響を及ぼしていたのかもしれない。

「昨日はちょっと元気がなかったな。プレイもいつもの桜ちゃんらしくなかったし……何かあったのか？」

　彼女がきちんと話せるように、言葉を選んで問いかける。

　そうすると、桜ちゃんは小さく頷うなずいた。

「……あのね、さっちゃんね、こわかったの」

「怖かった？　敵チームが怖かったのか？」

「ううん……しゅーたちが……けんかしてるとおもってました」

　そう言われて、俺は彼女のメンタルが不安定になっていた理由に気付いた。

（桜ちゃんが怖がっていたのは、俺たちのせいだったのか……）

　原因は、ＪＪガールズに惨敗した初日だろう。あの時はショックのあまりみんな落ち込んでいた。年長者である俺たちも余裕がなくて、チームの雰囲気がとても暗かった。

　年下の桜ちゃんはその雰囲気が怖かったのだろう。もしかしたら俺たちが自分のことで怒っていると思っていたのかもしれない。

「けんかはしてないよ。怒ってもなかった……でも、桜ちゃんを怖がらせてごめん」

　頭を優しく撫なでながら、ゆっくりと言葉を紡ぐ。年上として申し訳なく思っていたのだが、桜ちゃんは首を横に振った。

「ちがうっ。さっちゃんね、ゲームだから『たのしー』ってしてるだけでした……でもね、ちがうの。みんな、しんけんだから……さっちゃんも、ちゃんとやらないといけません」

　俺たちが悪いわけじゃないと、桜ちゃんは言っている。今まで彼女はゲームを楽しんでいるだけで、でもそれは違うと気付いたと言っているみたいだ。

　たぶん、そういうことだと思う。拙いながらに一生懸命なおかげで、桜ちゃんの思いがある程度理解できた。通話越しだとこういうわけにはいかなかっただろう。声だけじゃなくて、表情や仕草などから、桜ちゃんの気持ちが伝わってくるのだ。

「だからね、さっちゃんのわるかったところ……おしえて？　もっといっぱい、がんばりますっ。じょーずになって、みんなのことたすける！」

　俺たちのピリピリした雰囲気が、本当は怖かったはずだ。でも、彼女なりに俺たちがどうして落ち込んでいたのか考えて、しっかりと理解してくれたみたいだ。

　チームが強くなるために、自分ができることを頑張る──か。こう考えてくれるということは、つまり桜さくらちゃんにも『プロとしての自覚』が芽生えた証拠だろう。

　ただ楽しむだけでは、プロになった意味はない。やっぱり俺たちには『勝利』という義務が課せられている。

　しかし、だからといって『楽しむ』ことを否定するのは、少し違うと思った。

「真剣にプレイするのはいいことだと思うよ。でも、ゲームはやっぱり楽しくプレイしないと、上手にならない。『たのしー』って気持ちも大切にしてあげようか」

　勝利した上で楽しんでこそ、プロだ。

「桜ちゃんが楽しくプレイして、それからもっと強くなってくれたら、みんな嬉うれしいと思うよ。俺もまだまだ力不足だし……一緒に頑張ろう」

「……うん！　わかった、しゅーといっしょなら、いっぱいがんばれる！　あと、いっぱい『たのしー』ってなる!!」

　満面の笑顔を浮かべる桜ちゃんは、膝上でゆさゆさと体を揺らす。甘えるような態度がとても愛らしかった。

「よし、昨日の試合の反省するかっ。桜ちゃんも、気になったこととか、聞きたいことがあったらちゃんと口に出すんだぞ？」

「わかった！」

　それからしばらくは、二人で試合の反省会をした。桜ちゃんのプレイで気になってたことを一つ一つ丁寧に教えてあげると、彼女は理解しようと一生懸命聞いてくれた。

　はっきり言うと、桜ちゃんは理解が早いタイプではない。しかし分からないことを分からないと言える素直な子なので問題はなかった。こういう子は時間をかけてあげると全部理解してくれるので、中途半端に理解したつもりで満足するタイプよりやりやすい。

　あと、桜ちゃんの動きは俺に近いので教えやすかった。

　攻め一辺倒の日ひ根ね野のではなく、受け身一辺倒の秋あき月づきでもなく、状況を読んで試合をコントロールすることを重視しているところが、俺とそっくりである。

「桜ちゃんのプレイは俺と似てるな」

　ふと、思ったことを口にしてみると、桜ちゃんはきょとんと首を傾かしげた。

「うん、そーだよ？　さっちゃんね、しゅーのゲームいつもみてるのっ」

「え!?　み、見てるのかっ」

　当たり前のように言われたのだが、初耳である。秋月とか日根野も見てるって言ってたけど、まさか桜ちゃんも見てたとは……なんだか照れくさい。

「そっか。見てくれてるんだな。ありがとう」

「さっちゃんもありがとーする！　さっちゃんはね、しゅーのゲームみてマートリップはじめましたっ」

　どうやらこの子がマートリップを始めたのは俺の配信がきっかけだったらしい。

「しゅーはね、さっちゃんのあこがれなんだよっ。ずっと、しゅーといっしょにゲームしたかったの！」

　桜さくらちゃんは俺と一緒にプレイがしたくてプロのオファーも受けたのだろうか……だとしたら、俺とプレイスタイルが似ている理由も分かる。

　この子、俺の立ち回りを真ま似ねしているのだ。

　とはいえ、俺の立ち回りは自分で言うのも何だが結構難しい。シビアな状況判断能力が強いられるのだが、桜ちゃんは才能があったようでそつなくこなしていた。

　彼女は間違いなく天才に分類される人間である。俺の立ち回りをコピーしてるし、それからあらゆる武器を使いこなせているのだ。

　今はまだ幼いせいかメンタルがプレイに影響を及ぼしがちだが、きっと近い未来には誰も手が付けられない中衛プレイヤーになっていることだろう。

　そんな彼女とプレイできている俺は、もしかしたらとてもラッキーなのかもしれない。

「……これからも、一緒にゲームしような」

「するっ。しゅーといっぱいゲームしたい！」

　それに、ゲームの腕前とは関係なく、桜ちゃんは可愛かわいい子だった。無邪気に笑うこの子が愛いとしくなって、無意識に抱きしめてしまう。

　地味で、影が薄くて、どんなに努力しようと評価されなかった俺を、この子はしっかり見てくれていた。プレイの解説は丁寧だがあまり面白みがないと言われている俺の配信を、この子は好きだと言ってくれた。まだ小学生だというのに、俺とゲームがしたいという理由だけで、プロチームのオファーも引き受けてくれた。

　こんなに俺のことを思ってくれる桜ちゃんを、愛しいと思わずにはいられなかった。

「桜ちゃんからも、俺のダメなところとか見つけたら教えてくれ」

　胸に抱く彼女の体温の高さを感じながら、なおも反省会を続ける。

「わかった！　えっとね、しゅーは……たんじゅん？　もっと、ぐちゃぐちゃーってしたらいいとおもうっ」

「単純……ぐちゃぐちゃ……どのあたりでそう思ったか教えてもらっていいか？」

　ちょっと表現技法が独特すぎてよく分からないので、実際の試合を見ながら説明してもらうことに。

「ここ！　ここでね、しゅーはたんじゅんだから、しんじゃった」

　桜ちゃんが指摘したシーンは、俺が敵の一人と対面してすぐに撃ち負けたシーンだった。前衛としては情けないほどの瞬殺っぷりである……なるほど、そういうことか。

「単純……動きが単純ってことか」

　桜ちゃんは『俺の動きが単純で読みやすい』ということを言いたかったらしい。だからこそもっとぐちゃぐちゃ……つまり複雑に動くことで、敵を翻弄した方が良いと言ってくれてるみたいだ。

（自分の動きも、少し見直した方がいいな）

　反省もしつつ、それからも桜さくらちゃんと一緒に色々なことを話し合う。おかげでとても有意義な時間が過ごせたと思った。

「今日の夜も対抗戦やるから、反省した点をしっかり修正していこうな」

「さっちゃん、がんばりますっ」

　さて、反省会はこんなところでいいだろう。そろそろ夕方の六時になる。桜ちゃんを遅く帰宅させるわけにもいかないので、少し早いが夜ご飯にしよう。

「じゃあ、まなのごはん食べようか。あ、ご両親に夜ご飯食べるってきちんと伝えたか？　帰りも少し遅くなるけど大丈夫か？」

「だいじょーぶっ。ちゃんとママにいった！」

　と、いうわけで、この後はゲームのことを忘れて、ゆっくりと過ごした。

「今日はさっちゃんが大好きなオムライスにしましたー！」

「やったー！　さっちゃんね、オムライスだいすきっ」

「ねぇねぇ、さっちゃんも一緒にお兄ちゃんのオムライスに落書きする？　ケチャップでいっぱい何か書いちゃう？」

「うん！　かくー！」

「……ほどほどでよろしく頼むな」

　いつもより一人多い食卓は、賑にぎやかでとても楽しかった。妹がもう一人増えたみたいでなんだか悪くないと思った。

　夕食の後は桜ちゃんを家に送ってから、色々と雑用を済ませる。

　そして今日もまた、対抗戦の時間が訪れるのだった。




「……とても動きやすいわ」

　対抗戦中、日ひ根ね野のがぽつりとそう呟つぶやく。

「桜さん、今日はとってもカバーが早いわね。上出来よ」

「うんっ。さっちゃんにおまかせっ」

　昨日の元気がなかった桜ちゃんはどこへ行ったのか。今日の彼女は元気いっぱいである。そのおかげでチームの雰囲気も良かった。

　もしかしたら『シャドウムーン』のムードメーカーは彼女なのかもしれないな。

「あたしもすっごいやりやすいかも？　前衛がヘイト買ってくれるし、桜ちゃんが守ってくれるし？」

　前衛と中衛がしっかりしてきて、後衛の秋あき月づきの負担も減ったようだ。今日は攻めに集中できているようで、今までよりかなりのキルをとっていた。

　あの子のおかげで、みんな今日はとてもいい調子である。

「桜ちゃん、ナイスです！　この調子で頑張っていきましょう」

「わかった！　いっぱいパンパンがんばりますっ」

　いっぱいパンパンって……パンパンはたぶん、銃を撃つ擬音だろう。他意はなさそうだけど、別の意味に捉えてしまうあたり、自分が穢けがれていると感じた。

　それにしても、今日の桜さくらちゃんは完璧だった。やっぱりこの子は天才なのだろう……俺との反省会で指摘した点を全て修正していたのである。

　おかげで、チームが大分まとまってきた。結成した初日こそ足踏みしたが、たった二日でここまで修正できたのは大きい。あとは、単純にチームの練度を上げるだけだ。もっと力を合わせれば、きっと俺たちは最強のチームになれる。俺たちが惨敗したＪＪガールズに勝てる日も、そう遠くはないだろう。

　だから俺ももっと頑張っていこう──と、そう決意するのだった。
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　日ひ根ね野のと桜さくらちゃんが自分の動きを修正して以降、チームは確実に強くなっていた。

　あれから一週間ほど毎日対抗戦を続けているが、ほとんど負けることのない日々が続いている。チームとしての練度も順調に上がりつつあった。

　勝利の最も大きな要因となっているのは、やはり最強のスナイパーである『うさぎ』の存在感が大きいからだと、俺は分析していた。

　現状、あのレベルのスナイパーを編成に組み込んでいる固定チームはなかなかない。そのせいか、敵チームがスナイパー慣れしておらず、うさぎに無双されていたのだ。あまりの腕前にマートリップ界かい隈わいでは既に『化け物』の異名を獲得しつつある。

「ポカポカしてて良い天気ですな～」

　そんなうさぎが、現実世界ではギャル充系女子であることが未いまだに信じられなかった。ましてや、太陽の光を浴びながら欠伸あくびを零こぼしている無防備な女子と同一人物とは思えない。気が緩んでるのか、制服もゆるゆるである。おへそがチラチラ見えていた。

「なんでお昼休みなのに屋上に来てるんだ？」












「えー？　中なか平ひら君がいるからに決まってるしっ」

「そういう勘違いさせるような発言やめろよ……」

「にゃはは。最近遅刻ばっかりだから心配してきてあげたんだよっ。ありがとーって言えないのかな？」

「……おへそ見えてるぞ。ありがとう」

「そこはお礼言わなくていいよ!?　もーっ。中平君の前だとちょっと油断しちゃうなぁ……あたし、結構ガード固いタイプなのに」

　お昼休み。恥ずかしそうにお腹なかを隠す秋あき月づきを横目に、弁当をパクパクと食べ進める。

「でも！　今週はずっと遅刻ばっかりで、心配してるっていうのは本当だからねっ。何かあったりするの？」

「心配してくれてありがたいけど、大丈夫だよ。単純に朝、起きられないだけだ」

　もっと正確に言うなら、マートリップのやりすぎだ。最近はチームの対抗戦の後も夜遅くまでプレイするのが日常になっていた。そのせいで朝は起きられないのである。

「体調が悪いとかじゃなければいいんだけど……って、寝坊もダメだし！　もーっ」

　軽く肩を小突かれて、少し頬ほおが緩んだ。こいつは相変わらず優しい子だ。

「今日は友達とご飯食べなくていいのか？」

「ん～。別にいつも約束してるわけじゃないんだよねー……たまにはいいでしょっ。なぎさちゃんも息抜きがしたいの」

「……そういう時もあるか。お前、みんなに気を遣ってばかりで疲れてるだろうし」

「むむぅ。中平君のくせにあたしのことを見抜いていたとはっ……そうなんだよねぇ。あたし、自分より他人を優先しちゃう性格だからなぁ」

　俺の言葉に、秋月は深いため息をつく。

「別に、みんなと一緒にいることが嫌いってわけじゃないよ？　でもね、ずっと一緒だと疲れちゃう。あたし、嫌なことをはっきり嫌って言えないんだよね……」

「お前、いい子だから人の悪口とか言えなさそうだな」

「うぅ、はっきり言うなよぉ……でもその通りかも。あたしは他人の悪口が嫌いだから、自分からは絶対に言わない。だから悪口を聞くのも嫌なのに、悪口を言えないからはっきり指摘することもできないんだよ」

　彼女は優しくていい子だからこそ、現実世界を生きにくいと感じる部分があるみたいだ。

「でもみんな、他人の悪口が好きでしょ？　あれは『いじり』だから大丈夫ってみんな正当化するけど、あたしはそういうの苦手」

　そういえば一週間くらい前の昼休み、秋月が教室で上位カーストの女子たちと昼食を食べている際に他人の『いじり』みたいな話で場が盛り上がっていた。ああいう話題がこいつは大嫌いだったみたいである。

「別にみんな悪い子じゃないのに、なんでかなぁ……真面目にやってる人を茶ちや化かしていいって考えがあるのが、あたしはあんまり好きじゃない」

「それが楽しいんじゃないか？　俺には欠片かけらも理解できないけど」

「そうなのかなぁ……あんな感じで茶ちや化かすから、真面目に恋愛してる子も気まずそうに隠しちゃうんだよっ。それって酷ひどいと思わない!?」

　と、ここで秋あき月づきが俺に詰め寄ってきた。何か思うところがあってヒートアップしているのだろう。薄くメイクされた可愛かわいい顔がぐっと近づいてきて、ドキッとした。

「お、落ち着け……」

「これが落ち着いてられるかー！　恋愛ってさ、悪いことじゃないのにっ……隠さないといけないなんてあたしは許せないんだよ！　好きな人とお付き合いできたんだったら、堂々と一緒にいればいいのに」

　拗すねたように頬ほおを膨らませて、秋月は熱弁する。言いたいことはよく理解できた。

「まぁ、堂々とイチャイチャされてもむかつくけどな」

「べ、別にイチャイチャしてもいいでしょっ。好きな人と一緒にいたら、絶対イチャイチャしたくなるよ！」

「ふーん。秋月はそのタイプなんだな」

　何の気なしに思ったことをそのまま口にしただけなのだが、この一言が秋月にとってはクリティカルだったようで。

「え!?　え……えぇ？　そ、そんにゃこともにゃいよ？」

　爆発したように顔を真っ赤にしてもじもじしていた。

「……そこまで動揺することでもないだろ。恋愛観は人それぞれだしな」

「で、でもぉ！　自覚がなかったんだよぉ……あたし、結構べたべたするタイプなのかな？　今まで恋愛したことないから知らなかった」

「まぁ、それも愛情表現の一つだからな。彼氏が許容できたら問題ないと思うけど」

「……ちなみに中なか平ひら君は、べたべたされるの大丈夫？」

　聞かれて、まなのことを思い出す。あいつにべたべたされるのは全然嫌いではなかった。

　だけど、たまにうざかった。まなのこと大好きだけど、ずっと付きまとわれると少し困る。お風呂とかにも入ってこようとするから自重しろって思うんだよなぁ。

「大丈夫、とは思うけど……正直な意見を言うと、うざい時もあると思う」

「う、うざい？　ねぇねぇ、本当にうざい？　あたし、もしかして……重い？」

「時と場所による。うん、二人きりの時とかだったらいいんじゃないか？　俺も付き合ったことないから詳しくは知らんけど」

「気を付けます……ぁぁん！　恥ずかしいにゃぁ。あたしって、こんなところあるんだ……知らなかったよぉ」

　秋月は両手で顔を押さえて悶もん絶ぜつしている。相当恥ずかしかったらしい。

「な、内緒にしててね？　こういうの、絶対いじられちゃうんだよぉ……」

　涙目になって震える秋月。庇ひ護ご欲をそそる表情がとても可愛かった。

「お前みたいな子に思われてる相手は本当に幸せ者だな……」

　率直な感想が思わず口から零こぼれでる。それくらい、彼女が魅力的に見えたのだ。

「思ったより情熱的なんだな。こんなに愛されてる相手が羨ましいよ」

「え？　え!?　な、なんだよ中なか平ひら君まで……からかってるのかよぉ」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤く染める秋あき月づき。こういうところが可愛かわいいんだよなぁ……とはいえ、彼女の秘密を知ってしまったので、ここは平等に俺からも秘密を教えることにした。

「まぁ、誰かに知られる心配はしなくていいよ。俺、たぶん学校やめるかもしれないから、誰かに言うことが物理的にできなくなるだろ？」

　秘密というか、誰にも言ってない情報である。彼女の秘密を知ってしまったので、こちらも秘密を明かしてみて秋月の不安を取り除いてあげようと思った。

「えー!?　本当に？　冗談とかじゃなくて？」

　俺の話を聞いて、秋月はびっくりしていた。

「な、なんで？」

「うーん、理由は言いにくいんだけど……家庭の事情とかかな？　うん、そんな感じ」

「そうなんだ……それは寂しいなぁ……。考えなおしたりしないの？」

　俺なんて彼女からしたらどうでもいい人間のはずなのに、クラスメイトで顔見知りだからという理由で引き留めてくれた。ただそれだけで、俺はとても嬉うれしかった。

「うん。色々あって、学校に通う必要がなくなりそうなんだよ。お前には色々とお世話になった。いつも気にかけてくれてありがとう」

「……もういつやめるのか決定してるの？」

「それはまだだな。でも、近いうちにやめるつもりではある。遅くても一カ月以内には」

「うぅ、あたしの気軽に話せるお友達がいなくなっちゃう……でも、それが中平君の決めたことなら、応援する！　がんばれっ」

　まぁ、彼女はお別れすることになると思ってしんみりしているが、実はチームが一緒なのでこれからも関わる機会はある。

　しかし、彼女に正体を明かすつもりはないので、お別れと言えばお別れになるのか。

「お別れする日が決定したら言ってね？　ちゃんとさよならとか言わせてよっ」

「分かった。その時がきたら、必ず」

　そこまで話をした後に、昼休みはちょうど終わりとなった。

　秋月とこうして話ができるのはもう少しだろう。学校をやめることにまったく後悔はないが、秋月と会えなくなるのは少しだけ残念に思えた。

　だが、彼女はもともと俺と住む世界の違う人間である。今、こうして関係ができた一瞬の時間を大切な思い出にするくらいがちょうどいい。

　現実世界なんてくだらないのだ。俺はこれから、ゲームだけをして生きる。

　そのためにも、ゲームだけに集中できるよう、学校をやめる準備を進めなければならないだろう。後で加か奈な子こ姉さんに連絡でも入れておくかな。




『話したいこと？　もしかして愛の告白かな!?　お姉さん嬉うれしいけど、忙しいから二十二時以降になっちゃうかも☆　その時によろしくだぜ♪』

　姉さんからの返信を確認して、俺はそっとスマートフォンをしまった。あの人からのメールはいつもこんな感じなのでもう慣れてしまっている。

「……久しぶりに、対抗戦がないな」

　現在、夜の二十時半。いつもなら対抗戦をしている時間なのだが、今日は日ひ根ね野のと桜さくらちゃんが用事で参加できないということで、チームの練習は中止となっている。

　さて、どうしよう？　最近はゲームばっかりだし、そろそろまなと遊んであげた方がいいだろうか。だけどあいつ、寝るの早いんだよな。今からだとちょっと遅いかも……と、時間を持て余していた、そんな時だった。

『こんばんは！　しゅーさん、お時間あるならタッグバトルしませんか？』

　ＳＮＳのメッセージで秋あき月づきから連絡がきた。彼女とは昼休みに腹を割って話をしているため、少し気恥ずかしさはあったが、暇だったので断るという選択肢はなかった。

『もちろんいいですよ。通話繋つなぐから、よろしくお願いします』

　こちらからもメッセージを返した後、ＶＲサキュラスを装着した。生体認証でログインした後、通話ツールを起動して秋月に通話を繋ぐ。もちろん俺はボイスチェンジャーも利用しているので、声は女の子だ。

「もしもし、こんばんは！　しゅーさん、よろしくお願いしますっ」

　イヤホン越しにハキハキとした声が聞こえてくる。

「うん、よろしく。暇だったので、誘ってくれてありがとうございます」

「いえいえ、こっちこそ！　しゅーさんと二人きりでプレイできてとても嬉しいです！」

「……そういえば、二人きりの通話も初めてですね」

「そうなんだよっ。だからちょっと緊張しているけど、お手柔らかにお願いします！」

「こっちこそお手柔らかに……ってか、緊張するんですか？」

「も、もちろん緊張するに決まってるよぉ。だって……にゃははっ」

　彼女にしては珍しく歯切れの悪い言葉である。珍しいな。

「今日は二人きりだし、肩ひじ張らずにプレイしましょう。あ、配信はしてますか？　こっちはしてませんけど」

「あたしもしてないしっ。今日は本当にプライベートだよ？」

　二人とも配信者なのに配信はなしか。たまにはこういうプライベートなのも悪くない。

「武器は何を使いますか？　……って、聞くまでもないですね」

「あたしはいつも通りスナイパーでいくっ。この武器、大好きだから」

「そうでしょうね……自分もいつも通り、カツオガンでいきます」

　武器を選んで、俺たちはタッグバトルをプレイする。タッグバトルとは、二人で組んでプレイできるゲームモードだ。マートリップのバチバチバトルモードは四人対四人のゲームだが、タッグバトルだと二人組同士でチームがマッチングできるのである。

「ステージはイソギンチャクマウンテンですか。スナイパーに有利なステージですね」

「ここはあたしの庭だね！　キルしまくっちゃおうかな～」

　イソギンチャクマウンテンとは、イソギンチャクをモチーフにした山型のステージである。遮蔽物が少なく、見晴らしも良いため、スナイパー有利のステージとなっている。

「気楽にいきましょう。野良の試合だったら、まぁ負けることもないと思うので」

「うんっ。ヌきまくってスッキリしちゃうし！」

　……その表現は女子高生としてどうなんだろうな。ちょっとエロく聞こえなくもないが、他意はないと思うので何も言わないでおこう。

「あそこの触手付近にガトリング使いがいます。ヤれそうですか？」

「楽勝！　あたしのタチウオちゃんが火を噴くぜっ」

　試合が始まってフラッグを目指していると、途中で敵を見つけた。触手に隠れていたので位置を教えたら、秋あき月づきが狙撃しようと銃を構える。近くにあった触手の陰に体を隠して狙いを定めているため、相手は狙われていることにも気付いていないみたいだ。

「ショット！」

　楽しそうな声と同時に銃弾が放たれる。スナイパーライフル独特の発射音が響き、それでようやく敵は秋月の存在に気付いたが、すでに遅かった。

「ヤった！」

　見事に狙撃を決めると、敵の水着面積がゼロになる。直後、白い光に包まれて狙撃された敵はリスポーン地点に送還された。

「あ、もう一人いるっぽいです。逃げてますよ」

　敵は他にもう一人いたようだ。必死に泳いで逃げようとしている。

「任せて……はい、ヤった！」

　触手と触手の間を縫うように泳ぐマーメイド。その進行方向を予測して、秋月は再び敵を狙撃する。銃弾はまるで吸い込まれるように敵に直撃した。

「よく当たりますね……自分には信じられません」

　秋月は簡単にスナイプするが、こんなの俺には無理である。

　マートリップのスナイパーライフルは水中で撃っているという設定のせいか弾速が遅く、通常のＦＰＳのスナイパーライフルより『偏差撃ち』が必要だ。

　偏差撃ちとは、敵の動きを予測して着弾させる技術のことである。プレイヤーは当然動くし、銃弾も一瞬で着弾するわけではない。銃弾が目的場所に到着するまでの時間と、その時間後に敵がいるであろう場所を計算しなければ銃弾が当たらないのだ。

　この技術が秋月はずば抜けていた。

「にゃははっ。しゅーさんが褒めてくれた……嬉うれしいっ、もっとキルしちゃうし！」

　化け物じみたエイミング能力を持つ秋月は、しかし俺に褒められてとても嬉しそうにするような可愛かわいい女の子だった。現実世界の彼女も知っているので、いかれたキル厨ちゆうみたいな発言とのギャップにも驚かされてしまう。

「敵がいたら全部あたしに任せてっ」

「了解。適度にヘイト買うから、その間にしっかりヌいてください」

　秋あき月づきとのタッグバトルはとても楽だった。何せ彼女が敵を全てキルするので、俺のやることが少ないのである。ほぼ一方的な試合がしばらく続いた。

　スナイパーとしてかなりの練度を誇る秋月は、本当に頼りになる存在だった。リザルト画面にも二十数キルという異常な数字を叩たたき出している。通常、いい動きをしたプレイヤーでも十数キルくらいなので、いかに秋月が化け物じみているか理解できるだろう。

「よし！　しゅーさん、今の見た!?　完璧だったでしょっ」

　彼女は敵をキルするたびに興奮して俺に報告してくる。

　今日の秋月はずっとそうだ。なんというか……いつもよりテンションが高い気がした。

「うん、完璧でした。本当に尊敬します」

「尊敬だなんて、照れるにゃ～」

「……こんなに上達するのに、どれくらいかかったんですか？」

　これは純粋な疑問だった。いったいどれほどの練習を重ねれば彼女ほどのスナイパーになれるのだろう？

「んー。それはもう、マートリップが発売した初日から使ってるから、一年以上かな？　スナイパーライフル以外の武器なんて最初の一回、試しでしか使ったことないし」

　俺の問いに、彼女はハキハキとした声で答える。まさかの言葉に俺は我が耳を疑った。

「ま、マジですか……っ！　他の武器に切り替えたりしたこともないんですか？　最初からずっと、このゴミ武器を使い続けていたんですか!?」

「ちょ、ゴミって言っちゃダメだし！」

　おっと。本音が出てしまった。うっかりしてたな。

「すいません。でも、この武器びっくりするくらい難しい武器ですよね？　初心者の内は……というか、中級者だろうと、スナイパーライフルで試合に勝つのは難しいと思います。その勝てない期間、うさぎはこの武器を捨てようと思わなかったんですか？」

　これは俺の考えなのだが、マートリップは試合に勝たなければ面白くない。当たり前なのだが、負けてばかりだと絶対につまらないと思うはずだ。

　だというのに、彼女がスナイパーライフルを握り続けた理由が純粋に気になった。

「確かに、最初は負け続けたな～……でも、あたしこの武器大好きなの。ただそれだけっていうか、別に勝敗はどうでも良かったっていうか？　うん、あたしはとにかく気持ち良くなりたかったの！　一番気持ち良かった武器が、タチウオちゃんだったんだよ？」

　秋月はこのマートリップというゲームで勝利を求めていなかったらしい。彼女はこのゲームに楽しさを求めて、だからこそ扱いが難しくても、大好きなスナイパーライフルを握り続けたみたいだ。

　なるほど……『楽しむ』ことが上達の近道ということだな。

　確かに勝つことだけにこだわっていると、ゲームを楽しめなくて飽きてしまうことがある。味方やゲームバランスに文句を言うようになり、最悪な場合マートリップに萎えてプレイを引退することまでありえるのだ。実際にそうなったトッププレイヤーも何人か見たことがある。やっぱりゲームは『楽しい』という感情が大切なのだろう。

　俺たちはプロのゲーマーとして『勝利』にこだわらなければならない。その一方で、よりマートリップ界かい隈わいを盛り上げるために、視聴者に『楽しい』と思ってもらうこともプロゲーマーとしての責任だと思った。

　そのためには俺たち自身も『楽しむ』ことが大切だろう。義務や責任感でゲームをするようになったらダメだな──と、秋あき月づきを見て思った。

「それに……あたし、一いち途ずだからっ。浮気なんて絶対にしないよ？」

　……そういえば秋月は、屋上で『好きな人にはべたべたしたい』って言ってたな。こいつ、武器でも似たようなことになっているようだ。

「愛の力でここまで上達したってことですか」

「そう！　それ、なんか素敵っ。流石さすがしゅーさん、よく分かってるし～。にゃははっ」

　通話越しに秋月が笑っている。屋上で話した時より、彼女の声はとても明るく聞こえた。

　やっぱりいつもよりテンションが高いような気がする。

「今日は機嫌がいいですね。何かいいことでもあったんですか？」

　しばらく試合を続けて、一区切りついた段階でこんなことを聞いてみる。

　正直なところ、別に大した理由はないと思っていたのだが。

「それはもう、仕方ないし！　だって……しゅーさんと、一緒にプレイできてるんだもん」

「自分ですか？　いつも一緒にやってるのに？」

「いつもは、チームとしてでしょっ？　今日は二人きりだから、とっても嬉うれしいの」

　思ったよりも気恥ずかしい答えに、俺は思わず狼狽うろたえた。

「そ、そうだったんですか……」

「うん……にゃははっ」

　なんだか妙な雰囲気になっている。むずがゆい空気なのでどうにか変えようとするものの、俺よりも早く彼女が口を開いたせいで会話の流れを止めることはできなかった。

「あたし……しゅーさんのこと、『大好き』だから」

　ぽつりと、ギリギリ聞こえるくらいの小さな声がイヤホン越しに鼓膜を震わせる。

「──っ」

　その言葉を、冗談だと笑い飛ばすことはできなかった。

　今しがた彼女が発した一言には、溢あふれんばかりの思いが込められていたのだ。それを無視できるほど俺は鈍感な人間ではない。

　これは、秋月なぎさの『告白』だったのである。

「…………」

　あまりに突然の事態に、俺は何を言っていいのか分からなくなった。

　言葉を詰まらせる俺とは対照的に、秋月は勇気を振り絞るように言葉を続ける。

「あの、突然ごめんね？　あたしは、しゅーさんが男性か女性かも分からない……でも、この気持ちは本当だよ？　あたしは、しゅーさんのこと大好き」

　秋あき月づきなぎさはゲームプレイヤーの『しゅー』が大好きだと言っている。その理由が、俺には見当もつかなかった。

「……なんで、こんな地味な俺……じゃない。地味な自分のことを好きになったんですか？　すいません、うさぎが自分を好きになる理由が理解できないです」

　もし俺が秋月の立場なら、ゲームプレイヤーの『しゅー』を好きにならないだろう。派手さもなく、華もなく、面白みもない俺には、好きになれるような魅力がない。

　俺はそう思っているのだが……どうやら秋月は違うようで。

「なんで、って……素敵だからに決まってるじゃん。あたし、分かるよ？　しゅーさんがゲームの中でどれだけ他人のことを気遣っているか、配信を見てたら分かるの。解説だって丁寧だし、視聴者さんのコメントにもきちんと返答する……そういうの見てたら、とても優しい人なんだなって気付いたの」

　俺が知らない俺の魅力を、彼女は教えてくれた。

「あたしはゲームを楽しみたいだけだから、他人のことなんてまったく気にしてない。でも、しゅーさんは他人のことを思いやって、チームの勝利を優先するよね？　こんなに周りのことを気遣える人なんて、プレイヤーの中に一人もいないよ」

「……そ、そうですか？」

「そうだよ！　あとね、えっと……上う手まく言葉にできないけど、とにかく配信とか見てたらいつの間にか好きになってたの！　顔も性別も知らないけどね、しゅーさんに好きになってもらえたら……なんか、幸せになれる気がしたんだよっ」

　だから、と彼女は俺にはっきりと告げる。

「大好きです。しゅーさん……あ、でも、別に付き合いたいとかそういうことじゃないよ？　ただ、あたしはしゅーさんに好意を持ってるってことは知っておいてね？」

　彼女は、俺のことがライクではなくラブ的な意味で好きだってことを理解してほしいと言っているみたいだった。

「しゅーさんが女の子なら、是非とも仲良くなりたい。男の子なら……うん。そういう関係になれたらいいなって、思うかもしれない。でも、今はどっちか分からないから、告白の返事は要らないよ？　だからいつか、会うことを楽しみにしてる」

　──もう、ゲームのことなんて頭からなくなっていた。

　それくらい俺は、秋月の告白を耳にして呆ぼう然ぜんとしていた。

　まさか、こんなに魅力的な女の子から好かれているとは思わなかったのだ。

（マジかよ……秋月が屋上で言ってた『大好きな人』って、俺のことだったのかよ！）

　同時に、全てが頭の中でつながってしまう。

　俺が羨ましいと思うくらい秋月が愛していた相手は、実は俺だったとか……そんな夢みたいな話が現実になるなんて、まさしく夢にも思わなかった。

　正直なところ、嬉うれしい。あんなにも可愛かわいい秋あき月づきに好かれているのだから、喜ばないわけがない。でも、だからこそ……余計に、自分の正体を明かすことはできないと思った。

　秋月には申し訳ないのだが……中なか平ひら修しゆうはゲームプレイヤーの『しゅー』とは違う。俺は彼女が思うような人間じゃない。

　現実世界の俺は、秋月が夢に見ているような素敵な人間では絶対になかった。

「会うのは……まぁ、タイミングが合えば、考えておきます」

「うん！　絶対、約束だからねっ」

　彼女が俺の正体を知ったらきっと失望することだろう。だから俺は、チームを崩壊させないために、今後も俺の正体を明かさないことを決意するのだった。




　それからもう少し、雑談を交わした後。

「じゃあ、今日はこれくらいで！　しゅーさん、明日からも頑張ろうねっ」

「あ、はい。また明日……」

「……大好きだよ。おやすみなさい！」

　タッグバトルは終わりとなった。その去り際、秋月は俺をドキドキするような一言を言って通話を切る。

「それは、卑ひ怯きようだろ……」

　ヘッドマウントディスプレイを外して大きく息を零こぼす。体がとても熱かった……秋月のせいだろう。あいつは本当に、卑怯なくらいに魅力的なやつだった。

　そうやって、俺が秋月の可愛さに悶もん絶ぜつしていた、そんな時。

「おっすおっす☆　修ちゃん、若くてピチピチなお姉さんがやって来たぞ♪」

　不意に耳元で声が響いた。

「っ!?　な、なんだ、加か奈な子こ姉さんか」

　びっくりして振り向くと、そこには加奈子姉さんがいた。仕事帰りなのかスーツ姿のままで、俺に抱き着いている。甘い香水の香りが漂ってきた。

「……いつからいた？」

「たった今だよん☆　それで、お話って何かな？　まなちゃんも隣のお部屋で寝てたし、起こさないよう手短にお話しましょうか♪」

　今来たのなら、俺が秋月にドキドキしていたのも見られていないだろう。それなら良かった……さて、加奈子姉さんには相談したかったことがあるのだ。

「実は、学校をやめようかと思ってるんだけど」

　プロゲーマーになった当初から考えていたことだが、なんだかんだタイミングが合わなくて言えなかったことだ。

「え？　やめちゃうの？　なんで？」

「行く理由がないと思っててさ。俺、プロゲーマーになれたし、ゲームを本格的に頑張りたいと思ってるんだよ」

「それって……後悔しない？　お姉さんも必ずしも学校に行く必要はないと思ってるけど、今しかできないことってあるよ？　たとえば、青春とか……」

　姉さんにしては珍しく、純粋に心配しているような表情。俺のことを心から思ってくれているのはよく伝わってきた。

「青春にだってマジになっていいんだよ？　修しゆうちゃんが思ってるより、青春は楽しい神ゲーかもしれないのに」

　青春が神ゲーか……残念ながら、俺にはそう思えない。だって、あの秋あき月づきなぎさでさえ、学校生活に息苦しさを感じている。青春を純粋に楽しめていない。あんなにいい子で優しい子が楽しくない青春なんて、クソゲーに決まっている。

「青春なんて俺にはどうでもいいよ……秋月も、あいつは俺には不釣り合いな高たか嶺ねの花だから、大丈夫。少しでも関わり合いになれただけで、十分いい思い出になった」

「そう？　そっか……修ちゃんがそれでいいなら、お姉さんは応援することしかできないね……分かった！　時間ある時に学校をやめる手続きを進めておくね？」

　加か奈な子こ姉さんは、もしかしたら俺が学校をやめることに反対だったのかもしれない。でも、俺の意思を尊重してくれてこれ以上は何も言わないでくれた。

「ま、いざとなったらお姉さんが養ってあげてもいいし？　将来のことは気にせず、修ちゃんは今を全力で楽しんでね！　……って、そういえば！　お姉さんからも修ちゃんに話があったんだよ☆」

　そして姉さんは、何かを思い出したようにこんなことを言った。

「弊社、エレクトロニクス社は十日後に『第一回エレクトロニクス杯』を開催することになりましたー！　オンライン大会で自宅プレイ可能にして参加チームをたくさん集める予定だから、結構な規模になる予定だよん」

「おお！　大会かっ」

「プロゲーミングチーム結成を記念して以前から計画してたんだぜ！　君たちのデビュー戦に華々しい舞台をプレゼントだよ！　優勝賞金はなんと一人百万円！」

「百万円!?　四人で四百万円!!」

　賞金の額としてはかなりのものだった。大規模大会級ではないが、決して小規模な大会ではないと認識してもいいだろう。

「賞金も出すから、手続きはちょっと面倒になるけどきちんとしてね？　ＶＲサキュラスの生体認証機能を利用して本人確認もするから、メンバーにも伝えておくように☆」

「了解。手続き関連の情報は俺がまとめて連絡するよ」

「想定参加チームはたぶん三百くらいかな？　でも応募がたくさんあったら参加チーム数を増やす可能性もあるね。実は裏で有名チームにも声をかけてて、なんとあのＪＪガールズの参加も決定してるんだよ☆」

「ＪＪガールズも……！　すごいなっ。姉さん、ナイスだ！　十七歳にしか見えない！」

「いやん。もっと褒めて☆」

　くねくねしててキャピキャピ感を出してるところが若干おばさんくさかったが、今はとても感謝しているので年齢に関しては余計なことを言えなかった。

「大会か……楽しみかも」

　プロチームに加入した以上、いつかは出場する時がくると分かっていた。しかし結成当初は練度が低く、大会に出たところで意味はないと感じていたため、そのことは話題にすら出してこなかった。

　最近はチームの調子も良くなってきている。そろそろ大会に出場してもいいかなと思っていたタイミングなので、加か奈な子こ姉さんのプレゼントはとても嬉うれしかった。

「修しゆうちゃんのお姉さんとして、それから身内として……後は雇い主として、君の今後の活躍を応援してる」

「うん、ありがとう……明日にでもみんなに伝えておくよ」

　感謝を伝えて、拳を握り込む。

　ただでさえ高かったモチベーションが、姉さんのおかげで更に上がった。学校もやめることが決まったし、より一層ゲームに集中できるようになった。

　俺たちにとっての初めての大会……！　しかも、スポンサー企業が主催しているのだ。これは是非とも勝ちたい。俺たちなら……最高のメンバーが集まった『シャドウムーン』なら、絶対に勝てる。そのために、俺はもっと練習しよう──。
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　姉さんから『第一回エレクトロニクス杯』の開催を知らされた翌日。対抗戦をする前に、大会のことをみんなに伝えておいた。

「いよいよシャドウムーンのデビュー戦です……勝ちたいですね」

「ええ、もちろん。ばちこり勝ってやるわ」

「にゃははっ。賞金百万円とか、好きなもの買えるし～」

「しゅー？　さっちゃんね、いっぱいがんばりますっ」

　みんな気合は十分みたいだ。各々がやる気を示してくれたので、リーダーとして満足である。これで練習にも身が入るだろう。

「さて、優勝するためにも……今日も対抗戦頑張りましょう！」

　と、いうわけで、いつも通り対抗戦の相手を募集する。最近は本当に負けることがないのでチームの雰囲気もかなり明るかった。

「どうせだったら強いところがいいわね」

「あまり一方的になりすぎても練習になりませんからね」

　日ひ根ね野のとそんな会話を交わしながら、募集をかけたＳＮＳを確認する。俺たちのチームの知名度はマートリップ界かい隈わいでも有名なので、多数の申し込みコメントがあった。

　ちょうどいい相手を探していると、対戦申し込みコメントの一つに目が留まった。

『お久しぶりです。ベイビーです。もし良ければまた対抗戦しませんか？』

　因縁の相手からのコメントが、そこにはあったのである。

「……ＪＪガールズから、申し込みが来てます」

「決定ね。やりましょうか」

　真っ先に声を上げたのは血の気が多い日根野だった。即答である。

「ふーん？　ベイビーさんたちのチームかぁ……あたしも、やってみたい」

「さっちゃんはどっちでもいーよ？」

　秋あき月づきも乗り気みたいで、桜さくらちゃんは俺に決定をゆだねていた。多数決で考えるなら、既に二人が勝負したいと言っているので、申し込みを受けるべきなのだろう。

「…………」

　正直なところ、俺は迷っていた。このタイミングで因縁の相手と試合をするのはリスクが大きすぎる気がしたのである。

「九日後には大会がありますよ？　ＪＪガールズも参加するみたいだから、今戦うのはリスキーすぎないですか？　こちらの手の内を知られることになります」

「それはこちらだって同じよ……しゅー君、怖がっていても意味はないわ。私たちは、あのチームに負けたのよ？　ここで雪辱を果たして、自信を取り戻しましょう」

「あたしも、そろそろ悪いイメージを消しておきたいかな」

　俺が後ろ向きなことを日根野と秋月は気に入らないみたいだ。是非ともＪＪガールズと試合をやりたいと意思を示している。

「……それは、その通りですけど」

　でも──負けたら、どうする？

　そう言おうとしたが、言葉にすることはできなかった。彼女たちの言うことはもっともだし、ここでＪＪガールズに勝てたら俺たちは自信を取り戻せる。

　そもそも、試合をする前から負けた時のことを考えるのはプレイヤーとしてあまり良くないだろう。リーダーとしても相応ふさわしくないので、みんなを失望させる可能性もある。

　そう考えて、俺は反論できなくなった。

（ここで弱気になっても仕方ないな……）

　もう止められるような雰囲気ではなかった。少し不安はあるが、とはいえここでＪＪガールズに勝てたら大きい。ますます勢いに乗れて大会も優勝できる可能性が高くなる。

　それに何より、俺たちは強くなったのだ。前回ＪＪガールズに負けた時とは最も早はや別チームと言っても過言ではない。だから俺は、彼女たちの意思を尊重することにする。

「……分かりました。ＪＪガールズと試合しましょう！」

　そう言って、ベイビーさんに『よろしくお願いします』と返信した。

「やるからには全力でいきます。前回とは違うことを見せつけてやりましょう！」

　後ろ向きな思考を振り払って、リーダーらしくみんなを鼓舞する。

「それでこそしゅー君よ。全力でぶっ潰してやりましょうか」

「にゃははっ。あたしに任せて……絶対に、みんなを勝たせてあげるよ！」

「えいえいおー！」

　三人とも元気のいい声を上げた。チームの雰囲気はとても明るい……こういう時はみんなノリノリで、動きが良くなる傾向がある。幸さい先さきの良いスタートを切れそうだった。

　これより俺たちは、二回目のＪＪガールズ戦に臨む。




　一戦目のゲームステージは『イソギンチャクマウンテン』だった。前回秋あき月づきとタッグバトルした時に解放されていたステージと同じである。見晴らしがよく、障害物が少ないイソギンチャクマウンテンはスナイパーに有利なステージだ。俺たちにとって都合が良い。

「桜さくらちゃん、このステージはいつもの『マンボウガン』じゃなくて、自分と同じ『カツオガン』を持てますか？　クリティカルの『ウォーターガード』が二枚ほしいので」

「わかった！」

「私はいつも通りフグフグバスターでいいのかしら？」

「黒くろ騎き士しとうさぎはいつも通りでお願いします。ただ、黒騎士はあまり前に出ないように」

「了解です！　このステージは得意だから、大暴れしちゃうしっ」

「初動、フラッグを確保しに行きましょう！　ここならスナイパーが全方位見渡せるから敵は動きにくいです。初動は自分たちが盤面を取れるはずなので！」

　そうやって色々と指示を出した後、試合が開始した。

　前衛である俺と黒騎士が先行して泳ぎ、後ろから桜ちゃんとうさぎがついてくる。敵を警戒しながらフラッグの設置されている山の頂上へ向かったが、途中で交戦することはなかった。やっぱりＪＪガールズはうさぎの狙撃を警戒しているようだ。

「フラッグ確保したわ！」

「了解。みんな、クリティカル発動のために準備をお願いします。黒騎士は自分と一緒に前に出ましょうかっ」

　盤面を取っても油断せず、みんなに指示を出していく。俺にはプレイの華はないが、マートリップを誰よりもプレイしてきたという経験がある。そのおかげで、ある程度であれば試合の流れまでも予測できるようになった。

「二十カウント直後に敵はクリティカルでフラッグを取り返しに来ると思います」

「その時に私たちもクリティカルを合わせるのね」

「……いや、クリティカルを発動するのは自分だけにしましょう。黒騎士、できれば自分がウォーターガードを発動したら生存を優先して下がれますか？　自分はデスしますけど、桜ちゃんとうさぎを守るように動いてください」

　敵の打開を潰すにはクリティカルを合わせた方がいいだろう。しかし、敵はＪＪガールズだ……クリティカルを合わせたところで打開を潰せるとは限らない。

　だったら、そのリスクは取らない。打開されてオールキルを入れられるくらいなら、あえてフラッグを取らせようと思っていた。

「デスするのは自分だけでいいです。敵のクリティカルを全て吐かせた後、すぐにこちらが打開できるように三人は準備を進めてください。黒くろ騎き士しのクリティカル『ミーティア』が打開の要なので、絶対に死なないように」

　と、ここまで指示を出した付近でカウントが二十を迎える。敵を注視すると、やっぱり予想通りクリティカルを合わせて盤面を取り返しに来た。

　ふむふむ、敵の構成は……『クジラバズーカ』『マンボウガン』『カツオガン』『マグロガン』か。クリティカルは順番に『ハイパービーム』『シャボンランチャー』『ウォーターガード』『ミーティア』である。クリティカルだけ見ると俺たちと似たような構成だった。違いはシャボンランチャーがあるかないかである。

　別のステージなら俺たちもシャボンランチャーを出しているのだが、意図があってウォーターガードを二枚出していた。

　ちなみに、ベイビーはマグロガンを、タイホーンはクジラバズーカを握っている。それぞれが持っている武器のスペシャリストなので、練度は相当なものだろう。

「自分が突っ張ります！　……けど、すぐに死ぬと思うからなるべく早く引いてください」

　敵のクリティカル発動に合わせて、カツオガンのクリティカルである『ウォーターガード』を発動させた。これでわずかの間敵の攻撃を防ぐことができる。

「タイホーンのハイパービーム来ますっ。うさぎ、狙われるからすぐに下がってください！」

　ハイパービームとは、射程無限のレーザー光線である。発動中はその場から動けなくなるが、遮蔽物を無視して追尾してくるレーザー光線は恐怖そのものでしかない。

　しかし、俺が発動したウォーターガードのおかげで一瞬だがハイパービームのダメージを防ぐことができる。この一瞬を稼いだことで、秋あき月づきは下がることができそうだった。

「ひぇ～。ストーカーかよぉ……よし、なんとかビームから逃げきれそう！」

「敵の前衛は自分が引きつけるので、黒騎士と桜さくらちゃんも下がるようにっ」

　ＪＪガールズはもう打開態勢が整っていた。ウォーターガードと同時にミーティアとシャボンランチャーも発動している。

　バカでかい泡の爆弾と一緒に、ベイビーが水中を機敏に動き回りながら流れ星のように銃弾を撃ってくる。通常状態なら一瞬でデスしただろうが、ウォーターガードのおかげで少しだけ延命していた。俺が生き残っている間は敵も俺を無視できない。どうにかヘイトを稼ぎ、みんなが逃げる時間を確保できた。

「ごめんなさい、死にました……もう少し時間稼げるようにならないと」

「しゅー君にしては上出来よ。みんな無事に拠点近くに退避できたわ」

「クリティカルもすぐに発動できるよ！」

「さっちゃんもいきてる！」

「オッケーです。自分が復帰したらすぐに打開に入りましょう！」

　三人とも指示通り動いてくれたようだ。結成してからずっとチーム練習を続けたおかげだろう。連携が以前よりとてもスムーズだ。

「敵は全てクリティカルを吐いた後だから、何もできないはず……十五カウントも取られないと思います！」

　リスポーン地点から復帰した後、早速俺たちも打開に入る。

「桜さくらちゃん、ウォーターガードを発動お願いします。黒くろ騎き士しはミーティアで敵をキルしてください。併せてうさぎにもハイパービームを撃ってもらうから、恐らく打開には成功できるはずです」

　俺の指示に合わせて、みんなはクリティカルを発動させた。

　射程無限のビームと一緒に流れ星のごとき銃弾が多数降り注ぐ。もちろん敵は打開を潰そうとキルを狙ってくるが、ウォーターガードのおかげでそれも難しいだろう。

　たとえ、マートリップの王と言われるベイビーだろうと、クリティカルを前にしたらどうしようもないようだった。これこそマートリップというゲームの醍だい醐ご味みである。いくらプレイヤーが強くても、戦い方によってはキルすることができるのだ。

「よし、三枚もっていけたわ」「あと一人もヌいた！」「フラッグかくほしたー！」

　見事に打開は成功。敵がカウントを稼ぐ前にこちらが盤面を取り返せた。

「ナイス！　オールキルが入ったので、ここでカウントを稼ぎます。クリティカル発動の準備をしつつ、敵の侵攻を防ぎましょう」

　優勢だった。前回は手も足も出ずに負けたが、今回は互角に……いや、互角以上に渡り合えている。拮きつ抗こうしたこの試合状況に、俺はとても高揚していた。

（勝てる……勝てる！）

　鼓動が痛いほどに鳴り響いている。カウントが減るたびに勝利という文字が頭の中で大きくなっていき、それに応じてドキドキも大きくなっていった。

「あと十カウント……！」

　勝利は目前。敵も焦っているのか、ここでみんな突っ込んできた。その全員特攻を俺たちは冷静に処理して、再びオールキルをもぎ取る。

　そして俺たちは、

「……勝った」

　ＪＪガールズから、勝利を一本もぎとったのである。

　試合が終了すると同時に、俺たちは一斉に声を上げた。

「やった！　しゅーさん、勝った!!」「お疲れ様……ようやく、ね」「えへへっ。さっちゃんもうれしー！」「ナイスゲーム……みんな、ありがとう」

　かつては手も足も出ずに敗北した相手に互角以上の戦いができた。三本先取で募集したため、完全に勝利したわけではない。でも、一本ゲームに勝てたことは事実だ。

　それが本当に嬉うれしかった。みんなも俺と同じ心境のようで、声がとても明るい。

　本当はみんな、もっと喜びたいはずだろう。しかしまだＪＪガールズとの試合は終わっていない。完全勝利のためにはあと二本、敵から勝利をもぎ取らないとダメだ。

「油断せずに、あと二つ勝ちましょう！」

　リーダーとしてしっかりと気を引き締めておく。三人ともそれを理解しているようで、既に次の試合の準備に入っていた。

「次のステージは……サンゴツリーね」

「了解。編成はいつも通りでいきます。さっきは初動からガンガン攻めましたけど、ここは見通しが悪くてスナイパーに不利なステージだから、慎重にいきましょう」

「しゅー、さっちゃんはマンボウガンでいいですかっ？」

「はい、よろしくお願いします。うさぎも、さっきみたいな活躍を期待してます」

「はいはい、このうさぎちゃんにお任せあれ！」

　未いまだに高揚は消えていない。俺たちの調子はかなり良かった。練習の成果も出ている。だから油断せずに、地に足をつけることを意識して次の試合に意識を集中させた。

　──二試合目が、始まる。

　今回俺たちは初動から前に詰めず、ゆっくり攻め立てることを決めていた。初動はＪＪガールズがフラッグを確保してすぐ固めに入るだろう。

　そんなことを俺は予想していたのだが。

「……っ！　しゅー君、ベイビーがそっちに向かってるわ！」

　日ひ根ね野のに報告を聞いて俺は目を見開く。

（は？　この盤面であのベイビーが突っ込んでくるのか!?）

　それはありえないムーブだったのである。盤面を固めきってもいない上に、敵が四人密集している地点に突っ込んでくるなんて、普通じゃない。

　プレイミスか？　でも、マートリップの王と言われるあのプレイヤーが、こんな初心者のようなミスをするのだろうか。

　違和感があった。ベイビーの意図が分からなくて戸惑ってしまい、反応が遅れた。

　俺に生じた一瞬の隙をベイビーは逃さない。日根野や桜さくらちゃん、秋あき月づきが銃弾を放つ前に俺の懐に潜り込んできたベイビーは、銃弾をぶっ放した。

「ごめんなさい！　ヤられたっ」

　抵抗しようとしたが、実力不足で相打ちにもできずにデスすることになる。ただ、俺の近くには三人の味方がいる。俺がデスしようと、みんながカバーしてくれた。

「ベイビーは処理したわ……何がしたかったのかしら？」

　日根野がベイビーをキルしたことで人数差はなくなる。これではベイビーが俺をキルした意味がなくなった。何がしたいのか分からない……なんだか不気味だった。

「はぁ？　また自分のところに突っ込んできてますっ……何がしたいんですかっ？」

　俺が復帰すると、またしてもＪＪガールズの誰かが俺を狙ってくる。他のメンバーを無視していたのだ。

　俺に対面能力があれば敵チームの特攻にも対処することができただろう。だが、俺にはＪＪガールズのメンバーと撃ち合うだけの技量がない。狙われると必ずといっていいほどデスしてしまった。

（明らかに俺だけを狙ってる……？）

　そして、試合時間が進んでようやく、俺はＪＪガールズの意図を理解できた。

「まさか──ＪＪガールズは、司令塔の自分を潰そうとしてるんですか!?」

　対面能力が低く、脅威になり得ない俺を執しつ拗ように潰す理由は、それしか考えられなかった。

　そしてそれは、対シャドウムーンにとってかなり効果的な戦略となる。

「まずいわね……しゅー君がいないと、打開のタイミングが合わないわっ」「しゅー……さっちゃん、どうすればいい？」「敵が全然出てこないしっ」

　なんだかんだ俺は、チームの緩衝材として、潤滑油として、重要な存在だったのだろう。シャドウムーンは能力のあるタレントが三人揃そろっているが、各々のクセが強くて息を合わせることが難しいのだ。

　今までは俺が指示を出して、みんなそれに従って動いてきた。チーム結成から日が浅いものの、シャドウムーンがチームとしてどうにか機能していたのは、俺が司令塔となってみんなの活躍をサポートしていたから、というのもあった。

　俺は影であることを徹底して、みんなが活躍できる盤面を整え続けていた。勝利のために打開や固めのタイミングを計り、みんなが迷わないように的確な指示を出し続け、敵を誘導することでみんながキルしやすい状況を作っていたのである。

　サポート的なことは全て俺がこなしていた。だからなのだろう。俺が潰されたことで、シャドウムーンは一気に統率を失ったのである。

「落ち着いてっ。息を合わせて、冷静に……」

　俺も、デスしたことで前線への復帰が遅れ、戦況をしっかり把握することができずに指示を出せなかった。結果──チームは、崩れることになる。

「うさぎさん、もっと前に出て。そこにいても意味ないでしょう？」

「黒くろ騎き士しさんこそ、もっと生存して。デスしすぎだよっ」

「……ぁぅ」

　日ひ根ね野のも秋あき月づきもなんとかしようとプレイングが雑になり、イライラとしているようだった。その空気を感じ取ったのか、桜さくらちゃんはおどおどしている。

　チームの雰囲気は明らかに悪かった。こうなったら、万全のプレイングは望めない。

「喧けん嘩かしてる場合じゃないですよ！　切り替えて、次のチャンスを──」

　どうにか持ち直そうと声を上げる。だが、ここでまたしても俺は敵にキルされて、最後まで言葉を言いきることすらできなかった。

（くそ！　俺が弱いせいで……っ）

　何もさせてもらえない。シンプルながらに的確なＪＪガールズの戦略に、俺たちはまんまとハマっていたのだ。

　最初に俺たちに大勝していようとも油断していなかったのだろう。俺たちを脅威として捉え、ずっと様子を観察していたように思える。

　ＪＪガールズは九日後に迫る大会で確実に俺たちから勝利をもぎ取れるように、このタイミングであえて試合を申し込んで対抗策を試したのだと思った。

　一試合目はこちらの様子を見ていたのだろうか。振り返ってみると、あの勝利は呆あつ気けなかったというか、『勝ち』をプレゼントされていた気がする。そして二試合目から戦略を実行して、それがものの見事に成功したということである。

　きっと、ＪＪガールズのメンバーは今日の戦いでこう思ったはずだ。

『シャドウムーンはまだまだ弱い』

　その認識を、俺たちは覆すことができなかった。

「……三連敗、か」

　せっかく一試合目で試合に勝てて勢いに乗れるかと思ったのに、その後は三戦連続でボロ負けしてしまった。勢いに乗ることはおろか、みんな意気消沈していた。

「「「「…………」」」」

　ＪＪガールズとの対戦を終えても、誰も何も言わない。雰囲気の悪さは、ともすれば今まで一番と言っていいほどに悪かった。




『とりあえず今日は配信を終わります。お疲れさまでした』

　対抗戦に負けた後、視聴者に険悪な様子を見せないように手早く配信を切った。他のメンバーも配信を終了したので、これから交わされる会話はオフラインのものとなる。

　なんだか嫌な予感がした。今までよりも刺とげ々とげしい雰囲気を感じて、俺は危機感を覚える。

　ここで一番最悪なのは──彼女を、怖がらせることだ。

「桜さくらちゃん、少し早いけど今日は終わりにしましょう。お疲れ様。よく頑張ったね」

　俺が声をかけたのは、誰よりも感受性の高い小学生の彼女である。

　幼いが故に彼女は敏感だ。この険悪な空気に怯おびえてしまっているようで、先程から何も言えなくなっているように感じる。

　だからこそ、今日はもう彼女に休んでもらうことにしたのである。

「……しゅー？」

　俺が声をかけると、桜ちゃんは不安そうに呼びかけてきた、あんなに愛らしい子を怖がらせていることに胸が痛くなって、俺はなるべく明るい声を意識してこんなことを伝える。

「大丈夫！　今日負けたのは残念だけど、大会まで時間はあるので……明日もしっかり練習をしましょう。桜ちゃん、一緒に頑張ろうっ」

　今までずっとまなのお兄ちゃんとして育んできたお兄ちゃんスキルを発揮する。こうやってに前向きなことを口にすれば、小さな子も同調してくれるのだ。

「……うんっ。さっちゃん、がんばります」

「はい。桜さくらちゃんには期待してますからね？」

「……おやすみなさい」

　完全に元気にしてあげることはできなかったが、桜ちゃんはどこか安あん堵どしたような声を残して通話を切った。直後、日ひ根ね野のから申し訳なさそうな声が発せられる。

「しゅー君、ありがとう……ごめんなさい」

　日根野も、空気を悪くしている自覚はあったのだろう。だが、精神的に余裕がなくて、結局どうすることもできなかったらしい。

「しゅー君が試合にためらっていた理由に気付いたわ。大会前のこの時期にここまで完敗しちゃうと、精神的に参っちゃうのね。勝負を受けるべきではなかったのかしら……」

　彼女の言葉は、今更言っても仕方ないことである。

「……それは結果論です。もしＪＪガールズに勝てていたら、ますます勢いに乗れていました。負けてしまったけど、収穫がないわけじゃなかったから、そう悲観することもないと思います」

　逆に考えるなら、この段階で試合をすることで課題点を洗い出せて良かったとも言える。今ならまだ修正できないこともない。

　しかし日根野はそういうことを言いたいわけではなかったのだろう。

「自信が、なくなったわ……強くなったっていう自負があったのに、あんなにボロボロに負けちゃうなんて……私たち、まだまだ弱いわね」

　あの強気な黒くろ騎き士しが落ち込んでいた。その責任は俺にあるので、申し訳ない気持ちで胸がいっぱいになった。

「ごめんなさい。自分が対面に勝てていれば、こんなことにはならなかったのに……」

　面白いようにＪＪガールズの策にハマってしまった。狙われていると気付いてからは、どうにか対面した敵を処理しようと躍起になってしまって、冷静な判断もできなくなっていたように思える。

「仕方ないことよ。もちろんしゅー君が対面で勝つにこしたことはないけれど、あなたはそういうプレイヤーじゃないもの。そもそも、ああいう状況にしてしまっている時点で私たちもダメだったのよ」

　日根野の言葉は俺を責め立てるようなものではなかった。俺個人の問題ではないと彼女は言ってくれているらしい。

「脆もろすぎるわ。しゅー君が潰されただけで簡単に崩れるのはチームとして間違ってるのよ。あんな強引なプレイを通されるなんて、不ふ甲が斐いない……このままだとダメだわ」

「いや、今日は自分が足を引っ張ってただけで、もう少し対面能力がマシになったら、みんないつも通り動けるはずでしょう？」

「そんなことないわよ。前から思ってたのだけれど、しゅー君は自己評価が低すぎるわ」

　先ほどから俺が謝ってばかりなのが気にくわないのか、日根野は不機嫌そうだ。

「このチームの要はね、私でも桜さんでも秋あき月づきさんでもないわ。しゅー君、あなたなのよ？　あなたを中心にこのチームは成り立っているの。精神的にも、能力的にも、あなたは欠かせない存在よ」

「それは、言いすぎじゃないですか？」

「そんなわけないじゃない。だったらどうして、あのＪＪガールズがあなたを執しつ拗ように狙ったと思うの？　確かに目立たないかもしれないけどね、しゅー君のサポート能力は秀でているわ。これは身内のひいき目でもなんでもなく、単なる事実なの。それは自覚なさい」

「……ごめん」

　俺が俺を軽視しすぎていることも、今回の敗因の一つだったのだろうか。どうせ俺が死んだところで戦況への影響は比較的少ないと、そんな甘えた考えが心のどこかにはあったかもしれない。

「今回の試合でしゅー君の重要さを改めて思い知らされたわ……あなたは全ての起点なのよ。打開も、固めも、しゅー君がいないと始まらない。だからこそ、重要な局面であなたがデスしてしまったら、チームが崩れてしまうわ」

「そうですね。でも、自分が弱いから、現状だとそれが難しい……もっともっと、対面能力を強化するように努力します」

「……それは大会までに間に合うのかしら？」

　大会まであと九日。たったそれだけの期間で、ベイビーに勝てるような対面能力を手に入れることができるのかと聞かれたら、それは首を横に振らざるを得なかった。

「間に合うかは微妙ですけど……少なくとも撃ち合えるくらいには、なんとかしたい」

「……正直なところ、これ以上しゅー君に負担を強いるのは嫌よ。今でも十分に頑張ってくれてるのに、あなただけに全部背負わせるなんて……こんなの、チームじゃないわ」

　日ひ根ね野のの声音は先程から刺とげ々とげしいままだ。

「……ねぇ、さっきからどうして何も言わないの？　秋あき月づきさん」

　彼女はどうやら、ずっと無言の秋月に不満があるようだった。

「もしかして、自分には関係ない話だと思ってるの？　誰のせいでしゅー君が前線でらしくない立ち回りを強いられているのか、あなたは分かっていないの？」

「…………そんなこと、分かってるよ」

　ようやく口を開いた秋月も、いつもと違って声音が重たげだった。どこか険悪な雰囲気の二人に、俺は慌てて言葉を挟んだ。

「黒くろ騎き士し、落ち着いてください。自分が対面で負けているのが問題だから、そこを改善すればいいだけの話でしょう？」

「……しゅー君だって、本当は分かってるでしょ？　あなたが対面で弱くても、現状をなんとかする手段があることに、気付いてるでしょう？」

　そして彼女は、俺が思っていても言わなかった一言を発する。

「秋月さんにスナイパーライフルを持ち替えてもらえば、全部解決する話じゃない。たったそれだけでいい話なのに、どうしてそれを口にしないのよっ」

「──っ」

　日ひ根ね野のの言葉に、俺は何も言い返すことができなかった。確かに彼女の言うことは正しかったのである。

「しゅー君の対面能力が低いなら、後衛がサポートすればいいのよ。たとえば秋あき月づきさんがガトリング系の武器を持ってくれれば、しゅー君の援護がしやすくなるじゃないっ」

　スナイパー武器は一か零の武器である。銃弾が当たれば相手をキルできるし、当たらなければ相手にダメージを与えられない。つまり相手を削ることができないのだ。

　一方、ガトリング系の武器は一発のダメージこそ少ないが、相手を削ることができる。たとえばガトリング系武器が敵に五十のダメージを与えたとすれば、俺が五十のダメージを与えるだけで相手をキルすることができるのだ。

　俺の対面能力が低い現状を解決するには、秋月が後衛でガトリング系武器を持つのが手っ取り早い手段である。

　そのことは俺自身も気付いていたことだった。でも、秋月はスナイパーライフルに拘こだわっている。実際、キルだって取っていたので、何も言うことはなかったのである。

　俺としては今のまま秋月がスナイパーライフルを握り続けてもいいと思っている。だが、日根野は俺と違う考えを持っているみたいだ。

「別にスナイパーライフルを捨てろと言ってるわけじゃないわ。その武器が有利なステージは是非とも持ってくれて構わない。あなたの実力は認めてるのよ……でも、スナイパーライフルが不利なステージだけ、別武器を持ってくれてもいいでしょう？」

　日根野の言葉は正論だった。彼女はスナイパーが嫌いでも、秋月のことを認めている。今も感情的な意見は言っていない。ただ、スナイパー武器にこだわるのはやめてほしいと、懇願するように言っているだけだった。

「今だけでいいのよ。しゅー君の対面能力が上がれば、スナイパーライフルだけでいいと思うわ。でも九日後の大会はガトリング武器でお願いできない？　私たちは、勝たないといけないのよ……」

　勝利のために、日根野は最善の策を提案していると言っても過言ではないだろう。俺の成長はなんだかんだ不確定である。

　だからこそ確実な手段として、秋月に武器を持ち替えてもらおうとしているのだ。

　そんな日根野に対して、秋月は頑かたくなだった。

「しゅーさんに申し訳ない気持ちはあるよ……でも、あたしはこの武器がいい。他の武器なんて、持ちたくない」

　彼女の意思は固いのだろう。はっきりと、日根野にこう言った。

「スナイパーライフルを持てないなら、マートリップをプレイする意味なんてないよ。この武器があったからあたしは今までプレイを続けてきた。これからも、ずっとこの武器を使い続けたい」

　秋月なぎさは、スナイパーライフルという武器に異常なほどのこだわりを持っている。だからこそ彼女はここまで武器の腕を極めることができた。そして、スナイパーライフルを愛しているからこそ、手放すつもりはまったくないようだった。

「いいかげんにして」

　そしてとうとう、日ひ根ね野のの声から感情が消える。どこまでも冷たい氷のような声に、俺まですくんでしまうほどだった。

「わがままはやめなさい。私たちはプロなのよ？　自己満足なプレイはもうやめて……私たちには、勝つ義務があるわ。勝たないと意味がないのよ。その意味が……本当に、分かっているの？」

　厳しい物言いではある。しかし日根野の言い分は、どこまでも正しかった。

　そのせいで俺は、仲裁することもできずに何も言うことができなかったのである。

「…………分かってるよ。それでもあたしは、スナイパーライフルを持つ」

　日根野にあそこまで言われようと、しかし秋あき月づきの意思は変わらなかった。彼女はギリギリ聞こえるくらいの小さな声で反論の言葉を紡ぐ。

「この武器は、最強だから……あたしがこの武器のことをもっと上う手まく使えれば、どこにも負けない。あたしは、この武器じゃないと……このゲームをしている意味がないの。だから……ごめんなさい」

　そこまで言ってから秋月は通話を一方的に切った。終わり間際に聞こえた声はかすれていて、俺は胸がしめつけられるような痛みを感じた。

　秋月の思いはなんとなく分かる。あいつはとても一いち途ずで、純粋で、愛情深い。そんな秋月が、マートリップをプレイした当初から使い続けた武器を捨てることなんてできるわけがないと思った。

　他人に言われたからという理由でスナイパーライフルを持ち替える程度の愛なら、彼女はマートリップで最強のスナイパーと呼ばれることもなかっただろう。

　俺が憧れるうさぎというプレイヤーは、スナイパーライフルを使っていなければならない。そうでないと、彼女は彼女じゃなくなる気がしたのだ。

「……なんなのよ、もう。私、そんなに難しいこと言ってるかしら？　しゅー君、私……間違ってたの？」

　一方で、日根野の思いも俺は理解できる。というかこいつは、俺のためを思って秋月に武器を持ち替えてくれとお願いしていたのだ。もちろん日根野を責めるつもりはない。

「間違ってません……って、秋月もいないし、もう敬語はいいか。ごめんな、俺のために色々考えてくれてありがとう。お前の考えはよく分かるし、正しいと思う。プロなんだから、勝たないとダメだよな」

　とはいえ俺は、勝つだけがプロではないとも考えていた。

「プロなら勝ってこそ、だけどさ……不可能を可能にするのも、プロだと思う。普通ならスナイパー入り編成のチームが勝つなんてありえない。でも、プロならすごいから勝てる──それを見せつけてみんなを楽しませてこそ、プロだと俺は思うんだ」

「でもっ……勝たないと意味がないじゃない」

「もちろん勝つことは大前提の上で、だ。現状、勝ててないけど……俺が強くなれば、勝てる。そのポテンシャルは日ひ根ね野のも感じているだろ？　秋あき月づきはそれだけ力のあるスナイパーだと、お前だって認めているだろ？」

「…………そうね。もしスナイパー入り編成で勝てるチームがあるとするなら、そのチームに所属するスナイパーはきっと彼女でしょうね」

　なんだかんだ、日根野は秋月を認めている。彼女がスナイパーを持っていようと、勝つ可能性はあるのだ。それくらい秋月はすごいスナイパーである。

　だとしたら、俺は秋月にスナイパーライフルを握り続けてほしいと思う。

「スナイパー入り編成のせいで、最前線のお前に負担をかけてしまってごめんな。今まで、お前に甘えてたよ……俺も、もっと強くなってお前の負担を減らす。だから、秋月にはスナイパーライフルを持たせてくれ。あいつは、すごいやつだから」

　リーダーとして、頭を下げる。通話越しなので見えているはずはないのだが、それでも頭を下げずにはいられなかった。

「……ずるいわ。そんなに一生懸命お願いされたら、断れるわけがないじゃない」

　苦笑交じりの呆あきれた声だが、日根野は俺のお願いを聞き入れてくれた。

「正直なところ、秋月さんの考えに納得できない部分があるわ。彼女に対する感情の整理もまだついてないけれど……今日のところはひとまず、受け入れておくことにする。明日からは普通を心がけて、練習に参加するわ。それでいい？」

「うん。ありがとう……助かるよ」

　改めて礼を言いながらも、俺は自身の不ふ甲が斐いなさに悔しさを覚える。

　俺がもっとしっかりしていれば、彼女たちが険悪になることもなかったはずだ。リーダーである俺が不甲斐ないばかりに、シャドウムーンは足踏みしてしまっている。

　この現状を打開するために、俺は努力しなければならない。

（頑張らないと……もっともっと、強くなるために！）

　そう決意して、その後日根野との通話が終わってからも、俺は自主練習に時間を費やすのだった──。
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「お兄ちゃん、学校行ってくるね……って、もしかしてずっとゲームしてたの？」

　まなに声をかけられて、俺は徹夜していたことに気付いた。時計を確認すると、もう登校時間となっている。まなも今から登校するようで、ランドセルを背負っていた。

「ちゃんと眠らないとダメだよっ。頑張りすぎるのは良くないことだと思う！」

　俺を起こしに来てくれたまなが心配そうな顔で部屋に入ってくる。ヘッドマウントディスプレイを外して、近寄ってきたまなの頭を撫なでた。

「大丈夫、心配すんな。確かに寝不足だけど、今日は学校行かないからな」

　そう。俺には学校に行ってる余裕がない。やらなければならないことがあるのだ。

「むぅ……お兄ちゃんはすぐに無理しちゃうから、まなは心配だよ？　いっぱいダラダラしないとダメだからねっ。ごはんはたくさん作っておいたから、ちゃんと食べてね？」

　まなは俺の体調を気遣ってくれていた。学校を休むことに文句はないらしい。本当にこいつは、俺のことが大好きみたいだ……その気持ちが素直にありがたい。

「ありがとう。無理はしないようにする。お前も、学校頑張れよ」

「絶対だよ？　約束だからね？　いい子にしててよ？　……じゃあ、いってきますっ」

「おう、いってらっしゃい」

　そうやってまなを送り出してから、俺は再びマートリップを再開した。

（強くならないと……チームのために、対面能力を上げないとっ）

　昨日の試合、俺が撃ち負けていたせいでみんな崩れていた。今の俺がやらなければならないことは、対面能力の強化である。

（分からん……どうすればいいんだ？　何が俺に足りないんだ？）

　恐らく、立ち回りがダメなのは分かっている。ＡＩＭエイム力も足りないのは感じている。でも、それらは根本的な問題ではない気がした。

　チーム結成当初、日ひ根ね野のに対面能力を強化しろと言われて以来、一人の時間はずっとそれを意識してきたのだが、まだまだ十分に強くなったとは言えなかった。

　今のままだと大会に間に合わない。それだけは絶対に回避したかった。そうでなければ、言い争いをした日根野と秋あき月づきが仲直りすることもできない気がする。

　仮にチームの雰囲気がずっと悪いままなら、俺たちシャドウムーンに未来はないと言っても過言ではない。ゲームの世界でも人間関係はとても大切で、それがチームワークに影響を及ぼすからだ。

　日根野は叩たたかれ慣れているというか、喧けん嘩か慣れしているというか……白黒をはっきりつける性格なので、意外に物分かりがいいところもある。だから彼女に関しては、仲直りするような状況になれば自然と受け入れてくれるだろう。

　一方、秋あき月づきには不安があった。

「あいつ……大丈夫かな」

　秋月なぎさは日ひ根ね野のより脆もろい一面がある。彼女はとても優しくて、いい子で、だからこそ他人との衝突に慣れていない。そんな秋月の様子が俺はとても気になっていた。

「……もう十三時か」

　ふと時計を見るとお昼を過ぎていた。今日は学校がある日なのに、マートリップをプレイしてたので登校できなかった。

　まぁ、加か奈な子こ姉さんには学校をやめることを伝えている。だから必ずしも行く必要はないかなと思っていたが、秋月のことを考えると胸がもやもやした。

　学校でも落ち込んでいるのだろうか……もしそうなら、なんか嫌だな。

　そう思った俺は、いてもたってもいられなくなって、今から学校に行くことにした。恐らく担任の教師には怒られるだろうが、どうせやめるのだからどうでもいいか。

　とりあえず、秋月の様子を見に行くとしよう。




　そして俺は、怒られた。

「はぁ……来なければよかった」

　学校に到着して早々、担任の教師に登校したことを報告した際、最近遅刻が多すぎると説教されたのである。普段は俺を見ていないかのような扱いなのに、出席簿の数字はきちんと見えているみたいだ。

「バツに空き教室の掃除とか……」

　今はもう放課後だった。俺は遅刻したバツとして空き教室を一人で掃除している。

　結局、説教が長引いて午後の授業も大して受けられなかったし、秋月の様子もしっかり観察することができなかった。本来の目的を果たすこともできなくて、学校に来たことそのものを後悔していた、そんな時である。

「だーれだっ」

　不意に視界が真っ暗になって、背後に人の気配が現れた。寝不足で頭はまわってないが、そのハキハキした声の主を間違えるほど俺の脳みそは鈍ってなかった。

「秋月だろ？」

「……なんでバレたし。もしかして中なか平ひら君、超能力者とか!?」

「俺にこんなことするのはお前くらいしかいないんだよ……」

　苦笑交じりにそう伝えると、目の前が一気に明るくなった。どうやら俺の視界を防いでいた彼女の手が離れたらしい。

「にゃははっ。今日は初めて喋しやべるね、中平君っ」

　振り返ると、そこには明るい笑顔を浮かべる秋月がいた。

「なんでここにいるんだ？　もう放課後なのにまだ帰ってなかったんだな」

「だって、誰かさんが社長出勤してて気になったんだよっ。今日は特に遅かったね？」

　どうやらこいつは俺のことを心配してくれていたみたいだ。

　相変わらず優しい子だった。そして、思ったより彼女はいつも通りだ……そのことに俺は安あん堵どの息を零こぼす。落ち込んでいるのではないかと心配していたので、安心した。

「普通に寝坊だよ。俺が遅刻するなんて本当に大した理由がないから、気にするな」

　肩をすくめてみせると、秋あき月づきは小さく笑った。

「それでも秋月さんは気になるのですっ。あと、中なか平ひら君そろそろ学校やめるって言ってたから……もうお話できなくなるのかなって思ったら、ちょっと寂しくて」

　若干恥ずかしそうな笑顔を浮かべる秋月に、頬ほおが緩んだ。可愛かわいいなぁ……こんな子に気にかけてもらえたことは、とてもいい思い出になるだろう。

「そう言ってくれて嬉うれしいよ。でも、俺はこれから掃除しないといけないから、もう帰れ。遅くなるとお母さんが心配するだろ？」

「なんで子供扱いしてるのっ。せっかくだからあたしも手伝ってあげる。優しいなぎさちゃんの善意は素直に受け取っておきなさい？　ってか、せっかく待ってたのに、これだけしかお喋しやべりできないのは物足りないしっ」

　そういうことで、秋月は手伝ってくれるようだ。そのことを申し訳なく思うが、俺もあと少しだけ彼女と話がしたかったので、その申し出に甘えることに。

　二人で空き教室を掃除しながら、雑談を交わす。

「そういえば、いつ学校をやめるか正式に決まったの？」

「あー、たぶん来週中かな？　両親は仕事で海外にいるから、日本にいる保護者の人に話をして、今は書類とか集めてもらってるところ」

「そうなんだ……そろそろなんだね」

「うん。俺としてはいつやめてもいいから、若干不登校になりつつある」

「ちゃんとやめる日が来るまで頑張らないとダメだし！　秋月さんも寂しいから、不登校になったりしないでねっ？」

「……お前は本当に、優しいな」

　俺が学校をやめるということで秋月は若干しんみりしてはいたものの、ニコニコとした笑みを絶やさなかった。秋月とはそろそろ別れることになるので、お節介だと思うが、俺からも彼女に言いたかったことを伝えることにした。

「あんまり無理するなよ。お前はとてもいい子だけど、優しすぎて嫌なことを嫌って言えない傾向があるからな……図太く生きてもいいと思うぞ？　もっとわがままにさ、やりたいようにやってもいいと思う」

　秋月にはとてもお世話になった。俺が学校で多少なりとも楽しいと思った時は常に彼女が隣にいた。だからこそ秋月にはこれからの学校生活で幸せになってほしくて、らしくないアドバイスをしたのである。

「えー？　あたし、そんなにいい子じゃないし～」

「お前はちょっと心配になるくらいいい子だぞ？　ほら、俺を見てみろ……遅刻や居眠りは当たり前のダメ人間だぞ？　俺と比べると秋あき月づきはすごくいい子だろ」

「にゃははっ。中なか平ひら君はダメ人間すぎだよ！　もう、本当に……中平君とお話してると、気が抜けちゃうにゃ～……」

　と、ここで不意に秋月の動きが止まった。掃除がある程度終わったタイミングで、彼女は電池の切れたロボットのようにピタリと静止したのだ。

「ん？　どうし……た」

　心配になって様子を窺うかがったその時、俺は目を見開いて驚くことになる。

「おい、どうした!?　お前、なんで……泣いてるんだ？」

　秋月は、泣いていたのだ。大粒の涙をボロボロと零こぼしている。

　しかし彼女は、自分が泣いていることに気付いてなかったようで。

「え？　別に泣いてない……って、あれ？　なんであたし、泣いてるの？」

　俺に指摘された後、彼女はびっくりしたように自分の涙を拭った。それでも次から次へと秋月の目からは涙が溢あふれ出している。

「大丈夫か？　保健室に行くか？」

　慌てて駆けよって、ふらふらと揺れる彼女を支えようと手を伸ばす。

　すると秋月は、不意に俺の手を握りしめた。

「ごめんね……涙が、止まんない。本当に、ごめんね。中平君の前だと、気が緩んじゃうの……中なか平ひら君の前でだけは、いつも通りに振る舞えなくなっちゃう」












　握った手も、聞こえてくる声も、どちらも震えている。それくらい今、秋あき月づきは不安定になっているみたいだ。

「あたしは全然いい子じゃないよ……ただ、他人に嫌われるのが怖い、臆病者なの。いつもは、いい子を演じてるだけだよ」

　どうしてあげたらいいのだろうか。今の秋月は何かに追い詰められたような表情をしていた。俺の言葉を否定して、彼女は自分のことを卑下している。

　なんとか元気づけてあげたくて、俺は必死に励ませるような言葉を探した。

「だったら、もっと気楽に生きてもいいんじゃないか？　そうした方がいいと思う」

「……本当に、それでいいのかな。あたし、自分勝手にやってもいいのかな？　みんなに、迷惑をかけないかな？」

　不安そうな秋月の言葉を聞いて、俺は彼女がどうして泣いているのか気付いた。

（そうか……やっぱりお前、昨日のこと引きずってるのか）

　秋月は昨日からずっと、日ひ根ね野のに言われたことを気に病んでいたのだろう。それでも無理をして学校では明るく振る舞っていたが、俺の一言をきっかけに張り詰めていた気が緩んだのかもしれない。

　自分勝手にやったことで、みんなに迷惑をかけていないか──という言葉は、恐らく昨日のことを意味しているのだと思った。

　ゲームの世界の秋月は現実世界と比べて自由気ままである。スナイパーライフルにこだわっているのがその証拠だ。しかし、そのせいで俺たちに迷惑をかけているかもしれないと不安を抱いているのだろう。

　こんなに泣くくらい、彼女は思い詰めていたのだ。

（何やってるんだよ、俺……なんで秋月を、泣かせてるんだよっ）

　泣きじゃくる秋月を見ていると、自分自身に怒りが沸き上がってくる。あんなにも素晴らしいプレイヤーをここまで追い詰めた自分を殴りたくなった。

「大丈夫だよ」

　彼女の手を強く握りしめて、俺の考えを伝える。

「確かに自分勝手なのは良いことじゃないけど……だからって、他人に合わせてばかりなのも違うだろ」

　現実でも、ゲームの世界でも、それは一緒だと思う。




「周囲の目を気にして無理する秋月よりも、俺はいつものお前の方が好きだよ」




　俺の前で浮かべる秋月の笑顔はいつも明るくて、俺を眩まぶしく照らしてくれた。できるなら、彼女にはずっとそのままでいてほしかった。

「我慢しないで、楽しむことも大切にするべきだ」

　現実でもそうだし、ゲームでもそれは同じだと思う。

　俺たちはプロだから勝たなければならない。でも、勝つことにこだわりすぎて楽しむことを忘れたらダメだと思う。視聴者にこのゲームが『楽しそう』と感じてもらえるように、自分も楽しむべきだと俺は思うからだ。

「元気出してくれよ……そろそろお別れなのに、泣き顔が最後なんて寂しいから」

　そう言って、俺は彼女の頭に手を置いた。女の子を励ます方法なんて分からなかったので、妹のまなにやってあげる時と同じことしかできなかったのである。

「にゃはは……ありがとう」

　彼女は小さく微笑ほほえんで身を寄せてくる。嫌がるそぶりは見せなかったので、そのまましばらく頭を撫なで続けた。おかげで少しは落ち着いてくれたみたいである。涙も止まったみたいで、ようやく彼女は微笑んでくれた。

「そうだよね。楽しむことも、大切だよね……」

　とはいえ、秋あき月づきはまだ不安そうである。彼女の中にはまだ迷いがあるような気がした。

（俺が強くならないと……やっぱり、ダメだ）

　改めて、そう決意する。チームシャドウムーンで秋月がスナイパーライフルを持ち続けるには、俺が強くなるしかないのだ。

　彼女にはもう泣いてほしくない。

（強くなる……もっともっと、強くなる）

　だから俺は、強くならなければならないと思ったのだ──。




　大会まであと八日。たった八日で俺は対面能力を強化しなければならなかった。そのためにゲームのプレイ時間をたくさん確保しようと思っている。

（学校も行かない。次、秋月に会うのはさよならを言う時だ……その時にあいつが笑っていられるように、頑張らないと）

　最近、睡眠時間が少なくなりがちだが、これから更に少なくなるだろう。それは別に構わない。チームが強くなるためなら……あの三人のためなら、俺はなんだってできる。

「ただいまー」

「おかえりっ。お兄ちゃん、学校行ってたの？　大丈夫？　疲れてない？」

　家に帰ってすぐ、まなが不安そうな顔で話しかけてきた。そういえば朝は学校を休むと伝えていたのに、結局行くことにしたので、まなには心配をかけたのかもしれない。

「体調は大丈夫だ。まなの作ってくれたお昼ご飯食べたら治った」

「そう？　大丈夫だったら良かった！　夜ご飯も美お味いしいごはん作るねっ」

　俺の無事を知ると、まなは安心したように笑ってくれた。そして、思い出したようにこんなことを告げる。

「あ、そういえばお兄ちゃんに来客だよ？　部屋で待ってもらってる」

「は？　俺に来客……いったい誰だ？」

　正直なところ、俺は一刻も早くゲームがしたい。なので、相手によっては叩たたき出そうと思いつつ、自分の部屋に向かった。

　扉を開けると、中にはボーイッシュな巨乳の女子高生がいた。

「いやん、エッチ。修しゆう太た朗ろう君、部屋を開けるときはノックしないとダメじゃないか」

「……何で自分の部屋なのにノックしないといけないんだよ。何しに来た、姫ひめ路じ」

　彼女は姫路葵あおい。俺と同じ学校に通う同学年の女子で、加か奈な子こ姉さんの経営するエレクトロニクス社がスポンサーとなっているプロゲーマーの一人でもある。

　だが、俺と彼女は友達じゃない。せいぜい顔見知り程度の仲だし、なんなら俺の方はこいつを苦手にしているくらいだ。

　それなのになんで勝手に部屋にあがってきたのだろう。

「前に約束したじゃないかっ。ぼくと一緒にゲームしようって」

「……で、今日来たと？」

「うん！　さぁさぁ、修太朗君？　ぼくと熱いプレイングをしようじゃないかっ」

　からかってるつもりなのだろう。姫路は制服の胸元から谷間を見せつけつつ、ニヤニヤと笑っている。いつもだったら谷間を見てドキドキしていただろうが、今の俺にはその程度の誘惑は通用しなかった。よし、追い出そう。

「帰れ」

　姫路を担ぎ上げてぽいっとドアの外に捨てると、彼女はぎゃーぎゃー喚わめきながら俺にしがみついてきた。

「ちょっと待ってくれよ！　こんなに巨乳でノリが良くて簡単に押し倒せそうなガードの甘い女子を軽く追い出すとか、修太朗君はおちんちんついてるのか!?　他の男子高校生ならワンチャン狙ってくるのに、君はどうしてぼくの色気を鼻で笑うのさ！」

　どうやら帰る気はないらしい。めんどくさいなぁ。

「俺は忙しい。お前の巨乳（笑）に付き合ってる暇はない」

「なんでだよ！　せっかく来たんだから、せめて一緒にゲームしてくれよっ。ぼく、君とゲームしたくてマートリップもそこそこやり込んでＸランクになったんだぜ？」

　Ｘランクとはマートリップで一番上のランクである。エンジョイ勢には難しいはずなので、姫路は言葉通り結構やり込んでいるみたいだった。

「へー、そうなのか。すごいな」

「そうだよ！　ってか、やっぱり君は色気よりゲームの話の方が食いつくのか……」

　俺がゲームの話に反応したのを見て、彼女はすかさずこんなことを提案してきた。

「あ！　じゃあこうしようっ。ぼくと君でタイマンして、君が勝てたらぼくは帰るっ。逆にぼくが勝ったら一緒にゲームをする──っていうのは、どうだい？」

　タイマン……つまり、一対一の勝負か。

　マートリップのバチバチバトルモードは通常四人対四人のゲームだが、プライベートモード機能を利用すれば一対一でも勝負が可能となる。

「いいのか？　俺、負けないと思うぞ？」

　俺の弱点は対面能力が低いところなので、タイマンは最も苦手とする勝負方法である。でも、いくらＸランクになったと言われても負ける気はしなかった。

「それはどうかな？　ぼくは本格ＶＲＦＰＳで磨いた腕を持ってるんだぜ？　マートリップはゲーム性が違うけど、対面スキルにおいてはぼくの方が上だと思うよ？」

　一方、姫ひめ路じも自信があるようだ。俺を挑発するような言葉を口にしている。

「……ああ、上等だ。勝負しよう」

　俺はマートリップをかなりやり込んでいるし、影が薄いおかげで奇襲が得意だ。ステージの理解もこっちが上だろう。

　だから、タイマンでも負けるはずがないと思っていた。

　しかし俺は失念していた。別ゲーとはいえ、こいつが磨いたＦＰＳのプレイスキルを侮っていた……勝負が始まってすぐに、そのことを実感させられたのである。

「──マートリップはさ、フラッグを奪うことが勝敗の条件だよね。つまり、フラッグを奪うためにキルするのであって、必ずしもキルが必要なゲームとは言えない。極論を言うと、キルしなくても勝てるゲームだ」

　喋しやべりながら、姫路は自身のマーメイド（ボーイ）を操作する。その動きは明らかに素人のそれではなく、俺はかなり翻弄された。

「くっ……」

　上下左右のフェイントは動きを読ませてくれない。銃弾を撃ち込もうと、ヒットすることはなかった。それに対して、姫路の発射する銃弾は面白いように俺に迫ってきた。回避していたつもりなのだが、彼女の銃弾は回避した先に向かって飛んでくるのだ。

「でも、ぼくがプロとしてプレイしているゲームは、キルが勝敗の条件だ。キルされたら負けるし、キルすれば勝てる。加えて、マートリップみたいに生き返ることはできない。だからこそ、一度のデスやキルがマートリップと比べてとても重い。デスしないように相手をキルするスキルをぼくたちは磨き続けている」

「相手をキルする……スキル？」

「そう。たとえば『ストーキング』という静殺傷術を知ってる？　軍事用語なんだけど、修しゆう太た朗ろう君が得意な気配を消して動きながら相手を無力化するスキルのことを意味する言葉だ。他のＦＰＳでもよく使われている技術で、それならぼくだってできるんだよ。君ほど上う手まくはないだろうけど……まぁ、そういうわけで、対面能力という一点だけで考えるなら、ぼくの方が上なんだ」

　そして俺は──ボコボコにされることになる。

「嘘うそだろ……」

　何度も何度も、負けるたびリスポーンして彼女から一本取ろうと試行錯誤した。しかし結局、一度として勝つことはできなかった。

「ほらね？　タイマンだったらぼくでも君に勝てるんだよ。ま、実際の試合はフラッグを奪い合わないといけないから、そこは経験の浅いぼくが負けるだろう。修しゆう太た朗ろう君はこのゲームが相当上う手まいからね……まぁ、上手いけど、タイマンにおいてはぼくが上ってことさ。はい、というわけで今日はぼくとゲームしようっ！」

　……プロとしてのプライドとか、このゲームをやり込んでいる自負とか、そういうのが全部吹き飛ばされた気がした。

「も、もう一回！　もう一回だけやらせてくれっ！　頼む、この通り……足を舐なめるから！　どうかもう一回だけお願いします!!」

「ちょ、本当に舐めようとするなっ！　分かった、やるから！　いいかげんにしろー！」

　土下座しながら足を舐めようとしたら思いっきり踏んづけられたが、今は痛みとか感じなかった。姫ひめ路じにタイマンでボコボコにされて本当にショックだったのである。

　とにかくもう一戦！　さっきのは何かの間違いだと思いたくて、姫路に挑んだ。

　しかし結果は同じだった。

「はい、勝ちー！　ざーこ！　そんなんで生きてて楽しいの？　ばーかばーか」

「何な故ぜだ……どうして勝てないんだっ」

　床に手をついてうなだれていると、姫路はけらけらと笑いながらいかに俺が弱いのか解説してくれた。

「修太朗君は動きが単調だね。分かりやすくてキルしやすいよ。体の向きで射撃の方向も予測しやすいし、こっちのフェイントにも引っかかってくれるし、手加減でもしてくれてるのかなってくらい戦いやすいなぁ」

「ぐぬぬっ」

　あからさまに煽あおってきてるが、負けたので何も言えなかった。

　動きが単調……そういえば前に、桜さくらちゃんにも同じようなことを言われた気がする。動きが単純だからもっと複雑に動いた方がいいと言っていた。見直して改善しようとしていたが、まったく修正されていなかったらしい。

　なおも姫路は語る。

「マートリップの銃弾は水鉄砲をモチーフにしているからなのか、普通のＦＰＳと比べて弾速が遅い。だから相手がいる位置に撃っても当たらないよ？　着弾する頃にはもうその位置に敵がいないんだから、相手の動き先を狙わなきゃダメだよ」

「それ、偏差撃ちのことだろ？　スナイパーライフルには必要と思うけど、ガンタイプの武器に偏差撃ちはそこまで必要ないだろ」

「必要だよ。このゲームの銃弾は水鉄砲の銃弾っぽいから当たり判定も大きい。偏差撃ちしなくても結構当たるけど、相手にしっかり着弾させるには偏差撃ちしないといけない」

　確かに彼女の言葉は納得できるものがあった。俺が近距離の対面で負けるのは敵に銃弾を当てきれていないというのが理由の一つである。

「でも瞬間ＡＩＭエイムは悪くなかったよ。初弾は割と当たってたから、継続ＡＩＭを鍛えたら撃ち合いにはそこそこ勝てるようになるんじゃないかな？」

　ＡＩＭエイムは敵を銃弾で狙う技術のことだが、細かく分けると一瞬で敵を狙う『瞬間ＡＩＭ』と敵に銃弾を当て続ける『継続ＡＩＭ』というものがある。前者は十分なようだが、後者が俺はまだまだのようだ。

「あとはムーブだね。敵と対面した時の動きが素直すぎるから、もっと裏をかくことを意識した方がいい。相手を騙だます動きをすれば、修しゆう太た朗ろう君はぼくに勝てるはずさ」

　──それは、思いもよらないところから差した光明だった。

　マートリップはＦＰＳに分類されるゲームだが、銃弾が当てやすかったり、キルしなくても試合に勝てたりと、ＦＰＳらしい要素が薄い傾向がある。だから俺はＦＰＳの基本的なスキルを失念していたのだろう。

　姫ひめ路じ葵あおいはマートリップとは違う、ガチガチのＦＰＳプレイヤーである。彼女の言う通り、敵をキルするスキルに関していえば圧倒的に上だった。

　これは認めなければならないな……姫路葵は、俺よりも対面能力が上だった。

「……ムーブと継続ＡＩＭって、どうやったら上達する？」

　だから俺は、プライドを捨てて彼女に教えを乞う。

「経験。要するに『慣れ』だね。修太朗君はどうやら対面を避ける立ち回りをしてきたみたいだから、ぼくにも負けてるけどさ。君ならすぐにそこそこレベルには上達するよ。何て言ったって、やり込み量が違うんだから当然だろう？」

　深刻気味だった俺の問いかけを、彼女は飄ひよう々ひようと鼻で笑い飛ばした。

「たくさん対面したらいいんじゃない？　試合中でもそれを意識するといいよ。あと、効果的な練習方法は──今みたいなタイマンがいいんじゃないかな？」

　俺があれほどに悩んだ問題の解決方法を彼女は一瞬で出してくれた。違うゲームだが、流石さすがはプロゲーマーである……初めて姫路葵という人間に敬意を覚えた瞬間だった。

「修太朗君、もしかして対面能力が低いことを気にしてたのかい？」

「ああ、うん。実は八日後に大会があって、それまでにどうにかしたいと思ってたんだけど……お前にボコボコにされて、改めて自信を失ったところだ」

「にひひっ。それは残念だったね……じゃあ、ぼくが練習に付き合ってあげようか？　君の特訓の相手をしてあげてもいいぜ？」

　そして姫路は俺にとって本当に嬉うれしい申し出をしてくれた。

「い、いいのか？　お金とか払わなくて大丈夫か？」

「ああ、いいよ。ぼくの方はしばらく大会もないし、割と時間あるんだよね。喜んでお相手してあげようかな？　ぼくと君の仲なんだから、遠慮しなくてもいいぜ？」

「ありがとう！　感謝する……俺、初めてお前と知り合いになれて良かったと思った！」

「おいおいっ。やっぱり君はゲームにしか興味がないのか……そういうの、嫌いじゃないよ。やっぱりゲームに熱を注げる人がぼくは好きだ」

「お礼に足とか舐なめるぞ！」

「それは要らないよ!?　ちょ、なんでおっぱいは触ろうとしないくせに足は舐めようとするのさ！　修しゆう太た朗ろう君は本当に不思議なやつだなっ」

　とかなんとか。わいわいしながらも、姫ひめ路じはそれからしばらく付き合ってくれた。彼女との特訓は俺にとって有意義なもので、対面能力がかなり上がったように思えた。

　夜、日も暮れたところで特訓はひとまず終わりになったが、彼女は明日も来てくれると言ってくれた。

「大会まで付き合ってあげるよ。お礼は君の妹のご飯だ……くそっ、あれを一度食べてしまうと、もう他のご飯が食べられなくなっちゃうな」

　今日のお礼にまなお手製の夕食を御ご馳ち走そうしたのだが、姫路は気に入ってくれたらしい。ナイスだまな……助かった。

「ありがとう。明日もよろしくな」

　それから大会まで俺は姫路と特訓を続けた。もちろん彼女は学校に登校するので昼間は来なかったが、その間俺は家で自主練習に励んだ。他のＦＰＳの動きからも学べることがあると思って、姫路のプレイ動画もしっかり見ておいた。

　昼は学校に行かずにマートリップで自主練習。夕方は姫路と特訓。夜はチームで集まって練習。深夜も自主練習──と、大会まで俺はマートリップにひたすら打ち込んだ。

　チーム練習の方はあまり上う手まくいかなかったというか、日ひ根ね野のと秋あき月づきが会話をまともに交わさないせいで連携がまったくとれないため、練度はまったく上がらなかった。二人にはまだ時間が必要なのだろう。

　ただ、この状態で長く練習しても意味はないので、チームの練習時間は一時間程度と少なめにしておき、あとは個人での練習を重視しようと話し合いで決めて俺たちは大会まで過ごした。

　おかげで俺個人の力は、大分強くなった。ベイビーや日根野と比較するとまだまだだが、弱くはないと胸を張って言えるくらいには対面スキルが上達したと思う。少なくとも、ベイビーと対面して瞬殺されない程度には実力がついただろう。

（よし……いよいよだな）

　大会前日。チームの練習も終わった後、深夜遅くに俺はＰＣのモニタでベイビーのプレイ動画をジッと見ていた。少しでも勝率を上げるために、ベイビーの動きを目に焼き付けていたのである。

（すごいなぁ。相変わらず、上手い）

　前線で敵のヘイトを集めながらも死なない生存力、僅かな隙すら逃さない観察力、撃ち合いに負けないキル力、仲間を助けるカバー力、どれもが一級品だ。

　でも、ベイビーだって俺と同じ人間だ。きっとどこかにクセや弱点があるはず。そんなことを考えていた時だった。

「後輩ちゃ～ん」

　不意に窓の外に女性が現れた。

「っ!?」

　おいおい、ここ二階だぞ!?　もしかして幽霊か!?　と、背筋が冷たくなったのだが。

「学校にも行かずにゴロゴロしてるなんてぇ……良い身分ですねぇ～」

　おっとりとした笑顔を見て、俺は彼女が誰なのか把握する。

「な、なんだ、穂ほ波なみ先輩ですか……いきなり現れないでくださいよ、びっくりしますから」

「あのぉ……そろそろ開けてくれませんかぁ？　この体勢疲れるんですよぉ～」

　超人的な身体能力を持っている先輩は、外壁にある僅かなでっぱりに指を引っかけて俺の部屋に来たようだ。ロッククライマーかよ。

「はいはい……ってか、なんで俺の家に来たんですか」

「だってぇ、後輩ちゃんは最近学校に来ないじゃないですかぁ～。寂しかったんですぅ」

「え？　もしかして心配してたってことですか？」

「当たり前じゃないですかぁ。後輩ちゃんは私のお気に入りなのですよぉ？　それなのにぃ、優雅にゲーム動画見てるとかぁ、プンプンですねぇ～」

　部屋に入ってきた先輩は、俺の膝の上に座って密着してくる。相変わらず自由な人だ。

「はぁ……それにしても、今来るんですか？　もう深夜ですよ？」

「お昼寝しちゃったのでぇ、眠れなかったんですぅ」

　なるほどね。俺を心配して来たとか言ってるが、たぶんただの暇つぶしで俺の家に来たのだろう。先輩はそういう人間である。

「ねぇねぇ、後輩ちゃんは何を見てんですかぁ～？」

　俺にもたれかかりながら、先輩はＰＣに視線を向ける。モニタにはベイビーのプレイ動画が映し出されていた。

「マートリップの王のプレイを見てました。明日から大会なので、弱点でも探そうかなと」

「勉強熱心ですねぇ～……でも、この人は完璧だからぁ、無駄な努力と思いますよぉ～」

　何でも知ってる先輩は、マートリップのプレイヤーについての情報も持っているらしい。ベイビーがどんなプレイヤーなのかも分かってるようだ。

「はい。本当に完璧ですごいプレイヤーです……だけど、同じ人間ですから、敵かなわないとは思いたくないんです」

　相手が完璧だからと言って、それで諦めては意味がない。平凡な人間なりに、足あ掻がいてやろうと思って俺はベイビーのプレイ動画を食い入るように見ていたのだ。

「へぇ～……いいですねぇ。そういう泥臭いところ、私は大好きですよぉ？」

「俺は先輩のこと普通なので、ごめんなさい」

「あらら～。振られちゃいましたぁ～」

　そんなに緩い告白があってたまるかよ。呆あきれつつも、そのままの体勢で俺は動画を見ていた。先輩も俺につられたのか、ベイビーのプレイ動画をぼんやりと見ている。

　それからふと、先輩は小さな声でこんなことを呟つぶやいた。

「ぁ……敵の銃弾を回避する時、必ず右に動いてますねぇ」

「え？　ほ、本当ですか？」

　先輩の言葉を耳にして、それが真実かどうか確かめるためにベイビーの動く方向に意識を向けてみる。ベイビーは複雑で読みにくい動きをするプレイヤーだが、確かに敵の銃弾を回避する瞬間だけは必ずと言っていいほど右方向に動いていた。

「よく気付きましたねっ……これは、重要な情報ですよ！」

「あらら。これはクセみたいですねぇ」

　流石さすがは天才の先輩だ。俺が見抜けなかったベイビーの癖を容易たやすく見つけてくれた。それが嬉うれしくて、思わず膝の上に居る先輩を抱きしめてしまった。

「先輩、ありがとうございますっ」

「ふふっ。後輩ちゃんは思ったより情熱的ですぅ……今まで冷たくされてばっかりなので、たまにデレるとちょっと嬉しいですねぇ～」

　なんか頬ほおを赤くしてたけど、ともあれ先輩のおかげで光明が見えた。もしかしたらこの情報は試合の勝敗を分けるほどに重要なものとなるかもしれないのだから。

（絶対に、勝ってやる！）

　姫ひめ路じの協力で、『対面能力が低い』という弱点を克服できた。先輩の気まぐれで、『ベイビーのクセ』を知ることができた。

　ＪＪガールズを倒す準備は整っている。あとは、試合でその成果を発揮するだけだ。

「絶対に、優勝する」

　シャドウムーンのみんなで絶対に勝ってみせる。そう俺は決意した。

　そして俺たちは、大会の日を迎える──。
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　第一回エレクトロニクス杯は当初の予定を超えて参加チームが五百を超えた結構な規模の大会となった。五百も超えると優勝まで八回か九回くらい勝たないといけないらしく、大会は二日に分けて行われることになっていた。今日はその一日目である。

『はろはろ～♪　みんな調子はどうかな～？』

　試合前、ちょうどみんなが通話チャットに集まったタイミングで、加か奈な子こ姉さんも通話に入ってきた。

『私は運営側だから、観覧席の方で応援することしかできないけど、みんなの活躍を期待してるねっ』

　姉さんは大会の主催者なので、大会中は参加者の俺たちと関わることができない。だからこそ今、激励の言葉をかけてくれているのだ。

『君たちのスポンサーとして、最大限の仕事をしたつもりだよ。プロチームのデビュー戦に相応ふさわしい規模の大会だと自負してるからね☆　後は君たちが期待に応えてくれれば、それだけでこの大会は成功です♪　私たちエレクトロニクス社に、君たちとプロ契約を結んで良かったと思わせるような動きを見せてくださいな？』

　相変わらずふざけているような口調だが、こちらを発奮させる絶妙な言葉選びだった。

「任せてください。色々ありがとう」

『いえいえ～。それではみんな、頑張るんだぞ☆』

　そして姉さんは通話を切った。この後はＶＲ観覧席と呼ばれる、試合を上空から眺められる機能で俺たちを応援するのだろう。まなも応援すると言ってたので、恐らく姉さんはまなと一緒に俺たちの試合を見るはずだ。

　二人にいいところを見せるためにも、頑張らないと。

「いよいよ大会です！　みんな、気合を入れていきましょうっ」

　通話越しに声をかけると、メンバーの三人も返事をしてくれた。

「ええ。頑張りましょう」「……うん。そうだね」「えっと……がんばる」

　しかし三人とも元気がないというか、雰囲気が暗かった。実は一週間ほど前のＪＪガールズとの敗北以降ずっとこんな感じである。

　特に日ひ根ね野のと秋あき月づきはあからさまに関係が悪くなっていて、あれ以来ほとんど会話を交わさなくなっている。その空気を感じてか、桜さくらちゃんも委縮して口数が少なくなった。

　一応、空気は良くないがギスギスしているわけではないので、まだ改善の芽はあるだろう。きっと今回の大会で勝てたら、それをきっかけに日根野と秋月は仲直りしてくれるはずだ。そうなってくれることを祈って、俺は大会に集中することに。

　ちなみに試合映像は公式の放送でしか見れないため、俺たちの配信は禁止されている。なので通話は視聴者に漏れない。プレイに集中できる状況となっていた。

「ＪＪガールズは反対ブロックだから、あいつらと戦うまで負けられません。とりあえず今日を勝ち抜かないと」

　まずは一回戦。しっかり勝って次につなげようと声をかけて、試合に臨んだ。

　試合前に生体認証機能で本人情報を確認させて、運営側に不正がないことを証明する。その後に試合を始めた。

　大会ルールに則のつとって、ステージの選択はランダム。三本先取で勝ち抜けである。

『試合開始！』

　スタートの合図でゲームが始まる。一回戦の相手は名前を聞いたことのない無名のチームだった。寄せ集めのチームなのか、試合開始直後から動きにバラツキが見える。

　敵チームは血気盛んで初動から突っ込んできた。こういう強引なチームに対して、カウンタータイプの俺たちはかなり優位に立てる。

「……三人キルしたわ」「あと一人はあたしがヌいた」「フラッグ、とりましたっ」

　敵の三人を日ひ根ね野のが処理して、残りの一人を秋あき月づきがきっちり仕留める。

　会話こそ交わさないが二人はやるべきことはしっかりやってくれていた。

「よし、そのまま固めに入りますっ」

　試合は優勢のまま続き、難なく一ゲーム目を取った。敵チームとの実力差は明らかで、俺たちは連続で三本取って初戦は突破となる。

「ナイス！　この調子でいきましょう！」

　チームワークはまだ万全じゃないものの、俺たちはなんだかんだ四人ともマートリップのトッププレイヤーである。大抵のチームであれば地力の差で押し切ることができる。

　そのまま二回戦、三回戦と順調に勝ち進み、四回戦となった。四回戦ともなると敵チームの練度も上がり、俺たちは苦戦するようになる。四回戦は三対一で勝利できたが、試合内容は良いと言えなかった。チームの雰囲気は更に重くなる。

　直後にこの日最後の試合である五回戦も行ったが、それに関しては散々だった。

「黒くろ騎き士し、前に出すぎです！　うさぎは後ろに引きすぎだからもっと前に出ましょうっ。桜さくらちゃんは冷静に状況を見てください。大丈夫だから、落ち着いてっ」

　やはりみんなの声かけが少ないからだろうか。改善したはずの連携が甘く、敵チームもその隙を突いてきた。個の実力は圧倒的に俺たちが上だったというのに、攻められ続けてしまったのである。

　とはいえ、三対二で試合にはなんとか勝てた。終始押し込まれていたが大事な場面でのミスがなかったおかげだろう……これで今日の日程は終わりである。明日からは準々決勝が始まる。あと三回勝てば優勝だった。

「……この程度の相手にここまで苦戦するのは、ちょっとへこむわね」

　試合が終わって、日根野がそんなことを呟つぶやく。

「今日はちょっと動きが悪かったですね。みんな、距離感がおかしかった……でも、勝ったんだから問題ありません。明日、しっかりとやればいいですから」

　今更どうこう言っても仕方ないので、みんなを励ます意味も兼ねてそう声をかける。とにかく連携さえ上う手まくできれば俺たちはそこそこ戦えるのだ。チームワークを意識するようにしてもらえれば、今日だってもう少し楽に勝てたはずである。

「今日のＭＶＰはしゅー君ね。かなり助けられたわ……見違えるくらいに前を張れるようになってるじゃない」

「……黒くろ騎き士しが褒めるなんて珍しいですね」

　特訓の成果もしっかり出ていたのだろう。一緒に前衛を張る日ひ根ね野のには努力が伝わっていたらしい。

「私は人の努力を鼻で笑うほど性格が悪くないと思うのだけれど？」

「そうですね、ありがとう。頑張った甲か斐いがあります」

「さっちゃんも、しゅーはすごいとおもいました！」

　桜さくらちゃんも褒めてくれて、頬ほおが緩んだ。最近口数が少ないが、やっぱり彼女が喋しやべってくれると場が和む。もっと桜ちゃんに居心地の良い雰囲気を作りたいものだ。

「今日は色々と課題が多かったわね……私も含めて、しゅー君以外は本当に動きが悪かったと思う。このままではＪＪガールズに勝てないわ」

「はい、自分もそう思います。でもそれはチームワークに関連することだから、声かけとか距離感を意識するだけで改善できますよ」

「……そういう問題？　編成はこのままでいいの？」

「──っ」

　と、ここで秋あき月づきが息を飲む音が聞こえた。日根野の言葉に彼女は動揺しているようだ。

　日根野は遠回しに『スナイパーライフルを組み込んだままにするのか？』と俺に聞いてきたのである。

　……正直なところ、今日の試合だけで判断するなら、編成を変えた方がいいだろう。スナイパーライフルを使う秋月が後ろに引きすぎていて、カバーがまったくできなかったのだ。加えて、いつもより秋月は調子も悪く、キルもあまり取れていなかったのである。

　以前よりも俺が前衛で生存していた分、後衛の秋月は動きやすかったはずだ。それでもこうなっているということは、やっぱり彼女のメンタルに問題があったということだろう。

　だが、俺はこう思っている。

「編成を変える必要はない。今の武器構成こそがシャドウムーンらしいから」

　リーダーとして堂々と言い放つ。日根野やメンバーの意見は尊重しているが、これだけは譲れないことだったのである。

「うさぎもそう思いますよね？」

　今日、ずっと静かな秋月にもあえて話を振った。俺にかばわれるだけじゃなく、秋月には自分の意思を言葉にする必要がある。

「……うん。あたしは、スナイパーライフルを使う」

　彼女の意思はなおも頑かたくなだった。あれだけ日ひ根ね野のに言われてもスナイパーライフルを握り続けているのだから当然だろう。

　そのこだわりは強みだ。中途半端に迷うくらいなら、最後まで貫いてほしい。

「そういうことだから、編成を変えるつもりはない。それでいいですか？」

「はぁ……そうね。リーダーのしゅー君がそう言うのなら、今は従っておくわ」

　日根野はなおも不満そうだったが、俺の顔に免じてこれ以上は何も言わないでくれるらしい。でも、きっとこいつは今日の秋あき月づきに満足していない。

　スナイパーライフルを編成に組むことはただでさえ前線負担になるのだから、もっとキルをすることでチームに貢献してほしいと暗に言いたかったのだろう。

　秋月なら、日根野が求めるような動きも絶対にできるはずだ。今日はたまたま調子が悪かっただけと俺は信じて、彼女をかばったのである。

「本番は明日！　気を引き締めていきましょうっ」

　こうして俺たちは大会初日を終える。色々と不安な点を残しているが、まだ優勝の可能性は十分あった。明日も頑張ろうとみんなを鼓舞してから、その後は通話を切った。




　そして、大会二日目となる。昨日はまなが勝利祝いでごちそうを作ってくれたおかげで、体力も十分に回復していた。夜遅くまで練習していたので寝不足だが、調子は万全である。

　昨日勝ち残ったチーム数は八。対戦はあと三回となっていた。

「あと三つ……勝とう！」

　そんな言葉をかけてから俺たちは準々決勝に臨む。相手は流石さすがにここまで勝ち進んでいるだけあって強かったが、俺たちも負けていなかった。

「いいわ。昨日よりは、動けてるんじゃないかしら？」

　この試合では日根野が暴れてくれた。俺にやることがなかったくらい、彼女は前衛でキルを取ってくれた。これで準決勝進出である。

「しゅー。さっちゃんにおまかせしていいよっ？」

　準決勝では桜さくらちゃんが凄すさまじかった。昨日はおろおろしがちだったが、今日はやけに気合が入っているようで、立ち回りが積極的である。状況を見て彼女はガンガン前に出てキルを多数取ってくれた。

　日根野と桜ちゃんの活躍もあって、準々決勝と準決勝は三対二で勝利することができた。これで俺たちは決勝進出である。

　その決勝の相手は、予想通りあのチームだった。

「ＪＪガールズが決勝戦の相手です。しかも、決勝まで全部ストレートで勝ち進んだみたいで……すごいですね」

　試合までの待機時間、公式の配信で大会の様子を見守っていたが、ＪＪガールズは圧倒的だった。対戦相手にはプロチームもいたというのに、一本も落とすことなくきっちりと完勝していたのである。やっぱり、強かった。

　しかし俺たちは勝たなければならない。過去に二度も敗北し、そのたびに心を折られてきた。是非とも雪辱を晴らしておきたい。

　その気持ちはみんな同じなのだろう。いつもよりも緊張しているように思えた。それを緩和するためにも、俺は『あのこと』をみんなに教えることにする。

「ＪＪガールズは強い。特にベイビーは手がつけられない……と、思ってませんか？　実は、ベイビーには『銃弾を回避する時、右に動く』というクセがあるんです。このことを頭に置いといてください」

　大会の前日、穂ほ波なみ穂ほ乃の果か先輩に教えてもらったことだ。この情報は試合の命運を分ける大切なものになると思うので、みんなとしっかり共有しておいたのである。

「それは本当？　ナイスよ、しゅー君……教えてくてありがとう」「みぎ？　わかった……みぎっ」「……了解。頭に入れておくね」

　俺の言葉に対して、みんなはしっかり返事をしてくれた。でも、まだ緊張が解けているようには思えなかった。心配だ……でも、今更それを気にしても仕方ない。すぐに試合は始まるのだから、今はとにかく集中しないと。

「いよいよ、始まります」

　鼓動が痛いくらいに鳴り響いている。決勝戦開始まであと数秒となって、俺は手のひらが汗ばんでいることに気付いた。俺もどうやら緊張しているらしい。

「ふぅ……よし！」

　深呼吸して汗を拭う。みんなも俺と同じように緊張しているようで、イヤホンからは彼女たちの荒い息遣いのみが聞こえてきた。

　あまり緊張せず、いつも通りを心がけたいが……初めての大舞台で緊張するなと言う方がおかしいか。だから、まずは初戦……この一本目を取りたい。一本取ればいい流れが生まれるはずだ。この勢いに乗れたらきっと、優勝までスムーズにいくはずである。

　俺たちにとってこの初戦は大きな意味を持つものだった。

「──スタート！」

　そして、俺たちの決戦が幕を上げた。

　ステージはロックタートルプラザである。大きな亀の甲羅をモチーフにしたマップで、中央が広場のようになっており、その周囲には小さな岩がいくつか並んでいる。

　フラッグは見晴らしのいい中央に設置されており、考えなしに突っ込んだらハチの巣にされてしまうため注意が必要だ。

　しかし見晴らしがいいのは中央だけで、周囲は身を隠す岩が多く、スナイパーには結構苦しい地形となっていたりする。まぁ、秋あき月づきがいつも通りなら地形なんて関係なく、相手をヌいてくれるはずだ。それを信じよう。

「初動は落ち着いて、相手がフラッグを取ろうとしていたら譲ってもいいから、まずはゆっくりと攻めましょう」

　そう指示を出しながら、銃弾を補給できる拠点の近くに向かっている最中のことだった。

「あれ？　あいつら、突っ込んできてませんか？」

　ＪＪガールズのメンバーは予想外にも、初動からフラッグを無視して俺たち目がけて突っ込んできていたのである。

「何がしたいんですか？　あんなの、うさぎの恰かつ好こうの的でしょうに……」

　身を隠すこともなく、まっすぐにこちらに泳ぐマーメイドを視認して、俺は思わず首を傾かしげてしまった。

「うさぎ、頼みました」

「……分かった」

　何を考えているのかは分からないが、あの様子ならうさぎが二人以上はキルするだろう。

　そう思っていたのだが。

「──え？」

　俺はどうやら、色々なことを見落としていたみたいだ。

　これは決勝戦。俺たちにとって初めての大会。チームは結成して二週間ちょっとしか経たっていない。しかもまだまだ連携の熟練度が低く、ＪＪガールズには一度として勝ったことがなかった。こんな状況で、誰もが平常心でいられるわけがなかったのである。

「ぁ……ご、ごめんっ。外した」

　消え入りそうなくらい小さな声でミスを報告したのは、突っ込んでくるＪＪガールズを撃ち堕おとそうとしていた秋あき月づきだった。

「落ち着いて！　一人でもいいからキルしてくれれば、人数有利になるからっ」

「あ、当たらない……ＡＩＭエイムが、おかしいのっ。手が震えてて、当たんない」

　──マートリップの銃撃はコントローラーのジャイロセンサーによってＡＩＭを調整する。ジャイロセンサーとはコントローラーの傾きを読み読み取るセンサーなのだが、緊張で手が震えていたりするとジャイロがそれに反応してしまうのだ。

　しかも秋月はかなり精密なＡＩＭが求められるスナイパーライフルを使っている。緊張して、しかも手が震えている状態では、当たるわけがなかった。

（もしかして、ベイビーたちは秋月の様子がおかしいことを見抜いていたのか!?）

　恐らく、ＪＪガールズは俺たちの準々決勝と準決勝の試合をチェックしていたのだろう。今日は明らかに秋月が不調で、だからこそ撃ち抜かれることはないと予想して、初動から突っ込んできたのだと思った。

　相変わらずこちらの弱点を的確に突いて来る。勝ちにどん欲なプレイスタイルだ。

（やられた……っ！　でも、こんな状況だからこそ冷静にならないといけない。とにかく秋月を守らないと！）

　パニックになりそうな自分を律して、俺は再び指示を出す。

「オッケーです。ミスは仕方ないので、うさぎはしっかり下がって敵を狙ってください。残りの三人で、突っ込んできた敵を処理します！」

　それでもまだ敵の特攻は脅威にならない。考えなしに突っ込んできているだけなので、いつもの俺たちなら簡単に処理できるはずだ。

　いつもの、俺たちなら……っ！

「ちっ……ベイビーにやられたわ」

　まずは日ひ根ね野のがベイビーに撃ち合いで負けた。

「……ごめんなさい、さっちゃんもダメです」

　桜さくらちゃんは目の前の敵に集中しすぎていたようで、少し後ろの方から放たれたタイホーンのバズーカが見えてなかったようだ。直撃をもらってデスしていく。

「っ……うさぎ、引きますよ！」

「……ごめんね、逃げられないや」

　あえなく引こうとしたが、もうすでに敵の手は後衛の秋あき月づきに届いていた。近距離戦を強いられた秋月もなすすべなくデスして、最後に俺もハチの巣にされてデスしてしまう。

　大事な大事な初戦は、オールキルという最悪の結果から始まることになった。

（みんな浮き足立ってる……いつもの状態じゃないっ）

　さっきまで好調だったはずの日根野と桜ちゃんですら動きが悪かった。

　これは決勝戦という大舞台で、相手は一度も勝てたことがないＪＪガールズだ。一試合だけゲームに勝てたこともあるが、あれは様子見されていたも同然なので、純粋に喜べる勝利ではなかっただろう。みんなは余計な力が入っていたのかもしれないし、過剰なプレッシャーを感じていた可能性もある。

　みんな冷静ではなかった。試合が開始して間もない今は特にそうである。試合が進むにつれて落ち着くこともできたはずだが、その時間をＪＪガールズが与えてくれなかった。

　ＪＪガールズの策にまんまとハマったとも言えるだろう。

（やっぱり強いなぁ……）

　実力もある上に、試合運びも巧みだ。油断もせずにこちらを分析して、効果的な策を実行してくるあたりがまたいやらしい。

　でも俺は諦めるつもりなんてない。再び意識を集中させて、勝つために思考を巡らせた。

「ドンマイ！　切り替えてください……ミスは仕方ないんです。でも、今のミスを引きずることは最悪です。まだ試合は始まったばかりだし、しっかりと打開しましょう!!」

　リーダーとしてみんなを鼓舞する。俺は三人と比べると比較的動けていたが、俺一人の実力はたかが知れている。彼女たちには立ち直ってもらわないと勝つなんて到底不可能なので、みんなの復活を待った。

　しかし初戦は終始こんな感じで、彼女たちは凡ミスを繰り返し続ける。

　そして俺たちは、一度もフラッグを奪い返すことなくストレート負けするのだった。

「……一本、取られちゃったわね」

　試合終了の合図と同時に、日根野が重苦しい声を発する。彼女としてもやっぱり先に一本取っておきたかったのだろう。だが、取られてしまったものは仕方ない。

「落ち込んでいる暇はありません。これから三本取れば勝てるんだから、次に集中です」

「ええ……そうね。反省は後にするわ。しゅー君、次もよろしくね。今日のあなたは本当に頼りになるわ」

「誰かさんに弱いって言われましたから。頑張ったんです」

「ふふっ。よく頑張ったわね……ご褒美に何かいいことしてあげましょうか？」

「そうですね。試合が終わったら、頼むかもしれません」

　雰囲気を変えるためにも冗談を口にして場を和ませておく。そうすると、彼女も元気よく声を上げてくれた。

「さっちゃんもする！　しゅーにごほーびあげるっ」

　ほんわかした桜さくらちゃんの声を聞くと、緊張した空気が一気に緩んだ気がした。やっぱりこの子はチームのムードメーカーである。

「うさぎ！　次は頼みますよ……っ」

　さっきはかなり緊張していた秋あき月づきにも声をかけておく。試合が終わってもずっと黙ったままの彼女が心配だったのだ。

「う、うん！　そうだね、次は大丈夫……絶対に、大丈夫」

　まだ硬い気はしたが、今は彼女を信じるしかない。

「二試合目は……お！　イソギンチャクマウンテンですっ。自分たちがＪＪガールズから一本取ったステージ……いいですね、運がいい」

　遮蔽物が少なくてステージ全体が見晴らしのいいスナイパー有利のステージだ。ここならＪＪガールズに勝ったいいイメージが残っているので、みんなも動きやすいだろう。

「前回ここで試合した時と同じように、初動からガンガン行きます！　しっかり一本取り返して、流れを引き戻しましょうっ」

　そうして、二試合目が始まる。

　この試合は日ひ根ね野のも桜ちゃんも調子を取り戻していた。試合前の会話のおかげか緊張も少しは緩和していたようで、動きが段違いだった。

「一人……二人、三人！　三人ぶっ殺したから、後は頼んだわよっ」

「ナイス！　固めに入りますよ！」

　日根野は初動から大暴れしてＪＪガールズをかき乱してくれた。フラッグを確保して最初の盤面を取ることに成功したが、その後に相手の打開を阻止することができずにフラッグを取られてしまう。

　今度はこちらの打開。桜ちゃんがしっかりとクリティカルを準備して、シャボンランチャーを発動してくれた。

「はつどーしますっ」

　泡が割れると同時に、爆風で二人ほど桜ちゃんはキルして打開は成功となる。再びフラッグを取り返せた。この時点でカウントは四十対三十。

「ここでカウントを稼ぎます。デスには気を付けて、打開をしっかり阻止しましょう！」

　試合の流れは良い。少なくとも一試合目よりは勝機が見えていた。やはりこのステージは俺たちと相性が良い……いつも通りのプレイができれば絶対に勝てる。

　絶対に勝てる、はずだったのに。

「もうっ。ダメだわ……キルを取っているはずなのに、なんでこんなにきついのかしら」

　日ひ根ね野ののデスを起点に、敵が一気になだれ込んでくる。ＪＪガールズの打開は常にミスがなく、こちらが人数不利になっている状況では対抗することができなかった。

　俺もしっかりと前衛で踏ん張って、キルもいくつかもぎとった。桜さくらちゃんも随所で活躍してくれたが、それでもＪＪガールズの猛攻を防ぐことはできず。

　二試合目は殴り合いのようなフラッグの奪い合いを繰り広げたが、惜しくもカウントをもぎ取ることはできなかった。

「くそ！　あと一歩、及ばなかった……っ」

　カウント八十対九十で試合終了の合図が鳴り響く。もう少しで勝てただけに、ショックも大きかった……これで二連敗。あと一回でも試合に負けると、俺たちの敗北である。

　それにしても、この試合はどうして負けたのだろうか？　俺も日根野も桜ちゃんもキルを取ってたはずなのに、ずっと敵が減らなかった。

　その理由は、リザルト画面で判明する。

「ゼロキル!?　嘘うそでしょう……いいかげんにしなさいよっ」

　とあるメンバーのリザルトに表示されたゼロという文字に、日根野がうんざりしたような声を上げる。本当はこんなことを口にするのは良くないが、しかし俺は日根野に何も言うことができなかった。この試合に負けた原因は、明らかに彼女である。

「……ごめんなさい」

　二試合目で一つもキルを取れなかった秋あき月づきが感情の抜け落ちたような声をぽつりと零こぼす。彼女が少しでも後衛として仕事をしてくれていたら、この試合は勝てていた。

「──っ！」

　日根野も言いたいことはあっただろう。だが、三試合目の直前に言っても士気を下げるだけだと思ってくれたのか、何も言わずに言葉を飲み込んでくれた。

　ありがたい。どうも秋月はいつも通りではないみたいなので、声かけはリーダーである俺に任せてほしかった……もしかしたら彼女は、ＪＪガールズとの試合にかなりプレッシャーを感じているのかもしれない。

「…………」

　しかし、なんて言葉をかけてあげればいいのだろうか。少しでも秋月が落ち着けるような言葉を探したがすぐには思いつかず、俺も黙ってしまった。

「ぁぅ……」

　少しの間、誰も声を発さなくなる。雰囲気は一試合目の直後よりも重く、そのせいで桜ちゃんも言葉を失っているらしい。あの子を困らせている現状が、とても情けなかった。

　そうやって、俺が迷っている間にも時間は進み、俺たちの行く末を決める第三試合のステージが決まった。

「……ここで、サンゴツリーですか」

　巨大なサンゴをモチーフにしたこのステージは、出っ張ったサンゴの枝が障害物となっているため見通しが悪く、スナイパーライフルに不向きなステージとなっている。ＪＪガールズとも過去に二戦ほどここで試合をしているが、どちらも完敗していた。しかも最初の一敗目は手も足も出ずにボコボコにされて、二戦目は司令塔の俺を徹底的につぶされてやはりボコボコにされた。どちらの敗北もイメージの悪いものだったのである。

　いつも通りの秋あき月づきですら手こずる不利ステージか……参ったな。彼女にはより力を発揮してもらわないと、負けてしまう。

　だから、次の言葉選びが大切だ。緊張と不安で怯おびえているであろう秋月を元気づけられる一言を、俺は必死に探す。しかし俺が何か言う前に、秋月の方から口を開いた。

「あ、あの……ちょっと、いいかな」

　彼女は落ち込んでいると無言になる傾向があるので、自分から声を上げたことに驚いた。

「どうしました？　何か気になることがあったら、遠慮なく言ってください。自分たちができることなら何でもやりますから」

　なるべく優しい言葉を選ぶよう心がける。秋月に元気になってほしくて必死だった。

「気になることっていうか……その、武器を……ね？」

「武器？　武器が、どうしたんですか？」

　そして秋月は、俺にこんなことを言う。

「武器を……変えようかなって、思って」

　──その言葉に、俺は一瞬頭が真っ白になった。

　少しの間、何を言われているのか理解できなくなって、俺は無言になってしまう。

　その間に、秋月は取り繕うように早口で説明の言葉を加えた。

「あははっ……い、いつも頑固にこだわり続けてたけどさっ。これって、大会だし……あたし、今日はダメダメだし……しかも、ステージはスナイパーライフルに不利なステージだから、もうこれ以上みんなに迷惑かけたくないっていうか……うん」

　あのうさぎが、スナイパーライフル以外の武器を持つ？　理由は、みんなに迷惑をかけたくないから？　何を言ってるんだ、こいつは？　俺たちに気を遣って武器を変えようとしているのか？　なんだよ、それ。

　言葉が、出てこない。今まで抑えていた感情が膨れ上がって、今にも爆発しそうだ。

　お願いだから、これ以上……らしくないことを言わないでくれ。

　そう願ったのに、彼女はなおも言葉を紡ぐ。

「前に日ひ根ね野のさんに言われたガトリング武器を持っていい？　つ、使ったことないけど、あたしＡＩＭエイムには自信あるからっ。みんなのために、後衛として頑張る。それで勝とう。今までわがまま言ってごめんなさい」

　俺が最も聞きたくなかった一言を耳にして、とうとう感情が爆発してしまった。

「ふざけるな」

　自分でも驚くほどに、悲痛そうな声が聞こえた。その一言は、まだ言い訳をしようとしていた秋あき月づきを黙らせるほどだった。

「……しゅーさん？」

　困惑したような彼女に、俺は思いをぶつける。

「うさぎ。お前、ふざけるのもいい加減にしろ。何が『迷惑をかけたくない』だ？　その武器を持ってる時点でな、俺たちには迷惑がかかってたんだよ……だけどなんで、俺がお前にスナイパーライフルを持ってほしいと思ってたのか、分かってるのか？」

　あまりの怒りに、秋月の前では保っていた敬語も忘れてしまっている。でも、今は余裕がなかった……ずっと彼女をかばってきたのだ。日ひ根ね野のに何を言われても彼女を説き伏せてきたし、俺のプレイスタイルが秋月に合わなかったらそれを変えた。

　秋月にはスナイパーであってほしくて、俺は色々と努力してきた。それなのに彼女が武器を変えると言って、とても悔しかったのだ。

「お前は最強のスナイパーなんだよ。俺がなりたくてもなれないような、すごくかっこいいプレイヤーなんだ……俺は、お前のプレイが大好きだから、お前のために頑張ってきた」

　現実世界ではもゲームの世界でも、俺は影が薄くて地味だ。こんな俺には華があるプレイはできない……でも、俺だって本当はもっとかっこいいプレイがしたかった。みんなが憧れるような──それこそ、主人公らしいプレイヤーになりたかった。

　だけどそれはできなくて、だからこそ日根野や桜さくらちゃん、そして秋月に恋焦がれたのだ。主人公になることはできなかったが、せめて彼女たちをより輝かせるようなプレイヤーになろうと……影に徹しようと決めたのだ。

　それなのに、秋月が弱気なことを言っていて、なんだか裏切られた気がしたのである。

「で、でも……プロなんだから、勝たないと意味がないよっ」

「ああ、そうだ。俺たちは勝たないといけない……だけどさ、たとえばお前がガトリング武器を持って勝ったとして、その時にお前は満足できるのか？」

　プロとして活動している以上、勝たなければならないのは当たり前だ。でも、勝つことだけを考えて、最も大切なものを見落としてしまっては意味がないだろう。

「お前は、スナイパーライフル以外の武器を使って、このゲームを楽しめるのか？」

　プロとして勝利は絶対条件だが、俺たちのプレイを見ている視聴者に『楽しそう』と思ってもらうことだって大切なのだ。それもまたプロの役目だと思う。そのためには、自分だって楽しくプレイしなければならないだろう。

　もし秋月がスナイパー以外の武器でも楽しめるのなら、それで構わないと思う。

「……そ、それはっ」

　でも、彼女は俺の問いに口ごもった。どうやら否定はできないみたいだ。

　それも当然だ。だって彼女は愛情深い子で、スナイパーライフルが大好きなのだ。

　だったら、秋月にはその思いを貫いてほしい。

「もう他人に合わせるのはやめろ。俺たちに気を遣って何になるんだ？　たとえこの試合で勝てたとしても、今後のためにならないだろ。同じチームなのに、遠慮しあう関係なんて……そんなの、チームじゃない」

　学校で見ていた秋あき月づきのように、シャドウムーンでまで無理をしてほしくなかった。

　秋月には、秋月らしくあってほしい。




「周囲の目を気にして無理するうさぎよりも、俺はいつものお前の方が好きだよ」




　無意識に発した言葉は、少し前に空き教室で秋月に伝えたものと同じだった。

　あれからずっと秋月は悩んでいたのだろうか。だとしたら現実世界の俺の言葉は届いていなかったということである。それなら、行動で示す必要があるだろう。

「近づいてくる敵は俺が全て排除してやる。スナイパーライフルを持て、リーダーとして命令する……そして、敵をキルしろ。お前ならできるはずだ」

　やってやる。秋月をより輝かせるために、影として生きてきたおれの本領を発揮しよう。彼女をサポートして、絶対に活躍させてやる。

　そう、俺は決意したのだ。

「────」

　秋月が何を思ったのかは分からない。でも、彼女はそれ以上の言い訳や弱音を吐かなくなった。ただ無言で、武器をスナイパーライフルに持ち替えてくれた。

　そうだ。それでいい。秋月なぎさには、スナイパーライフルが一番似合うのだから。

「しゅー君……口調、変わってるわよ」

「……ごめん。ちょっと冷静じゃなかった」

　日ひ根ね野のに指摘されて、俺は大きく息を吐き出して気持ちを落ち着けた。怒っている状況ではないのだ。熱くなってはいるが、我を忘れないように気を付けて俺は再び口を開く。

「うさぎ、黒くろ騎き士し、桜さくらちゃん……みんなの力を、この試合で見せてください」

　彼女たちが本来の力を発揮できたなら、きっと勝てる。それくらい彼女たちはすごいプレイヤーだと、俺はそう信じている。

「「「…………」」」

　しかし三人は俺の言葉に対して何も言わなかった。もしかしたら、彼女たちは心の奥底でもう無理だと諦めているのかもしれない。

　だったら、リーダーとして俺がみんなを導かなければならない。

　今まで口だけだったけど……今こそ、やるべき時だ。俺がみんなを引っ張ってやる。

　この素晴らしいメンバーで優勝を勝ち取ってみせる！

「行きましょう！」

　そして、運命の一戦が開始した。いつもだったら初動はみんなに指示を出していた俺だが、この試合はそんなことをせずに、まっすぐ突っ込んでいった。

「しゅー君！　一人で先行するのは……っ」

　日ひ根ね野のも慌ててついてくるが、遅い。俺はフラッグ付近でＪＪガールズのメンバーと対面することになる。

「っ、らぁ!!」

　コントローラーを持つ手に力を込めてスティックを押し込む。ガチャリと鳴り響いた音はイヤホンをしていても耳に入ってくるほどだった。過剰な力が入っているが、気迫に満ちている今の俺に制御なんてできない。ただ、目の前の敵だけに集中していた。

　銃口の向きから銃弾の方向を予測して体をずらし、今度はこちらから銃弾をぶっ放す。この一週間、俺はタイマンで姫ひめ路じと戦い続けた。もう弱いだけの俺ではない。

「一人抑えてますっ」

　簡単には負けない。ベイビーではない方の前衛にヘイトを向けられた状態で、俺は仲間の到来を待った。この状態なら誰かが横から刺してくれるだけで倒せるだろう。

「しゅー君、もう一人いるわよ！」

　日根野の報告を耳にして、俺は敵の姿を索敵した。

「……いた！　こっちを狙ってます！」

　こっちを狙っているのはＪＪガールズの中衛のプレイヤーである。、複数人のヘイトを取っているので前衛としての仕事としては十分だった。

「二人引きつけてます！　黒くろ騎き士し、そっちに攻めてください！　うさぎと桜さくらちゃんは黒騎士の周囲を警戒するようにっ」

　指示を出して思考を巡らせる。これなら初動は優勢を取れそうだと思ったが、ふと敵の二人が見当たらないことに気付いた。

「タイホーンとベイビーはどこですかっ？　位置報告をお願いします！」

「……い、いた！　あたしのところに、ベイビーがいるっ」

　なんと、この時点で既に秋あき月づきのところにベイビーが接近していたようだった。

（俺を無視して裏取りしやがった……！　上う手ますぎるだろっ）

　初動、二人を抑えていたのにベイビーが後方に抜けているのは最悪だった。これでは陣形が崩れかねない。

「桜ちゃん！　うさぎを守ってくださいっ」

「だめっ……しにました」

　ベイビーに不意を突かれたことで桜ちゃんは焦ったらしく、慌てて秋月のカバーに向かったようだが、返り討ちにあったみたいだ。

　そうなったらもちろん、秋月も生存することはできず。

「…………ごめんなさい」

　ベイビーに連続キルされてしまったみたいである。

「問題ないです！　自分と黒騎士でなんとかしますっ」

「それは、無理よ……私もやられたわ。タイホーンに邪魔されたみたい」

　頼みの日ひ根ね野のもキルされたようだ。

「自分が、四人キルすればっ！」

　とはいえ、まだ俺が残っている。俺がみんな倒せば優勢に立てるだろう。

　しかしＪＪガールズはやはり巧みで。

「っ!?　……タイホーンか」

　ベイビーと撃ち合う直前、不意に後方から攻撃をもらって俺はデスした。どうやらタイホーンが遠方から一撃放ったらしい。

「くそ！　オールキルですかっ」

　結局、初動はＪＪガールズに取られた。ここからは打開のフェイズである。

「ごめんね、しゅーさん……せっかく、頑張ってくれたのに」

「謝る必要はないです。そもそも、ベイビーを後ろに抜けさせた自分の失態ですから……こっちこそごめんなさい。うさぎを守れなかった。次は守ります」

　まだ、足りない。ただ敵のヘイトを取っただけでは、みんなの諦観を覆すことはできない。少なくとも俺がキルしないと、この空気は変わらない。

（集中しろ……集中しろ！）

　更に意識を研ぎ澄ませる。かつてないほどに俺は集中していた。そのおかげか、今までよりも状況が鮮明に見える。今ならきっと、過去最高のプレイングができると思った。

「くっ！　もう自陣側に来てるわ……何よ、それ」

　デスした直後、リスポーン地点から復活するわけだが、そのＪＪガールズ一同は俺たちのリスポーン地点に向かってきていた。

「リスキルでもするつもり？　舐なめられてるのかしらっ」

　リスキルとはリスポーンキルの略で、死んでから復活した瞬間に敵をキルすることである。通常、リスキルとは自チームと敵チームでレベル差がないと発生しない。

　つまりリスキルを狙われたという時点で見下されていると日根野は思って、苛いら立だっているようだった。

　まずい……日根野が冷静さを失っている。慌てて止めようとしたが、もう遅かった。

「……っ!!」

　彼女は考えなしに突っ込んでしまい、返り討ちにあっていた。

「落ち着いて！　ＪＪガールズはこっちを翻弄するためにこういうことしてるんですっ」

「そうね。分かってるわ。分かってるのに……最悪よ」

　日根野のデスによって打開はさらに遅れる。彼女の復活を待って、それから四人一斉に攻勢に出た。まずはリスキルされている現状をなんとかしたかったのだが。

「嘘うそでしょ!?　ここで撃ち負けるとか……私、何やってるのよっ」

「ぁぅ……ごめんなさい」

　最悪なタイミングで、日根野と桜さくらちゃんがデスしてしまった。

（残りカウントは二十五……二人の復帰も待っている時間はない）

　絶望的な状況。無情に進むカウント。仲間の悲痛な声。

　試合は一方的な展開になりつつあった。誰もが諦めるような現状で、どうにか生存していた彼女もまた苦しそうな声を発する。

「囲まれてる……」

　ぽつりと響いたのは、秋あき月づきなぎさの声。聞いているこっちまで胸が苦しくなるような震えた声を耳にして、俺は奥歯を噛かみしめた。

　彼女はきっと、泣いている。声だけでそれが分かってしまった。

（カバーに行くには……ベイビーが邪魔か）

　対面するベイビーは俺を秋月のところへ行かせまいと阻んでくる。俺もどうにか対応していたが、実力がかけ離れていたため防戦一方だった。

（何やってんだよ……俺！）

　自分自身に腹が立って仕方がない。

（もう、秋月を泣かせないって決めただろ！）

　そう決意したのに、また泣かせてしまった。それが俺は、許せなかった。

　秋月なぎさには笑顔が似合う。優しくて、魅力的で、俺のような人間にも気さくに話しかけてくれるようないい子に、泣いてほしくなかった。

　現実世界の俺は、彼女の笑顔を守れるような人間ではないけど……でも、ゲームの世界の俺なら、別だ。秋月だって、守れるはずだ。

　何な故ぜならゲームプレイヤー『しゅー』は、狂戦士の異名を持つアタッカーの日ひ根ね野のが一目を置き、万能のマルチウェポナーである川合かわい桜さくらが憧れ、最強のスナイパーであるうさぎが恋するような、そんなすごいプレイヤーなのだから。

　しゅーなら、できる。俺なら絶対に──

（秋月を守れる!!）

　そう心の中で思った瞬間……全てが、ゆっくりになった。

「────っ!!」

　あまりにも集中しているせいだろう。かつてないほどに、全てが見えるようになった。

（秋月の周囲には二人。俺を阻むのはベイビー。その後ろにタイホーン。俺の実力ではベイビーに勝てない。でも、すり抜けることならできる。優先順位は秋月を守ること。そのためには秋月を囲む敵を……倒す！）

　刹那の思考で状況の把握と自分のやるべきことを思考した俺は、即座に実行に移す。

　防戦一方の状態から一転、俺は攻勢に出た。

「邪魔!!」

　俺らしからぬムーブはベイビーにとっても予想外だったのか。慌てたように下がったので、その隙に俺はベイビーの隣をすり抜ける。目指すは、秋月を囲む二人の敵だ。

「うぅ……」

　最も早はや諦めているのだろうか。秋月は苦しそうに呻うめいている。今は何とか逃げているが、あと数秒も持ちそうにない。

　だが、その僅かな足あ掻がきによって、俺はどうにか間に合うことができた。

「っぁあああああああ!!」

　叫びながら、秋あき月づきを狙う一人に向かってまっすぐ突き進む。持ち前の影の薄さはここでも発揮されてくれたのか、敵は俺に気付かなかった。

「まずは一人!!」

　秋月を狙う敵の横から銃弾をぶっ放す。俺が最も得意な不意打ちに敵も焦ったらしく、見事に成功してキルをもぎ取れた。

　しかしまだ終わっていない。秋月を狙う不遜な輩はもう一人いる。こちらはデスした仲間から俺の報告を受けているらしく、警戒していた。もう不意打ちはできない。

　だったら、正面から。鍛え上げた対面力を駆使して、俺は二人目の敵を一蹴した。

「よし、二人ヤりました!!」

　これで秋月の窮地は脱した、人数不利もなくなり、二対二のイーブンな戦況となる。

「…………ぇ？」

　俺が助けた秋月は、何が起こったか分からないと言わんばかりにぽかんとしていた。俺が二人をキルするとは思ってなかったのだろう。

　びっくりさせて申し訳ないが、今は試合中である……呆ほうけている暇はないぞ。

「うさぎ。そっちを狙っていた敵は処理しました」

「え？　あ、うんっ」

　声をかけて、彼女の意識を試合に引き戻す。そしてもう一声、今度は彼女を鼓舞するためにこんな言葉を口にするのだった。

「お前は自分が……俺が、守る。だから……俺を信じて、前に出てこい！」

　思えば、秋月はずっと引き気味だった。スナイパーにしてもかなり後ろの位置におり、そのせいで前を張る俺たちと距離が開きすぎていた気がする。

　だからこそ、秋月は俺たちをカバーできなかったし、俺たちも秋月をカバーできなかった。きっと彼女はキルされるのを恐れて前に出られなかったのだろう。

　だったら、その不安を取り除いてあげればいい。そうすればきっと、彼女は大丈夫。

「今からベイビーとタイホーンを倒します！　うさぎ……自分を、守ってください」

　それから、もう一言。こっちは少しずるいと自分でも思ったが、秋月に発破をかけるなら最適な言葉だと思ってあえて言うことにした。

「自分のこと、好きなんですよね？　だったら、いいところ見せてください」

　我ながら頭の悪い言葉である。言ってるだけで恥ずかしくて死にそうになったのだが、やっぱり彼女には効果てきめんだったらしく。

「うん、あたし……しゅーさんのこと、大好き。だから、あたしの愛を見せるよ」

　ようやく覇気を取り戻した秋月は、前に出た俺についてきてくれた。

「……一緒に、ＪＪガールズを倒しましょう!!」

　さぁ、ここからが本番だ。俺たちシャドウムーンの底力を見せつけてやるぞ！

「しゅーさん、ベイビーが来てるよ！　その後ろでタイホーンが狙ってるっ」

「ああ、見えてます。うさぎ……自分をタイホーンから守ってください」

「うん！　代わりにしゅーさんは、ベイビーからあたしを守って？」

「もちろん。任せて」

　二人でお互いに守ることを約束してから、すぐに俺と秋あき月づきは前に出る。彼女は俺に寄り添うようにぴったりとついてきてくれた。

「バズーカの爆風に気を付けてっ。射線で牽けん制せいしているから狙いは粗いけど、まぐれでも一発貰もらったらきついから」

　少し離れた位置からバズーカを撃ち続けるタイホーン。

「爆風に乗じてベイビーが突っ込んでくるかもしれないので、うさぎも気をつけて」

　そして近くではベイビーがこちらをキルしようと狙っていた。敵の連携はかなりのものである。隙を見せたらやられるだろう……でも、こっちだって負けるつもりはない。

「うさぎ……一瞬だけ、タイホーンじゃなくてベイビーを狙えますか？　二人でベイビーのキルをトライしましょう」

「いいの？　タイホーンが自由になるけど」

「大丈夫です。タイホーンが前のめりになってくれたら、こっちの狙い通りなので」

「……よく分かんないけど、しゅーさんを信じるね！」

　秋月はそう言った直後、タイホーンではなくベイビーを狙ってスナイパーライフルを撃った。俺も秋月の射撃と一緒に前に出て、ベイビーに圧をかける。

　ここでベイビーをキルできたら最高だったのだが、やはりそう簡単にはいかずに逃してしまった。ベイビーは俺と秋月に狙われていると判断するや否や後ろに引いたのである。

　ベイビーに油断はないようだ。流石さすがである……だが、これは狙い通り。

（タイホーンは……来たか！）

　さっきまで離れた位置にいたタイホーンだが、秋月が狙いを外したことによって前へ詰めてきた。こちらの思惑通り、ベイビーをカバーするために距離を詰めてきたのだろう。

「うさぎ、引いてください！　自分が前に出ますっ」

　一旦彼女に下がるよう指示を出して、逆に俺は前へと飛び出した。

（抜け……た！）

　ベイビーは俺に反応して銃撃してきたが、どうにか回避してすり抜けることに成功。バズーカを担ぐタイホーンに接近する。

　バズーカはスナイパーライフルと同様、射程が長い分敵に接近されるとキルされやすい武器である。しかし、タイホーンはマートリップで一番と言っても過言ではないくらいのバズーカ使い。近距離でもバズーカによる直撃を狙ってくる。

　今までの俺なら、ここで臆して下がってしまい、直撃を取られていたかもしれない。だが、今の俺には前に出る勇気があった。

（負けられないんだよ！）

　ここで俺は更に前へと進む。敵の足元を潜くぐり抜け、まるで影から這はい出たかのごとく水中を急浮上してタイホーンを翻弄し、銃弾をぶちまけた。

「──よし!!」

　俺の銃撃をタイホーンは回避できずに受けて、水着の耐久地がゼロとなる。裸になった瞬間、光に包まれてリスポーン地点に強制送還された……これで残るは、あと一人。

「しゅーさん！　ベイビーがそっち行ってるよ！」

　振り向けば、既にそこにはベイビーがいた。タイホーンをキルした直後の俺を狙っているが、秋あき月づきの報告のおかげで気付くことができた。

「守ってください！」

「任せて！　あたしのしゅーさんに手を出すなっ」

　俺一人であればベイビーに処理されていただろう。しかし秋月がベイビーを邪魔してくれたおかげで、俺は逃げ切ることができた。

「うぅ、当たんない……」

「いや、十分です。自分が生き残っているので、リカバリーできます」

　しかもそろそろ日ひ根ね野のと桜さくらちゃんが復帰する時間だ。確実性を重視するなら、二人の復帰を待って四人でベイビーを潰すことである。だがそれはできなかった。

（敵の残りカウントは十五。ベイビーを速攻でキルしてフラッグに向かえば間に合う……今しかないっ）

　引いたら間に合わない可能性がある。だからこそベイビーも一人だけしか残っていないのに引かないで時間を稼ごうとしているのだ。

「うさぎ……今から、死ぬつもりで特攻します。全力でベイビーのヘイトを買うけど、たぶんあの人には撃ち勝てません。だから……ベイビーのキルは、任せました」

　時間もないので早口でそれだけを伝えて、俺はベイビーに向かって飛び出した。

「ちょ、しゅーさんっ！」

　秋月は何か言いたげだったが、もうベイビーとの撃ち合いは始まっている。だから、何を言おうとしたのか聞き返すことはできなかった。

「っ!!」

　歯を食いしばって目を見開きながら、コントローラーのボタンを壊れてもおかしくないくらい強く押し込む。対面しているベイビーというプレイヤーは、俺に思考の暇を与えてくれなかった。

　今、この人も本気だ。全力で俺をキルしにかかっている。さっきまでは力を抜いていたというか、状況に合わせて臨機応変に動けるよう構えていたみたいだが、現在のベイビーはただ俺をキルしようとしているように感じた。

（やっぱり、強い！　でも……まだ、少しでも、秋月が狙撃する時間を稼がないとっ）

　あいつなら……俺の憧れた秋月なら、きっとベイビーをヌいてくれる。だから彼女を信じて、俺は全力でベイビーにぶつかった。まさしく死ぬ覚悟を持って挑んでいたのだ。

　でも、ベイビーはやはり……マートリップの『王』であった。

　撃ち合いの最中、不意にベイビーの使用していたマグロガンが変形した。

「──ここで、ミーティアですか!?」

　この追い詰められた場面で……ベイビーは起死回生の一手にもなり得るクリティカルを発動させたのである。ジェットによって急上昇したベイビーを見上げながら、俺は苦笑することしかできなかった。

（数秒も、時間を稼げなかったのかよ……）

　俺にはもうどうにもならない。ベイビーは俺の持つカツオガンでは届かない位置から流星のように大量の銃撃を放ってくるだろう。そうなったら最後、俺はデスしてしまう。

　だから俺は、彼女に全てを託すのだった。

「うさぎ、右です!!」

　ジェットで急旋回しようとするベイビーの動きを予測して、彼女に叫ぶ。

「っ……了解！」

　後ろでスナイパーライフルを構えていた秋あき月づきは、俺の言いたいことを理解したみたいだ。

　試合前、ベイビーが回避時は右に動くクセがあることをみんなに伝えてある。その情報を秋月も思い出してくれたのだろう。

（後は頼んだぞ……秋月！）

　やれることは全てやり終えて、俺は死の瞬間を待つ。どうか、秋月がベイビーに撃ち勝ちますように……と、そんなことを願っていた時だった。

「させない。しゅーさんを、死なせないっ」

　決意に満ちた秋月の声が響くと同時に、スナイパーライフルの発射音が響く。彼女によって放たれた一撃は、ジェットで高速移動するベイビーにまっすぐ向かっていった。

　右に急旋回するベイビーは、通常のガンタイプの武器ですら撃ち落とすことができない速度で動いているというのに……まさか、嘘うそだろ!?




「しゅーさんは、あたしが守る!!」




　そして、彼女の放った弾丸は──ベイビーをまっすぐに貫いた。見事にミーティアを撃ち抜いたのである。これで敵は……オールキルとなった。

「──ナイスです、うさぎっ！　ここで自分が生き残ったのはでかい！」

　後衛の秋月一人なら固めの態勢をとるのが遅れていたのだろうが、前衛の俺がいるので大丈夫そうだった。歓喜の声が溢あふれ出そうになるが、喜ぶのは勝った後だ。

　俺は即座にフラッグの確保へと向かった。

「あたしも、シャドウムーンの一員だもん……この試合に、勝ちたい！」

　後ろから秋月もついてきてくれた。彼女はもう大丈夫そうである。ベイビーをキルしたことで自信も取り戻せたようで、声に覇気が戻っていた。

「フラッグ確保！　残りカウントは一……ギリギリだったけど、まだ負けていない！　ここから固めに入ります！」

　さて、あとの二人もやる気になってもらおうか。

「黒くろ騎き士し。自分の憧れた『黒騎士』というプレイヤーは、もっと闘志に満ちたえげつないアタッカーだったはずです……その黒騎士は、どこに行ったんですか？」

　声をかけた相手は、たった今復帰した二人である。

「桜さくらちゃん。あの、桜ちゃんは自分のプレイを真ま似ねしているって言ってましたけど……そんな情けない動きが、自分ですか？　自分はもっと、上手にプレイしていたと思います」

　この試合、二人は明らかに動きが悪い。だからこそ焚たきつける意味も込めて、俺はそんなことを言ったのだ。

「敵は確かに強いです。でも、焦る必要はありません。これはチームの勝負……助け合えば大丈夫です。みんなと一緒に、力を合わせましょう！」

　個人能力という一点だけを考えるなら、もしかしたらＪＪガールズの方が上かもしれない。でも、これはチーム戦で、大切なのは連携である。だから焦って視野が狭くなっている二人には、いつも通り落ち着いてほしくてこんなことを言ったのだ。

　俺の言葉に対して、二人は同時に声を上げる。

「っ……しゅー君のくせに、私を煽あおるとは上等じゃない！　いいわ、見せてやるわよ」

「ちがうっ。しゅーはもっとかっこいいプレイしてた……さっちゃんは、もっとできる！」

　二人の声には力強さが戻っている。

「ああ、頼みましたよ……二人とも、すごいプレイヤーなんですから、期待してます」

　固めのポジションにみんながしっかりとついたことを確認して、俺は息を零こぼす。まだ気を緩めたわけではないが、今まで感じていたみんなの焦りが消えた気がしたのだ。

　なんとなく、もう大丈夫だなって──そう思ったのである。

「日ひ根ね野のさん、危ないっ」

　それから少しして、復帰したＪＪガールズのメンバーが打開しようと攻勢に出た。その最中、日根野がキルされそうになったところで、秋あき月づきから絶妙なカバーが入る。

「よし、ヌいた！」

　今にも日根野がキルされそうなところで、秋月が狙撃に成功したのだ。これで日根野はデスすることなく、こちらも人数有利な状況が維持できる。

「え、ああ……ありがとう」

「あたしの見える範囲で動いてくれたらカバー入れられるから、位置報告だけお願いっ」

　先程まで言葉も交わさなかった二人だが、しっかりと声をかけ合う気になったようだ。

「そうね……ええ、そうだわっ。いつまでも冷静になれないままじゃダメよね……ごめんなさい、秋月さん。私、頭に血が上ってあなたのことが見えてなかった。そのせいで私もあなたをカバーできてなかったわ」

「ううん……あたしこそ、ごめん。あんなに後ろに引いてたら、カバーなんてできるはずないよ。もっとみんなのこと信頼して、前に出るね」

「ふふっ……そうね。それがいいわ。私のことも信頼してちょうだい。ガンガン前に出てくれたら、しゅー君と一緒にあなたを守るから。よろしく、頼むわよ」

「あや！　なぎさ！　さっちゃんも、たよっていーよ！」

「そうだね、うん。ありがとう……みんなのこと、信じるね」

　俺抜きでも三人はそんな会話を交わしていた。チームの雰囲気はとても良い。

　さぁ、ここから本当の『始まり』だ。

「優勝しましょう！」

　この打開によって完璧に波に乗った俺たちは、ＪＪガールズの打開を許さなかった。

　今までのどんな時よりも連携がとれていたおかげだろう。そのままストレートでカウントをもぎとり、今大会で初めての敗北をＪＪガールズに与えることになる。

　この敗北はＪＪガールズにとっても予想外だったのだろう。明らかに焦りが見えて、連携が乱れたのである。ベイビーも統率を失ったチームをまとめようと前のめりになり、そのせいで右に回避するクセが露骨になっていた。そこを狙って秋あき月づきにヌいてもらい、ベイビーを抑え込むことに成功したのである。

　続く四試合目は終始俺たちのペースだった。『ウミヘビロード』という縦長のステージで、勢いに乗った秋月が暴れて敵を次々とキルしてくれたのである。

　これで二本取って、二対二。あと一本取れば勝利だ。

　最終戦。『クラブ倶ク楽ラ部ブ』というステージでは、チームみんなが大活躍した。俺もそうだし、秋月も、日ひ根ね野のも、桜さくらちゃんも、チームで一丸となって戦いに臨むことができた。

　一方、ＪＪガールズも意地を見せて勝利を狙ってくる。ベイビーやタイホーンに随所随所で苦しめられたが、そのたびに俺たちはお互いをカバーしあって試合を有利に進めた。

　そしてとうとう、残り十カウントとなって。

「ごめんなさい、相打ちだわ」

「いや、相打ちならナイスです。もうそいつは間に合わない」

　日根野が一人キルして敵は残り三人となる。

「クリティカル、はつどーしますっ」

　残り五カウント。桜ちゃんがクリティカルのシャボンランチャーを発動して敵を威圧した。ふわふわと漂う泡の爆弾に、残るＪＪガールズのメンバーは怯ひるんだ。

「一人ヌいた！」

　残り三カウント。日根野が一人キルして、残りはあと二人となる。

「タイホーンヤれそう……ヤりました！」

　残り二カウント。焦って前に出てきたタイホーンを俺がキルした。これでＪＪガールズはベイビーだけとなる。

　残り一カウント。ベイビーは最も早はや突っ込むことしかできない。

「ベイビーを囲めます！　みんなで狙いましょう！」

　そして俺たちは三人で、ベイビーを銃撃した。こうなると、さしもの王でもなすすべなくデスしていく。

　その瞬間──カウントが、ゼロとなって。

「……勝った。これで、自分たちの勝ちです!!」




　チーム『シャドウムーン』の優勝が、決定した。




「よし！　ざまぁ見なさいよ……私を、舐なめるな!!」

　日ひ根ね野のが吠ほえる。相変わらず口が悪いが、今だけは聞かなかったふりをしてあげた。

「やった……勝ったぁ。ぐすっ……なんとか、勝てたよぉ」

　秋あき月づきが嬉うれしいあまり泣いていた。もう泣いてほしくないと思ったが、こんな涙ならまぁいいかと思えた。

「わーい！　ゆーしょー！　ママっ。さっちゃんたち、ゆーしょーした！」

　桜さくらちゃんが声を上げて喜ぶ。最後までこの子には迷惑をかけたので、無邪気に喜んでくれてとても嬉しかった。

「よく頑張りましたね、みんな……お疲れ様」

　そう言って、俺もまた力を抜いた。そうすると試合の疲れがどっと襲ってきて、急激に眠たくなった。最近は寝る間も惜しんでゲームしていたせいだろう。

「反省会は、また明日。とりあえず、休ませてください……」

　それだけを言って、俺は仰あお向むけに倒れた。もう起き上がる気力すらない。

　今なら、とてもぐっすり眠れそうである。

「え？　ちょ、待って……しゅーさんに、話したいことが──」

　意識が落ちる寸前、秋月が何か言いかけた気がするが、もう俺の意識は夢の世界に旅立っていた……こうして、第一回エレクトロニクス杯が終わる。

　チーム『シャドウムーン』のデビュー戦は、華々しい優勝で幕を閉じるのだった──。
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　今日は久しぶりに学校に行こうと思った。

「お兄ちゃん？　学校になんか行かないで、ずっと家でダラダラしててもいいんだよ？　大丈夫、将来はまながお世話してあげるから、遠慮せずにダメ人間になってよ！」

「なんで俺が学校に行くとお前は怒るんだ……普通逆だろ」

　サボるときは笑顔で聞き入れてくれるのに、相変わらずまなはダメ人間が好きみたいである。そんな妹に手を振って、俺は学校へ向かった。

（秋あき月づきの様子が気になる……流石さすがに優勝したから、もう大丈夫だよな？）

　第一回エレクトロニクス杯に優勝した翌日のこと。

　昨日、優勝できたおかげでぐっすり眠れた俺は珍しく朝早くに目覚めた。学校はサボる気満々だったが、ふと秋月がどうなってるか気になって学校に行くことにしたのである。

　たぶん大丈夫だと思うが、念のため確認したかったのだ。

（ついでにお別れの言葉も伝えておこうかな。姉さんはそろそろ退学の準備が整うって言ってたし、今日が終わったらもう学校に行かないでもいいだろ）

　と、そんなことを考えながら学校に向かう。いつもと同じく影の薄い俺は誰にも認識されてないようで、教室に入っても声をかけられることはなかった。

　一週間ぶりに登校しても話題にすらならないのはある意味才能だと思う。注目されたいわけではないので別にいいのだが。

　そうやって、久々の退屈な学校生活を満喫している時だった。

（あれ？　なんか騒がしいな）

　ふと、教室がざわついていることに気付く。何かあったのだろうかと思って顔を上げると、教室に見慣れない美少女の姿があった。どうやらあの子がざわつきの原因みたいだ。

（……可愛かわいいな）

　黒髪がよく似合う美少女だった。胸はあまりないが俺の好みな外見で、思わず目を奪われる。そんな彼女はクラスメイトに囲まれていたのだが、どうやら誰かを探しているらしく、教室をきょろきょろと見渡していた。

「あ、見つけたっ」

　彼女はお目当ての人物を見つけたらしく、そいつのところへまっすぐ向かっている。誰のところに向かうのが気になって様子を見守っていると、彼女は俺の前で立ち止まった。

「中なか平ひら君、おはよっ」

「……え!?　あ、はい。おはようございます」

　なんと、彼女が探していた人物は俺だったらしい。まさかの事態に驚いて思わず敬語になってしまった……な、なんで話しかけてきたの？　ってか、俺のこと知ってるのか？

「ここだとみんなに見られてるから、ちょっと来てっ」

　戸惑っていると、彼女は俺を強引に立ち上がらせてから手を引っ張った。話しかけられたことに加えて、いきなり触られて俺はいよいよパニックになってしまう。

「な、何か用か？　というか……誰だ？」

　彼女に引っ張られながらの移動中、俺はどうにか気になっていたことを問いかける。

　そうすると彼女は不満そうに唇を尖とがらせた。

「むぅ。中なか平ひら君の学校で唯一のお友達を忘れるなしっ」

「友達？　俺の、友達って……」

　俺の友人を自称する人物は、この世でたった一人しかいない。

「お前、もしかして──秋あき月づきか？」

「そうだよっ。可愛かわいくて素敵な秋月さんだよ！」

　首を縦に振った謎の美少女……もとい秋月に、俺は目を見開く。

　驚いた。秋月は明るい髪の毛が特徴的なギャルっぽい子だったのに、黒髪になって雰囲気が激変していたのである。スカートは短いままだが制服の着こなしも以前よりはきっちりしており、清せい楚そな雰囲気が漂っていた。

「昨日ね、夜遅くに髪の毛を染め直したの。結構似合うでしょ？」

「う、うん……似合ってる」












　そんな会話を交わしながら移動していると、俺たちは屋上に到着した。

「ここなら二人っきりになれるね」

　涼やかな風をあびながら彼女は俺と向かい合う。好みな外見の秋あき月づきに見つめられて、心臓が大きく跳ねた。

「なんでいきなり、髪の毛を染めたんだ？」

「もう我慢するのはやめたんだよっ。あたしね、実は黒髪の方が好き。制服も着崩すのは嫌だった。でも、みんなに合わせてギャルっぽくしてたの……だけどこれからは、みんなに合わせるのはやめる。もっと、自分に正直に生きる。他人に合わせてばかりじゃなく、楽しまないと意味がないって、大好きな人が言ってくれたの」

「っ……」

　彼女は俺をジッと見つめている。そのせいで俺は息が詰まり、何も言えなくなった。

　そして、

「あと、大好きな人は、こっちの方が好きそうだったから……黒髪の方が好きだよね？　『しゅーさん』？」

　彼女はとうとう、俺の秘密に気付いたのだった。

「にゃははっ。マートリップのアバターも黒髪だったし……しゅーさん、学校でも黒髪の子を目で追ってるでしょ。勇気を出してこっちにしてみたけど、思った通りで良かった」

　屈託なく笑う秋月とは対照的に、俺は上う手まく笑うことができなかった。

「バレてたのか……」

「昨日、ようやく気付いたの。大会の途中で『周囲の目を気にして無理するうさぎよりも、俺はいつものお前の方が好きだよ』って言ってくれたでしょ？　空き教室で中なか平ひら君が言ってくれたセリフと一緒だったし、実は前からずっと雰囲気が似てるなーって感じてたから」

　ボイスチェンジャーで声を変えても、顔を合わせないように気を付けても、秋月には俺の正体が分かったようだ。

「ＪＪガールズとの試合中も口調が中平君っぽくなってたし……それで、確信したよ」

　それだけ、俺のことを思ってくれているのだろう。なんだか申し訳なくなった。

「ごめんな……お前の憧れている人が俺なんかで、ごめん」

　最初は、秋月がゲーム好きという秘密を知られるのが嫌だろうと思って、正体を隠そうと思った。でもそれは言い訳に過ぎなくて、本当は彼女に失望されるのが怖かっただけだと、今気付いた。

　俺は彼女に嫌われたくなかったのだ。だからこそ今、正体がバレて俺は怖い。彼女に嫌われることを恐れている。

　でも、秋月なぎさという少女は……やっぱり、優しかった。

「謝らないでっ。あたしね、しゅーさんが中平君で良かったと思ってるよ？　確かに、想像してたよりイケメンでも美少女でもなかったけど……思ってたより、接しやすくて親しみやすい人だった。あたしが好きになるのも無理はないって思ったよ」

　俺の手を握って、秋あき月づきは笑いかける。その笑顔があまりにも眩まぶしくて、つい見とれてしまった。やっぱりこいつは、魅力的な女子だと思う。

「改めて、中なか平ひら君……いや、しゅーさん？　どっちでも、いいけど……これからは、チームメイトとして、それから友達として、秋月なぎさちゃんをよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げてから、秋月はこんなことを言う。

「だから、あの……学校、やめないでっ。あたし、もっと中平君のこと知りたい。もっと、しゅーさんと一緒に過ごしたい。そしていつか、あたしのことを好きになってもらいたい」

　大胆な告白に、俺は目頭が熱くなる。

　秋月は、憧れの『しゅーさん』がこんな影が薄くて地味な俺だと理解した上で、なおも好きだと言ってくれていた。その気持ちが、とても嬉うれしかったのだ。

「あたし、好きな人とはイチャイチャしたい性格って、中平君は知ってるでしょ？　もし学校やめるんだったら、毎日家まで押しかけるからね！」

　最終的には脅しめいたことまで口にする始末。そこまで思われているのだから、もちろん断ることなんてできなかった。

「それは、ちょっと困るな……うん、分かった。学校、やめない。俺も、秋月と一緒にいるのは、楽しいから」

「にゃははっ。そう言ってくれると嬉しいな」

　照れたように笑う秋月。なんだかもどかしい空気が漂っていたので、気恥ずかしくなった俺はつい冗談を口にしてしまった。

「あと、パンツとかおへそも見せてくれるから一緒にいて目の保養になるし」

「ぱ、パンツは見せたことないもん！　でも、うん……しょうがないにゃぁ。しゅーさんが見たいって言うなら、あたし……頑張る。男の子がエッチなのは、仕方ないから」

「ちょ、冗談だからっ。頷うなずかれても困るけど！」

　そうやって、二人で笑い合う。こんな彼女の笑顔が見れるなら、これから学校に行くのも悪くないかなって思えた。

「あ、しゅーさんっ。そういえば今日、夕方くらいに中平さんが祝勝会やるって言ってたけど、もちろん来るよね？」

「初耳だ……あの人、無理やり俺を連れて行く気だったな？　まぁ、うん。行くよ。お前に顔バレちゃったし、仕方ない。日ひ根ね野のと桜さくらちゃんとも喜びを分かち合うか」

「……浮気は、ダメだからね？」

「まだ付き合ってないのに束縛するなよ……」

　こうやってお喋しやべりしていると、時間が経たつのも早いもので。

「そろそろ戻らないと、遅刻になるぞ」

「うぅ、残念……でもこれからたくさんお喋りできるし、まぁいいや！」

　始業の時間となったので、俺たちは教室に戻ることにするのだった。

　彼女の手は、まだ離れない。ギュッと握られたまま、俺と一緒に歩いている。

（……やっぱり、可愛かわいいなぁ）

　何度もそう思わされるくらい、秋あき月づきなぎさという少女は魅力的だった。




　──現実なんて、退屈でつまらないクソゲーだと思っていた。

　でも、秋月のおかげで……いや、日ひ根ね野のや桜さくらちゃんのおかげでもあるかな。彼女たちみんなのおかげで、俺は現実世界に対する評価を変えつつあった。

　影が薄く、存在感がなくて、地味で、面白みもない人間だけど……こんな俺のことを評価してくれる人間が、現実世界にもいる。それはとても、嬉うれしいことだった。

（これからもっと、頑張ろう）

　チームとしてもまだまだ成長の余地がある。これからどんどん強くなるだろう。あと、現実でも……秋月との関係に進展があるような気がして、ドキドキした。

　ゲームだけじゃなく、現実世界というのも思ったより悪くなさそうだ。

「しゅーさん！　あたしと一緒に、青春を全力で楽しもうねっ？」

「青春か……まぁ、適当に頑張るよ」

「適当はダメっ。しゅーさんは現実のことくだらないって思ってるかもしれないけど、青春はすごく楽しいことなんだよ？　まるで神ゲーみたいに、素晴らしいことだから！」

　青春が、神ゲーのように面白い……その言葉は疑わしいものだが、秋月と一緒なら楽しめそうだなとも思えた。

「そうだな……青春も、頑張ってみるよ」

「うん！　一緒に頑張ろうよ、しゅーさんっ」

　そして彼女は、からかうように俺にこんなことを言う。その問いかけは、俺のゲーマー精神を非常にくすぐる一言だった。




「こんな青春ゲームでマジになれなくてどーすんの？」


（了）







あとがき




　この本を手に取っていただき、誠にありがとうございます。作者のさくらいたろうと申します。

　本作は『青春』×『ラブコメ』×『ゲーム』×『スポコン』のお話で、ｅスポーツのプロゲーマーが題材になっています。

　私自身、趣味でプロゲーマーの配信をよく見ているのですが、本当にわくわくするようなプレイングばかりで興奮しちゃいます。本編でもその面白さを表現できるように努力しました。楽しんでいただけたら嬉うれしいです！

　ｅスポーツ界かい隈わいはこれからどんどん盛んになってくると思います。プロゲーマーもたくさん増えていて、最近では女子小学生のプロゲーマーが実際に登場しました。

　フィクションのつもりで書いた川合かわい桜さくらちゃんと似たような存在が現実にもいると思うと、なんだか不思議な感覚になりますね。興味がある方はぜひぜひ調べてみてください！

　さて、話は変わりますが、最近ファンレターを何通かいただきました。私の夢だったので、とても嬉しかったです。これからもしっかり頑張っていこうと思いました！

　以下、謝辞となります。

　担当編集様、企画の立ち上げからずっとお付き合いくださって、ありがとうございます。たくさんのアドバイスのおかげで、私も胸を張れるような作品を書くことができました。今後とも、どうぞよろしくお願い致します。

　イラストのもきゅ様。前作に引き続き、ご一緒にお仕事ができて楽しかったです。キャラクターのデザインはもちろんですが、銃器のデザインも素晴らしくて圧倒されました。これからも応援しています。

　ＭＦ文庫Ｊ様。私の大好きな『ゲーム』という題材で作品を書かせていただけて、本当に嬉しかったです。恩返しできるよう、これからも精進してまいります。

　その他、本作の制作に携わった全ての方々にも、厚く御礼申し上げます。

　そして最後に、この本を読んでくださった読者様と、いつもＳＮＳで絡んでくださる皆様へ、深く感謝をお伝えさせていただきます。

　本当にありがとうございました！


さくらいたろう
















電子書籍特典　書き下ろし短編『中平まなの妹至上論』





　とある日。自分の部屋でゲームの動画を見ていると、まなが部屋に飛び込んできた。

「お兄ちゃん！　まなとイチャイチャする時間だよ！　だからちゅーしていい？」

「暇なのか？　まぁ、お喋りくらいなら付き合うけどキスはするな。うざい」

　ほっぺたにキスしようとしてくるまなの顔を抑えながら、膝の上に座らせる。

「えへへ～。お兄ちゃんはなんだかんだ優しいからすき～」

「……お前、本当に俺の事大好きだよな。来年はもう中学生なんだから兄離れしろ」

　苦笑交じりにそう伝えはするものの、まなは舌を出して俺の言葉を否定した。

「イヤでーす。まなは永遠にお兄ちゃんのことが大好きなままだも～ん」

「愛が重いなぁ……もし俺が結婚することになったらどうするんだ？　お前が嫌そうにしたら俺も結婚する気になれないぞ」

　まぁ、そもそも俺が結婚できるかどうかは考えないことにして。

　俺の言葉に、まなはほっぺたをぷっくりと膨らませた。

「なにそれ？　まなはね、わがままな妹じゃないもんっ。お兄ちゃんが結婚できるのなら全力で喜ぶよ！　お兄ちゃんのお嫁さんと仲良くお料理作るんだもん！」

　予想外にも、まなは俺の言葉を否定する。それが不思議だった。

「嫌じゃないのか？　俺がお前以外の人も好きになるんだぞ？」

「それくらいでまなは嫉妬しないよ！　どうせお兄ちゃんはね、まなのこと大好きだもん。結婚することになってもお兄ちゃんはずっとまなを愛してくれるでしょ？　だったら大丈夫だよ。お兄ちゃんがまなのことを好きでいてくれたら、まなは満足なのっ」

　そしてまなは語る。

「恋人は別れたら他人だけど、兄妹は過去現在未来いつだって兄妹のまま、愛し続けられるんだよっ。まなはね、お兄ちゃんの妹で良かった！　だって、いつまでもお兄ちゃんの妹として、愛してもらえるから……つまり妹は、最強なんだよ!!」

　中平まなの妹至上論──それを聞いて、思わず頬が緩んでしまった。

「そうだな。妹は最強だな」

「うん！　だからまなはお兄ちゃんのことをずっと愛し続けるって決めたのっ。これからもずっと、ふちゅちゅかものな妹ですけど、よろしくお願いしますっ」

「……ああ、不甲斐ない兄だけど、よろしくな」

　頭を下げるまなを、俺は優しく撫でてやる。

　やれやれ、本当にこいつは可愛い妹だ……中平まなはどうやら、俺が思っている以上に俺のことが大好きなようだ──。


（了）
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